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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　序章







　恐おそらくそれは一いつ瞬しゆんの出来事であったはずだ。


　しかしまるで延々と長い時間をかけて進行した出来事であるかのように、その全すべてを少女は克こく明めいに認にん識しきしていた。


　驚おどろきに早まる鼓こ動どうによって、引き延ばされた時間。眼めを閉じるのも耳を塞ふさぐのも間に合わない。少女に見せつけようとするかのごとく、瞬間がゆっくりと消費されてゆく。


　終しゆう焉えんの一瞬が始まる。


　少女の蒼あおい眼に映るのは、何の変へん哲てつもない地方都市だ。


　田舎いなかにしては大きな街だろう。数え切れないほどの建物が建ち並び、それをさらに上回る数の人々が闊かつ歩ぽする場所。ごく当たり前の人々が、ごく当たり前のように日常を送る処ところ。


　少女が昨日までいた世界。


　そして、一瞬前まで確実にそこに在あった世界。


　だが……それは既すでに残像に過ぎないのだと少女は知った。


　音はない。光もない。だが迅じん速そくに、確実に、例外を許さぬ殺さつ戮りくが街を汚お染せんする。


　道行く人々が、突とつ如じよとして喉のどをかきむしる。屋内からまろび出た人々が、地に這はう。馬が転てん倒とうし、鶏にわとりが悶もん絶ぜつし、犬が痙けい攣れんする。命あるものは例外なく苦悶し、そして……


　……破は裂れつする。


　のたうつ体が赤い霧きりをまとう。全身から吹ふき出す血である。眼から、耳から、口から、そして体中に生じた無数の裂傷から、体液を噴ふき散らす。


　惨さん状じようはそれだけに留とどまらなかった。


　血が、泡あわ立つ。


　体液が瞬時に沸ふつ騰とうし、蒸発しているのだ。


　内臓を、神経を、筋肉を、煮しや沸ふつされて人々が激しく跳はねる。最も早はや、傷口からは血は流れず、赤い泡が次々と生まれては、弾はじける。ただでさえ未来の残っていない瀕ひん死しの人々に、追い打ちを掛かけるように、とどめを刺さすかのように、内部からの破は壊かいが広がって行く。


　だが……悲鳴はない。聞こえない。


　叫さけんではいるのだろう。喉は張り裂さけんばかりに震ふるえている。だがその絶ぜつ叫きようを伝達すべきものがない。人々が、家か畜ちくが、倒たおれる音も、苦し紛まぎれに地を搔かく音もしない。無音のままに、情け容よう赦しやない滅ほろびが街を覆おおう。


　急激な気圧低下。そしてそれに伴ともなう真空裂傷。沸点の下降。


　自然現象ではない。断じてこれは偶ぐう然ぜんに生じ得るような事態ではない。そこには明らかに恣し意い的な力があった。


　戦略級攻こう性せい魔ま法ほう。


　だが……その一語を少女が知るのは、何年も後の事である。軍用魔法の知識を持たない彼女にとって、それは人じん智ちの及およばぬ天変地異に等しかった。


「ああ……あああああ……」


　少女の苦く悩のうをよそに、静かな滅めつ亡ぼうが広がって行く。昨日も今日も、そして明日も変わらずそこに在あったであろうはずのものが、いとも簡単に意味を失って壊かい滅めつする。老ろう若にやく男なん女によの区別なく、喜き怒ど哀あい楽らくも関知せず、それが当然と言わんばかりに、情け容赦なく。


　少女にあらがう術すべはない。あろうはずがない。何が起こっているのかさえ理解できていないのだ。自分があと数歩、街寄りの位置に……魔法の効果圏けん内ないにいたならば、同様に全身を破は裂れつさせ、血を沸ふつ騰とうさせて死んでいたであろうという事にも、気付いてはいない。


　可能だったのは、ただ観みる事だけだ。


　少女の目の前で、生きとし生けるものの全すべてが呼吸を断たれ、全身を破裂させ、そして自らの体内を流れる血潮に灼やかれて死んで行く。


　死ぬ。死ぬ。死ぬ。死ぬ。死ぬ。死ぬ……


　みんなみんな、死ぬ。


「あああああああああああっ……！」


　少女は、痙けい攣れんしながら絶ぜつ叫きようした。


　彼女のすぐ目の前に干ひ涸からびた死体があった。全身の傷口から体液の全てを流し尽つくし、蒸発させてしまった屍しかばね。あるはずもない救いを求めて、必死に伸のばしたのか……枯かれ木のようになった細い腕うでは、少女の方へと伸びていた。


「ああっ、あ、あああっ……」


　街は変わらずそこにある。命なき頑がん強きような建物は、真空の中でも滅ほろびる事はない。無数のそれらが織りなす街のたたずまいは、厳然と存在を続けている。


　だが、最も早はやそこに動くものの姿はない。それはもう……完全な廃はい墟きよだった。


「……私の……」


　少女は自分の口を押おさえた。


　我知らずに漏もれた恐おそろしい言葉に、怯おびえたかのように。


「……私の、せいなの……？」


　残ざん酷こくな言葉だ。口に出せば己おのれを傷つけると分かっていた。だがそれでも言葉として紡つむいでしまったのは、誰だれかにそれを否定してほしかったからだろう。いや、中ちゆう途と半はん端ぱな希望を破り捨てる、とどめの言葉でも良かったのかもしれない。


「私のせいじゃ……ないよね……違ちがうよ……ね……？」


　だが……応こたえる声はない。否定の言葉も肯こう定ていの言葉もない。


　少女の周りにはもう誰もいない。いなくなってしまった。


「違う……よね？　違うよ……違うの……誰か……誰でもいいから……」


　少女は譫うわ言ごとのようにつぶやく。


「……誰でも……いいからぁ……違うって言って……言ってよぉ……」


　返るのは無情な静せい寂じやくだけである。


　虚うつろな、けれどわずかに祈いのるかのような真しん摯しさをたたえて、蒼あおい瞳ひとみが滅んだ街を映す。まるでそこに視線を注ぎ続ければ、時間が巻き戻もどるとでもいうように。人々が、見慣れたはずの風景が、そこに帰ってくるとでもいうように。


　だが、奇き跡せきは起きない。起きなかった。


「……誰か……」


　街はただ廃はい墟きよとしてそこに在あり、屍しかばねはただ物体として転がっていた。太陽が地平の彼方かなたに消え、空が夜の漆しつ黒こくに染まる。時だけが無む為いに過ぎる。奇跡はやはり起きそうにない。


　しかしそれでも……少女は廃墟を見つめ続けた。


　ただ見つめる以外、彼女に出来る事など、何もなかったから。








「……エルフィティーネ」


　名前を呼ばれてエルフィティーネは我に返った。


　幻まぼろしに耽たん溺できしていた五感を強ごう引いんに引き戻し、はっきりと今の自分を意識する。中ちゆう途と半はん端ぱな『現在』への復帰は、むしろ意識の混こん濁だくを招く事さえあった。


　時折……彼女は幻げん覚かくに悩なやまされる事がある。


　昔からの事だ。幼い子供の知ち恵えなどたかがしれてはいたが、それが『過去』あるいは『未来』の情景であると彼女が理解するまでに、さして時間は必要なかった。


　現在という時間の拘こう束そくから逃のがれ、異なる時間の出来事を知覚する能力。


　いや。それを能力と呼ぶには語ご弊へいがあるかもしれない。それを彼女が自由に使えるわけではないのだ。ほとんど発ほつ作さのようなものである。結果として観みる迫はく真しんの情景が、過去、未来、いずれに属するかは、彼女自身にも判断が付かない事が多い。今のように、自分の記き憶おくに合がつ致ちする何かがあれば、それが過去であると判断できるのだが。


　彼女はただ観るだけだ。


　自ら観る光景を選ぶ事はできない。しばしば幻想は、望まぬ不幸を描えがき出すが、彼女自身にはその悪夢を否定する力もない。意識を引き戻もどして、そこから逃にげ出すだけだ。


「う……」


　遠ざかる追つい憶おくの音と光。


　今、彼女を包んでいるのは、淡あわい闇やみだ。


　広大な空間に満たされた暗黒の中に彼女はいる。それが若じやつ干かん薄うすれているのは、無数に設けられた燭しよく台だいの炎ほのおが、ささやかな抵てい抗こうを試みているからである。


　ここは外光の一いつ切さい及およばない岩がん盤ばんの奥おく底そこ……岩の広場に横たわる闇は深く、重い。


　全すべてを明るみにさらけ出すには、蠟ろう燭そくの灯火はあまりに弱く、そして少なかった。


　だがエルフィティーネに不安はない。


　眼めの前が見えていればいい。


　自分の側そばにたたずむ彼の、背中さえ見えていれば。


　この瞳ひとみに、彼の背中が映っていれば、何も恐おそれる必要はない。たとえ真の暗闇に包まれようと、たとえ世界が闇に閉ざされようと。


　決して彼は大おお柄がらではない。むしろ他の男達たちに比べれば小柄と言ってもいいだろう。だがエルフィティーネにとって、その背中は、何な故ぜかとても広く見えるのだった。


　あるいはそれは、彼に拾われた時の記憶が見せる、錯さつ覚かくであったかもしれない。


　空腹と脱だつ水すい症しよう状じようで朦もう朧ろうとする意識。その中で、自分を負ぶさって歩く彼の背中だけを感じていた。広く暖かい背中の感かん触しよくが、とても心ここ地ちよかったのを、覚えている。


　エルフィティーネは思う。


　あの時からきっと、私はこの人の背中を見つめ続けてきたのだ。


　この人の背中だけを見つめて、生きてきたのだ。


　安あん堵ど。意味。目的。喜き悦えつ。


　何もかもが……エルフィティーネが生きるために必要なものの全てが、そこにはあった。それで充分だった。他ほかには何も要いらない。それだけで彼女の世界は完結していた。


「……エルフィティーネ」


　確かく認にんするようにもう一度名を呼びながら、彼が振ふり返る。


　そこに、本来の意味での『顔』はなかった。


　……仮面。


　本来の顔を覆おおい隠かくすのは、黒く艶つややかな作り物の顔であった。


　出会った時から変わらない顔。それは作り物故ゆえに老いを知らず、感情に歪ゆがむ事もない。


　その単調な造りは、観みる者によってはひどく滑こつ稽けいな代しろ物ものに映るかもしれない。造形と呼べるものは、視線と声を外に出すために穿うがたれた三つの細長い穴……眼めと口のみ。他には何の装そう飾しよくもない。極きよく端たんに抽ちゆう象しよう化かした髑どく髏ろのようにも見える。


　だが、初めて見たときから、一度としてエルフィティーネはその仮面に、不気味さやおぞましさを感じたことはない。そのつるりとした奇き妙みような顔を見つめていると、不思議と心が落ち着く事さえある。


　いや、それは面そのものではなく、その眼がん窩かの奥おくに見える瞳ひとみのせいかもしれない。


　無造作に彫ほられた孔あなの奥で光る翡ひ翠すい色いろの瞳は、宝玉のように美しく、柔にゆう和わだ。そして仮面を隔へだててもはっきりと伝わってくる優やさしさに、エルフィティーネはいつも震ふるえるような喜びを感じるのだった。


「……やってくれるかね？」


　歳としに似合わぬ古風な物言いが問う。


　いや。エルフィティーネは彼の年ねん齢れいを知らない。実のところ、素す顔がおは無論、彼については、ほとんど何も知らない。知っているのはその背中の広さと……そしてその、優しさだけ。だがエルフィティーネにとっては、それだけで充分だった。


「エルフィティーネ……やってくれるかね？」


　根気よく尋たずねてくる彼から、彼女は視線を逸そらした。


　否定の言葉が出ない。どうしても出なかった。


　器うつわじゃない……とは思う。自分に彼の言うような大役が務まるとは到とう底てい思えない。彼のように意志が強いわけでもないし、優しいわけでもない。頭がいいわけでもない。彼の器量とは、比べるのさえ馬ば鹿か馬鹿しい。


「あの……私……私は……」


　だが……言えない。拒きよ絶ぜつできない。


　彼の期待にそえない事は、エルフィティーネにとって、恐きよう怖ふだった。自分には彼しかいない。彼の役に立てないという事は、生きている意味さえもない、という事なのだ。


　エルフィティーネの逡しゆん巡じゆんをどう理解したのか……仮面は小さく頷うなずいた。


「確かに、皆みなを騙だます事にはなる。だが効果はその罪を補って余りあるだろう」


　一いつ瞬しゆんだが彼の声が苦く悩のうに揺ゆれるのを、エルフィティーネは敏びん感かんに感じ取っていた。


　噓うそをつく。罪を犯おかす。


　決して誉ほめられた事ではない。それは汚けがれるという事だ。だが、それは必要な事でもある。ただ綺き麗れいで高いところから語られる美び辞じ麗れい句くには何の意味もない。清潔なだけの聖者の口から紡つむがれる言葉には、一片の真実もない。憎ぞう悪おと絶望の暗くら闇やみを越こえてなお、生きて行くという事は……そんな人々を導くという事は、決して綺麗事などではないのだから。


　だから彼は噓をつく。


　人々を救うために、導くために優やさしい噓をつく。苦しくて、哀かなしくて、しかしそれでも噓をつく。そして独ひとり罪の泥どろにまみれる。表情を示さぬ仮面の、その裏で。


　しかし……彼の堕おちる泥どろ沼ぬまならば、自分も共にこの身を投げ込みたい。


　エルフィティーネは痛切にそう思った。


「大だい丈じよう夫ぶ、君は魅み力りよく的だよ」


　仮面の奥おくで、彼が微笑ほほえんだように思えた。


「私は……」


　言葉が途と切ぎれる。代わりにエルフィティーネは深く息を吸った。


　彼の言葉は絶対だ。彼がそう言うのなら間ま違ちがいはない。世界中の人間が違うと言っても、彼がそうだと言うなら、本当だ。彼こそが、揺るがない唯ゆい一いつ無む二にの真実。


　……何度も頭の中で、自分にそう言い聞かせていると、何となく自信がわいてくるのを、エルフィティーネは経験的に知っていた。


（……そう。私は魅力的）


「大丈夫だ。できるよ」


（……そう。私はできる）


　繰くり返す自らへの呪じゆ文もん。それは彼女が自らの心に被かぶせる仮面であった。


　ふと……彼の口調が変わる。


「エルフィティーネ……やってくれるかい？」


　親しい友人に些さ細さいな物事を頼たのむかのように。


　それが、最後の、ささやかな躊ちゆう躇ちよに引き留められていた彼女の背中を、後あと押おしした。


　……やってくれるかい？


　その言葉を脳のう裏りで反はん芻すうし、もう一度、深く息を吸ってから……彼女は言った。


「……はい」


　短くも明確な承しよう諾だく。


　けれど、それでも……応じる自分の声が、なおも躊躇ためらいがちに震ふるえていたことを、彼女は密ひそやかに恥はじた。




　第一章　異教検察官







　眼めを凝こらしても対岸は見えなかった。


　見えるのは小さく波打つ水面ばかり。見通しは最悪だ。晴れていても距きよ離りという壁かべが対岸への視線の到とう達たつを阻はばむというのに、今は白く淡あわい幕が、視界を著いちじるしく狭せばめている。


　元より、霧きりや霞かすみの出やすい土地である事は周知の事実だが……向こう岸の影かげも見えないとなると、それはやはり、渡わたろうとする者達たちの不安をあおる。初めての経験であれば、なおさらの事だ。


　もっとも……その少女はさして気にしていない様子ではあったが。


「へえ……海っていうのも、こんな感じなのかな？」


　きちっと結ゆい上げた黄こ金がね色いろの髪かみがよく目立つ。ラインヴァン王国では王おう侯こう貴族によく見られる髪の色である。


　最近は、貴族かぶれの庶しよ民みんが、よく髪の色を金に染めるのが流行しているが、この少女の髪は本物だろう。その鮮あざやかな色には、緩ゆるやかながらも濃のう淡たんがついている。染せん料りようを使った偽にせ物ものと違ちがい、生来の金きん髪ぱつというものは、陽ひに焼けるのだ。それを嫌きらってわざわざ染め直す貴族もいるというが……やや癖くせのはいった少女の髪は、その色調の変化故ゆえにこそ、鮮やかさが際きわだっていた。


　年ねん齢れいは恐おそらく十代半ばだろう。


　その好こう奇き心しんに輝かがやく表情は、歳とし相応……いや、それ以上に可か憐れんで愛らしいが、それだけの少女ではないようだ。その小こ柄がらな身体からだに、麻あさ色いろと朱しゆ色いろの旅装しよう束ぞくが馴な染じんでいるせいか、それとも、やや吊つり上がり気味の蒼あおい瞳ひとみのせいなのか……その少女にはどこか、野の良ら猫ねこを連想させる、したたかさが感じられる。


「海は香かおりが違うって話だけれど」


　と……少女の傍かたわらで言うのは、二は十た歳ちほどの娘むすめである。


　腰こしにまで届く黒髪に、やはりぞろりと長い黒の外がい套とうと、一見すれば陰いん鬱うつに見えかねない格かつ好こうなのだが、不思議とこの娘には、妙みようにほんわかとした雰ふん囲い気きがある。


　同じ猫でもこちらは満腹して日ひ溜だまりに寝ねこける飼かい猫……といった風ふ情ぜいだ。ただ見ているだけで、こちらまで意味もなく幸福感に浸しん食しよくされそうな娘であった。


「香り？」


「河の水と海の水じゃ、匂においが違うっていう話を昔、父さんから聞いた事があるけれど」


「確か塩水と真水でしょ？　匂いなんか違わないと思うけどなあ」


「私もそうは思ったのだけれど」


　首を傾かしげる金髪少女と並び、まるで相そう似じ形けいのように同じ仕草で首を傾げる黒くろ髪かみの娘。


「まあ、要するに海と河じゃ、流れてる水が違うって事かな。あ、でも河って海につながってるんだよね？」


「そうらしいわね」


「じゃあ、混ざったりしないのかな。海の塩味が薄うすれたりとか」


「さあ？　不思議ねえ……」


　海育ちの人間が聞いたら頭を抱かかえるか、あるいは腹を抱えて爆ばく笑しようするような会話を、平然としながら、少女と娘は眼前のそれを眺ながめていた。


　向こう岸さえ見えないような、巨きよ大だいな……河を。








　モスバーグ河。


　ラインヴァン王国の西に位置する大河であり、事実上王国の内辺境と外辺境を区別する境界線である。


　ダストヴィン大陸五大河か川せんの一つとして有名なこの河を見て、海や巨大湖と錯さつ覚かくする人間は少なくない。流れは緩ゆるやかなものの、馬や牛を使った動力船などでも、渡わたるのに丸一日、櫓ろや櫂かいを使った小型の人力船であれば、三日はかかる。


　とはいえ、それでも必要とあれば先に進もうとするのが人間である。


　この河を渡れば、大おお幅はばに交易が進む。細くても流れの急な上流や、何度も渡らねばならない支流を越こえて行くよりも、水の流れが極きわめて緩かん慢まんなこの本流を渡る方が、楽なのだ。あくまで比ひ較かく的に、という意味にすぎないが。


　とにかく……そうして渡し船の船着き場が数多く造られ、その周囲に船の発着を待つ人人が集まり、いつかはそこに河の名前を冠かんした街ができあがっていた。


　それがウエスト・モスバーグとイースト・モスバーグ……河を挟はさんで東西に置かれた、交易の街であった。








　イースト・モスバーグの第四埠ふ頭とう。


　ここは主に旅客用の船を扱あつかう船着き場である。旅客用といっても種類は様々で、小は数人乗りの小こ舟ぶねから、大は王都参拝の貴族などを乗せる大型船まで、船の見本市のような様相を呈ていしている。


　その一角……乗船待合所の脇わきに、一台の黒い馬車が停とまっていた。


　小型の旅装馬車である。辺境ではさして珍めずらしい代しろ物ものではない。


　だが、注意深い者が見れば、その馬車に何か違い和わ感かんを感じるかもしれない。さらに注意深い者は、その黒い車体のあちこちに、単なる旅装馬車には不似合いな装備……軍用馬車のそれに準じゆん拠きよするもの……が与あたえられている事に気づくだろう。


「シャノン兄……遅おそいね」


　防火塗と料りようを塗ぬった客室部にもたれかかりながら、金きん髪ぱつの少女が言った。


　少女の名前はパシフィカ……パシフィカ・カスールという。


　年ねん齢れいは十五。カスール家の次女にして末っ子。家族は兄が一人に姉が一人。性格は明めい朗ろう闊かつ達たつにしてやや強ごう引いん。好物は卵料理。趣しゆ味みは兄に絡からむこと……云うん々ぬん。


　ただ一点を除いては、いちいち列れつ挙きよするのも馬ば鹿か馬鹿しいほどの、ごく平へい凡ぼんな少女に過ぎない。もっとも彼女やその兄きよう姉だいにとっては……そして、その他大勢の人々にとっては、その一点こそが大問題なのだが。


「増水期は船便が少なくなって、運賃相場も高くなるから、交こう渉しようが大変、という話は聞いた事があるけれど」


　馬車の前で飼かい葉を馬達に与えながら、黒くろ髪かみの娘むすめ……ラクウェルが応じた。


「高いのは、この馬車ごと載のせるからでしょ」


　人間三人に加えて、馬車一台に馬四頭、となると運賃は高くて当たり前である。実のところ、馬を売って、向こう岸の街で新しい馬を調達するという案もあったのだが……これは、ラクウェルが反対して、没ぼつとなった。


　馬を交通手段と割り切る人間も多いのだが、共に旅して一年余り、この四頭に、彼女なりの愛着がわいてしまっているらしい。


「せっかく、今までがんばってくれたのに……」と涙なみだ目めで言われると、パシフィカも彼女の兄、シャノンもさすがに無む理り強じいは出来ず、代わりに多少の無理を財さい布ふに強いて、馬車丸ごとを船に載せる事になったのだが……


「まあ……新しい馬を買う時に必要な差額を考えたら、あんまり変わらないだろうけどさ……あ、やっと帰ってきた」


　パシフィカの視線を追って振ふり返るラクウェル。


　彼女らの、蒼あおと黒の瞳ひとみがそれぞれ映すのは、一人の青年であった。モスバーグ河か川せん船せん舶ぱく組合の事務所を背にして、彼女らの方へとまっすぐ歩いてくる。


　女のように長い黒髪を、白い細布で適当に縛しばって束ね、黒い外がい套とうに身を包んでいる。それほど珍めずらしい旅装しよう束ぞくではないが、腰こしに揺ゆれる刃は物もの……太た刀ちと呼ばれる、片刃の剣けんは、どことなく異国風の趣おもむきがある。


　年の頃ころは二は十た歳ちほど。だが、妙みように物もの憂うげな眼まな差ざしのせいか、若さ故ゆえの覇は気きはあまり感じられない。代わりに、どこか物事を、中ちゆう途と半はん端ぱに悟さとったような……あるいは斜ななめから見るかのような、奇き妙みような落ち着きが見える。


　シャノン・カスール。


　それが彼の名前だ。ラクウェルの双ふた子ごの弟であり、パシフィカの五つ違ちがいの兄。そして……ある種の者達からは、皮肉な意味を込めて、〈守護者〉と呼ばれている。


「遅おそいよ、シャノン兄！」


「文句があるなら自分で行け。こういう面めん倒どうくさい事は、すぐに俺おれに押おしつけやがって」


　不満げなパシフィカの声に、シャノンはうんざりした様子で応じる。


「だってお財布握にぎってるのシャノン兄だもん」


「握りたくて握ってんじゃない」


　シャノンは懐ふところに収められた財さい布ふの軽さを情けなく感じつつ、そう言った。


　彼自身が別に金勘かん定じように長たけているというわけではないのだが、金銭感覚という意味では、妹は無論、双子の姉も信用できない。パシフィカは妙に無む駄だ遣づかいが好きだし、ラクウェルは余計な知識はあふれんばかりに持っているくせに、常識というものの一部が、ごっそりと欠落していたりする。共に相場というものを考えず、衝しよう動どう的に買い物をしたりする点は同じだ。小遣い銭程度はともかく、到とう底てい、財布を丸ごと預けておく気にはなれない。


　もっとも、女達に言わせるとシャノンはシャノンで貧びん乏ぼう性しようという事になるらしいが。


「お陰かげで、つまらん金銭計算ばっかり早くなる」


「いいじゃん。やりくり上手のいいお嫁よめさんになれるよ？」


「ならん」


「シャノン兄、料理も洗せん濯たくも、そこそこできるし。これでやりくり上手になれば、いつお嫁に出しても恥はずかしくないわね！」


　何のつもりか、ぐ……と拳こぶしを握って力説するパシフィカ。


「ならんっつーに」


「でもすぐ面倒くさがってさぼるから、お姑しゆうとさんにいびられたりして」


　姑にいじめられて、よよ……と泣き崩くずれるシャノンでも想像しているのか、妙みように楽しそうなパシフィカに、シャノンは冷ややかな口調で言った。


「……嫁としての資質が俺に揃そろっている事と、おまえにそれらが全部欠けている事と、果たして、どっちが問題だろうな？」


「いいもーん。お嫁なんかいかないもーん」


「言葉は正しく使え。『いかない』んではなくて『いけない』だろうが」


　そう言ってから……ふとシャノンは眉まゆをひそめて双ふた子ごの姉を振ふり向いた。


　彼女の表情が笑ったように緩ゆるんでいるのはいつもの事だが、生まれたときからのつきあいであるシャノンは、そのちょっとした変化も見分けがつく。


「……何だよ？」


「そういう事を言ってても、いざパシフィカがお嫁に行くとなったら、猛もう反対しそうよね、シャノンは……『俺の認みとめた奴やつでなければ、妹はやらん！』とか言って」


「……そりゃそうだろ。中ちゆう途と半はん端ぱな人間に、この性しよう悪わる猫ねこ王女を押おしつけたら、えらい事になるぞ。やはり飼かい主としては、次の飼い主を選ぶ責任というものがだな……」


　苦く笑しようを浮うかべてシャノンは言う。


「誰だれが性悪猫よっ！」


　ぶんぶんと両手を振り回して挑いどみかかるパシフィカと、その頭を左腕うで一本で押さえ込むシャノンを交こう互ごに眺ながめ……ラクウェルはわずかに笑えみを深めた。
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「はいはい。そういう事にしておきましょ。それよりも、船は見つかった？」


「いや……どうも増水期は天気が不安定だとかで、皆みな、船を出したがらないんだよな」


「予約で一いつ杯ぱいなの？」


「いや、乗れない事はないみたいだが、この船便の少ない時期に、馬車込みとなると、相当な割増料金をとられる。さて、どうするか、だ。河を渡わたらずに済ますって手もあるが」


「河を渡った方が、いいんでしょう？」


「モスバーグ河の向こうは、外辺境だ。王国の治安組織も少なくなるからな……無論、そんだけ、ややこしい連中がうろうろしてる土地でもあるわけだが」


　モスバーグ河を越こえると、いわゆる田舎いなかの度合いは一気に跳はね上がる。ラインヴァン王国の一部であるのは事実だが……これらの土地の多くは、元々土着の領主が便べん宜ぎ上じようラインヴァンの傘さん下かに入り、爵しやく位いを国王から賜たまわる、という形で王国領の一部に組み込まれているのだ。このため、領主の自治権限が強く、王国の治安監かん督とく権も、あまり強力に作用しない。


　同時にそれが原因で、統治権の曖あい昧まいな領土境界付近では、無法者が数多く横行するという事態に陥おちいっているのだが。


「どっちが怖こわいか、ね」


「夜や盗とうや山さん賊ぞくの方が、面めん倒どうくさくなくていい」


　シャノンは素っ気なく言った。


「まあ、何日かここで待ってみるか。見込みがなさそうなら、あきらめるって事で」


「うわお！」


　それを聞いた途と端たんに、パシフィカは手を停とめ、眼を輝かがやかせる。


「じゃあ、今日はどっかに泊とまれるよね？　保存食とかじゃない、できたてのごはん食べて、屋根のある部屋の、ちゃんとしたベッドで、寝ねれるんだよね？　ね？」


「……おお、我わが姫ひめよ。貴女あなた様は我等の財政状態を御ご存ぞん知じであられますか？」


　涎よだれをたらさんばかりの様子でそう問いかけてくる妹に、シャノンは物もの憂うげな口調で、言った。ついでに言うと、『姫』の一語には、たっぷりと皮肉の響ひびきが載のっている。


「あー、聞きたくない聞きたくない」


　わざとらしく両手で耳を覆おおってパシフィカは身をよじる。


「……聞けよ、脳のう味み噌そ半分王女」


「誰が半分よっ！」


「半分も使ってないだろ、おまえの場合」


「シャノン兄なんて三分の一も使ってないくせに。頭ず蓋がい骨こつ開いたら、残りの部分には『面倒くさい』って彫ほった粘ねん土どの塊かたまりが詰つまってんのよ、きっと」


「んなわけあるかい。とにかくな、俺達は金がないんだよ。ただでさえ安定した収入がないんだから、しめるところはしめとかないと、野の垂たれ死じぬ事になるぞ」
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　パシフィカが不満げな様子でうなる。


　実際、金銭にあまり余よ裕ゆうがないのは彼女も知っている。別に、明日食べるパンの代金を心配せねばならないような状態ではないが、臨時の出費はいつ必要になるか分からない。特に馬車や武器などが壊こわれたら、修理費を惜おしむわけにはいかないのだ。何かと危険の多い辺境では、それが命の値段になる場合もある。


「ま、そうは言っても、野宿続きだったのも確かだしな」


　実を言えばシャノンも、疲ひ労ろうが溜たまっている。ラクウェルも同じだろう。安い宿が空いていれば一泊ぱくくらいは良かろう……などとシャノンが譲じよう歩ほ案あんを考えた、その時の事。


「……あの」


　かけられたのは、どこかぼんやりした声だった。


　シャノン達が振ふり返ると、そこには一人の少女が籐とう編みのカゴを片手に立っていた。


　丁ちよう度ど、パシフィカと同じかやや下か……そのような年とし頃ごろであろう。茶色の髪かみを短めに整えているせいか、それとも身にまとう灰色の衣い装しようのせいか、全体的に地味な印象の容姿である。服の裾すそや袖そで口ぐちからのぞく四し肢しは見るからに脆もろそうで、細身、というよりも瘦やせすぎといった感があった。


「薬……いりませんか」


　喜き怒ど哀あい楽らくの読めない、曖あい昧まいな表情で少女が言う。無表情というより、明確な表情が定まる前に、中ちゆう途と半はん端ぱな状態で固まってしまっているような顔だった。


「……薬？」


　反射的に尋たずね返すシャノンを客と決めたのか、少女は表情に乏とぼしい視線を彼に据すえて、カゴからいくつかの包みを取り出した。


「はい。傷薬、胃腸薬、滋じ養よう強きよう壮そう剤ざい、消毒薬、麻ま酔すい薬……一通りあります。いずれも効果は抜ばつ群ぐん、値段はお手頃。旅の方には、いくらあっても困るものではないと思います」


　そう言って売り込めと誰かに教えられたのか……ほとんど三流役者の棒読みのような売り口上を言う少女に、シャノンは困こん惑わくした表情を向けた。


「いや、悪いが充分持ってるから……」


　以前に滞たい在ざいしていたタウルスの街で餞せん別べつとしてもらった分もあるし、簡単な薬の類たぐいは、ラクウェルが調合できる。何種類かの薬草の見分け方程度なら、シャノンやパシフィカも亡なき父・ユーマに教わって知っている。


　大たい概がいの場合、薬は材料から作れば相場の十分の一にもならない。これはラインヴァン王国政府が、調剤師を登録制で管理しており、その品質保証と引き替かえに課税と市価統制を行っているためである。


　もっとも、登録制度はそう古いものではなく、違い法ほう覚かく悟ごで売りさばかれる昔ながらの無む認にん可か薬剤も、合法品の半額程度で庶しよ民みんの間には大量に出回っている。恐おそらく少女の売り物も、この類だろう。


「では……こちらはいかがでしょうか」


　そう言って少女が取り出したのは、先ほどの包みとは異なり、何やらどぎつい紅べに色いろの包みである。薬の包装というには、あまりに派手な代しろ物ものだが……


「夜のお供に最適」


「……は？」


「媚び薬やくです」


「びっ……」


　思わず声を上げたのはパシフィカである。


「意中の人の食事に混ぜるもよし、二人で飲んで激しい夜を過ごすのもよし。どんなにお堅かたい乙おと女めでも、これさえ飲めば娼しよう婦ふさながらの淫みだらな……」


「……っておい、意味分かって言ってるか？」


　思わずパシフィカも顔を赤らめる媚薬の宣伝文句を、変わらぬ棒読み口調で喋しやべる少女の姿には……さすがのシャノンも、ちょっとばかり怖こわいものがあった。


「……お気に召めしませんか」


「召す召さないとかゆー問題じゃなくてな。とにかく、薬の類は間に合ってるよ。悪いけど、他ほかをあたってくれ」


　嚙かんで含ふくめるようにシャノンが言うと、一いつ瞬しゆん、少女は不思議そうに瞬まばたきし……シャノンの言葉を疑っているというよりも、まるで会話が理解できていないかのような、そんな雰ふん囲い気きがあった……それでもようやくあきらめたのか、少女は包みをカゴに戻もどす。


　引ひき際ぎわがいいと言うよりも、むしろ最初から商売への熱意や執しゆう念ねんというものが欠落しているだけのようであったが。


「……あんなもの、本当に売ってるのね」


　あっさりと身を翻ひるがえし、そのまますたすたと歩み去って行く少女の背中を見送りながら、パシフィカが変に感心した様子で言う。


「媚薬の事？　偽にせ物ものよ」


「そ……そうなの？」


　あっさりと言うラクウェルにパシフィカが困こん惑わく気味に目を瞬しばたたかせる。


「人間の情動に大おお雑ざつ把ぱな影えい響きようを与あたえる薬物は色々あるけれど、性せい衝しよう動どうというのはかなり複雑なものだから、そんなに都合良く制せい御ぎよできないわよ。媚び薬やくとして売られているものの大半は、興こう奮ふん剤ざいとか幻げん覚かく剤ざいとか……言ってみれば麻ま薬やくの類たぐい。それも程度は様々ね。辺境では取り締しまりも厳しくないから、結構、公然と売られているとは聞いていたけれど」


　どこから仕入れた知識なのか……際きわどい内容を語るラクウェルの口調は、まるで世間話のそれのように、深刻さがない。


「高く売れるから、村ぐるみで麻薬を製造している……なんてところもあるんだとか。父さんも昔、そういう村の一つを制圧する作戦に参加したことがあるって言ってたけど」


　実のところ……合法非合法の点はともかく、辺境では麻薬はそれほど禁きん忌きとしての扱あつかいを受けていない。使い方によっては強心剤や麻ま酔すい薬にもなるし、地方によっては祭りなどを盛り上げるのに使う。むしろ使用する際の目的意識がはっきりしているので、王都や大都市に比べれば、依い存ぞん症しようや中毒になる人間は少ないくらいだ。


　もっとも、マウゼル教がいうところの『邪じや教きよう』が儀ぎ式しきに麻薬を使うことも多く、下手な使い方をすれば一度で精神障害を引き起こす可能性も高いのは、歴然たる事実だ。ラインヴァン王国法がそれらを厳重に管理しているのは、このためである。


「しかし危ないぞ、ああいうのは」


　今度は、待合所の付近でたむろしている連中に、何やら話しかけている少女の姿をちらりと見て、シャノンは言った。


「売り子があの調子で、モノが禁制品だけに、もめ事になりやすい……」


　その言葉が終わらない内に……


「あっ……」


　少女の短い叫さけびがシャノン達の耳に届いた。


　見れば、若者が二人、少女の前に立っている。歳としは二は十た歳ち前後……シャノンと大差あるまい。身に帯びている衣い装しようは白く清潔そうで、また顔立ちもそこそこに整ってはいる。野や卑ひさが臭におってくるような言動さえなければ、多少の品も感じられたかもしれない。


「へっ……」


　若者達はにやにやと笑っている。


　共に顔が赤いところを見ると、少なからず酒が入っているようだ。


　少女は地面に座すわり込みながら、やはりどことなくぼんやりした表情で若者達を見上げていた。突つき飛ばされた拍ひよう子しに落としたのか、カゴの中身が路上に散らばっている。


「……早さつ速そく、もめ事になってるな」


　シャノンは周囲を見回して言った。


　まばらに人の姿はあるのだが、少女に注意を払はらう者はいない。気づいていないのか、気づいても無関係を決め込んでいるのか……


「困るんだよなあ、お嬢じようちゃんよ。誰に断ってこれ、売ってんだ？」


「真ま面じ目めに働いてる俺達が迷めい惑わくするんだよ、こんな怪あやしげなモンばらまかれたらな」


　などと言いながら、地面に散らばった薬包の一つを、靴くつの踵かかとで踏ふみにじる。


　どうやら同じ密みつ造ぞう薬やく業者らしい。大衆に容よう認にんされてはいても、違い法ほう品は違法品である。密造業者同士の利害がぶつかる場合、その解決が穏おん便びんな手段で行われる事は、まずない。


「怪しくないです。きちんと処方してます。効果は抜ばつ群ぐんです」


　少女は、やはりぼんやりした表情でそう言った。その態度は余よ裕ゆうというよりも、むしろ恐きよう怖ふを恐怖と理解できていないような、愚ぐ鈍どんさが感じられる。


「じゃあ、まず、てめえで試ためしてやろうじゃねえか」


　若者が紅あかい包みの一つを拾って少女に歩み寄る。服の胸むな元もとから見える白い肌はだに、淫いん虐ぎやく心しんでもそそられたのか、もう一人も下品な笑えみを浮うかべて少女の服に手をかける。


「あっちへ行こうぜ、お嬢ちゃん。やっぱ商品買ってもらいたかったら、ちゃんと詳くわしい説明と品質保証をしねえとなあ。へへっ」


　不ふ穏おんな台詞せりふだが、それでも周囲の人々は関心を払わない……というより、無視を決め込んでいるようだ。


「シャノン兄……」


「だあああ、面めん倒どうくさいな、もう……」


　乞こうような、促うながすような、微び妙みようなパシフィカの声に顔をしかめ……しかしさすがに彼自身、傍ぼう観かん者しやに徹てつする事もできなくなったらしく、シャノンはがりがりと片手で頭を搔かきながら歩き出した。


「余計なもめ事に首を突つっ込むと、ろくな事にはならないんだよな……」


　とは言いつつも、一度歩き出すとその歩調に躊躇ためらいはない。少女の服をつかんで乱暴に立たせようとしている若者達のところへ、大おお股またに歩いていき……


「……何をしてんだよ、てめえらは」


　だがそう言ったのは、シャノンではなかった。


　同時に、若者の身体からだが、ひょいと宙に浮く。


「なっ……？」


　当の若者も何が起こったのか、分からなかったのだろう。急に地面の感かん触しよくが失うせた両脚あしを、ばたばたと動かす。そしてようやく気づいたようだ……自分が背後から頭をつかまれ、吊つり下げられている事に。
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「暴力はいかんぜえ、暴力は、よ」


「な……なんだてめえ！」


　しゃべる内容とは裏腹の、いかにも荒あらくれのような声と口調で言うその相手に、もう一人の若者がくってかかった。


　……巨きよ漢かん。


　ふとシャノンの脳のう裏りにそんな言葉が過よぎる。彼もかなりの長身だが、恐おそらくその男は、シャノンよりも頭一つ分は背が高いだろう。体重に至っては倍以上かもしれない。


　太い眉まゆ。四角い顔。厚めの唇くちびる。短めに刈かり込んだ黒くろ髪かみ。何もかもが大おお雑ざつ把ぱな造りの、いかつい顔立ちの中で、灰色の眼めだけが、笑っているかのように細い。


　マウゼル教の、白を基調とした法衣を着ている事からして、神官なのだろうが……どうにも似合っていない。普ふ通つうの人間なら、その風ふう貌ぼうから、まず山さん賊ぞくや夜や盗とうを連想するだろう。


「やっぱ暴力じゃ何も解決しねえぜ。男が女に手を挙あげるのも格かつ好こう悪いしなあ」


「何を澄すました事いってやがる！　はなせ、コラ！　この……」


　若者がわめく。神官は、何な故ぜか嬉うれしそうに笑うと、その太ふと縄なわを束ねたような筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる腕うでに力を込める。若者をぶら下げている無骨な指が、さらに頭ず蓋がい骨こつに食い込んだ。


　みぢり……という異様な音がシャノンにも聞こえたような気がした。


「のぐわあああああああっ？」


「ん？　何だ？　何か言いたいことがあんのか？」


　口をぱくぱくと開閉している若者に、神官が尋たずねる。もっとも若者は単に、気絶寸前で喘あえいでいるだけだろうが。


「て、てめえ、リーグスを離はなせ！」


　もう一人の若者が、懐ふところからナイフを取り出してわめいた。


　明らかに作業用の、小さくて無骨なナイフだが、殺傷能力は必要十分にあるだろう。人間など、刺さす場所によっては針の一本でも殺せる。殺意を持って握にぎれば、他愛ない作業道具でも、その瞬しゆん間かんから凶きよう器きに変わるものだ。


「……しょうがねえ連中だな」


　神官は吊つり下げていたリーグスとかいう名前の若者を放ほうり出し、もう一人に向き直り、一歩、踏ふみ出す。


　ナイフを構えた若者は、表情を引きつらせた。


　本気でナイフを使うつもりはなかったのだろう。だが相手が怯おびえない以上、後には引けない。単純な腕わん力りよくと浅せん薄ぱくな度胸を、勇気や男らしさだと理解して喜んでいるような連中である。彼らにとって、逃にげる、謝あやまるというような発想は、恥はじ以外の何物でもなかった。


「ちいいっ……！」


　若者は破れかぶれでナイフを突つき出した。


　技わざも何もあったものではないが、普ふ通つうの人間には、避さけようのない距きよ離りであり、速度であった。事実、神官は避けようとはしなかった。ただ、その縄なわを何本も寄り合わせたような太い腕うでを、曲げたまま前に出しただけだ。


　ナイフが腕に突き刺さる。だが……


「……で、どうすんだ、おめえ？」


　獣けものそのものの笑えみを浮うかべながら神官が問う。問われた本人はというと、呆ぼう然ぜんと自分の手を眺めていた。


　ナイフを介かいして手に伝わったのは異様な手て応ごたえだった。


　人を刺したのは実は初めてだったのだが、動物の肉をさばいた事は何度かある。間ま違ちがって骨に刃を当てて欠けさせてしまった事もあれば、軟なん骨こつや筋を切りのぞくのに苦労した覚えもある。だが、今、ナイフから伝わる感かん触しよくは、記き憶おくの中のどれとも違っていた。


　まるで地面に突き刺さしたかのようだった。浅く突き刺さりはするのだが、そのままさらに突き込むことも、ましてや刃をこじる事もできない。あまつさえ……


「な、何い……？」


　じり、とナイフが押おし返される。


　異様な感触に若者は思わず手をナイフから離はなした。すると、まるで腕の傷口が、ナイフを拒こばむように……いや、ナイフがこの神官の肉体に潜もぐり込むのを恐おそれるかのように、刃が勝手に抜ぬけ始める。だが、神官は特に動きらしい動きを見せていない。


「わああああっ？」


「恐れ入ったか、このクソボケどもが。こちとら鍛きたえ方が違うんだよ、鍛え方が、よ」


　化け物を見たかのような悲鳴を上げ、後ずさる若者。神官はそのまま傷口から押し戻もどされ、ぽろりと落ちたナイフをもう一方の手で受け止めた。


　ぴぎっ……と、異様な音と共に、あっさりとナイフは折れていた。神官が、両手の指でつまんで、へし折ったのである。


「まだやるか？」


　そう言って凄すごむ神官の表情が……急に消えた。


　旋せん回かいする巨きよ体たい。その体たい軀くに似合わぬ素す早ばやさで彼が振ふり返った先には、いつのまに回り込んだのか、リーグスと呼ばれた方の若者が、手を押さえて顔をしかめていた。


　その足あし下もとには、先にへし折られたのと同様の、小さなナイフが落ちている。


　そして……それを叩き落としたらしい、小石も。


「……余計なお世話だったか？」


　シャノンは、念のため、予備に拾い上げていた小石を捨てながら、言った。


「微び妙みようなとこだな」


　にか……と笑って神官が言う。


　原始的で獰どう猛もうな、獣けものの笑えみ。だがそれだけに邪じや気きもない。


「直接ぶちのめす楽しみが減った」


「あんた、神官だろうが」


　呆あきれた口調で言うものの、シャノンの眼めは敵を見み据すえる時の鋭するどさを秘ひめていた。


　単純に鍛えても、筋肉の厚さだけではナイフの刃を押おさえ込んだり、押し戻したりする事は出来まい。シャノンは、亡なき父から、呼吸法と自己暗示により、筋肉を鎧よろいと化すような特殊な技わざがあるという話を聞いた事があった。極きわめれば素す手でで剣けんを受け止め、至近距きよ離りからの弓矢の一いち撃げきさえ、表皮一枚で押さえ込むのだという。


「名前、聞いてもいいかい？」


「悪いが、名乗りあげるほど、大層な名前じゃないんだよ」


　肩かたをすくめてシャノンは言った。どこで誰が聞いているか分からない。下手に名乗っても、面めん倒どう事ごとが増えるだけだ。特にマウゼル教の神官が相手では。


「ふむ。そうかい、残念」


　そうつぶやくと、神官はシャノンに興味を失った様子で、へたり込んでいた薬売りの少女に手を伸のばした。手を貸すのではなく、そのままひょいと猫ねこの子をつまみ上げるように少女の身体からだを引っ張り上げて立たせてやる。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　などと問う彼の笑え顔がおは、顔の造ぞう作さくに相応ふさわしく大おお雑ざつ把ぱだが……優やさしい。


　だが……


「マウゼル教の、神官……」


　つぶやく少女の声には……微かすかだが怯おびえるような響ひびきがあった。


「んー？　別に珍めずらしいモンでもなかろうがよ」


　神官はそう言ったが、少女の瞳ひとみは珍しいものを見る時のそれではなかった。


　とろんとして明確な感情を示していなかった少女の表情が、ゆっくりとある種の形相を形作って行く。複雑なその表情が象しよう徴ちようするのは、恐きよう怖ふと憤ふん怒ぬ……いや、憎にくしみだろうか。


「……どうした？　どこか打ったか？」


　少女の顔をのぞき込む神官。


　彼は……少女の瞳どう孔こうが、発ほつ作さを起こしたかのように、きゅっと収しゆう縮しゆくするのを見た。


「さ……さわらないでっ……！」


　悲鳴じみた拒きよ絶ぜつの叫さけび。


　神官は眼めを瞬しばたたかせて、再度伸ばしかけた手を止める。


「おい？」


　次の瞬しゆん間かん、少女は我に返り、手早く路上に散らばった薬の包みを拾い集めて立ち上がる。


　その慌あわてたような仕草に、神官が眉まゆをひそめるが……少女は彼の反応など一いつ顧こだにせず、身に付いた埃ほこりを払はらう間も惜おしむようにして、その場から立ち去っていった。


　結局、感謝の言葉は、一言もない。


「……なんだ、ありゃ？」


　神官は首を傾かしげて言うが、シャノンにも分かるはずがない。


「ま、いいか……さて」


　意外と度量は大きいのか、特に気分を害した様子もないようだ。小走りに去って行く少女の後ろ姿から、神官は側そばに呆ぼう然ぜんと座すわり込んでいる二人の若者に視線を移した。


「わああああああっ？」


　わめく若者二人をひょいと両脇わきに抱かかえ込み、神官はにやりと笑った。


「てめーらはきちっと根こん性じよう叩たたき直してやろうなあ、うひひひひ」


　などと不気味に笑うその様子は、聖職者というより、ほとんど悪あく魔まである。


「ここここ殺さないでくれよう……！」


　哀あい願がん口調で言う若者達。虚きよ勢せいを張ってどうにかなるような相手ではないと、気づいたのだろう。だがそんな彼等の怯おびえた様子に、神官はむっとした様子で応じた。


「人聞きの悪いことを言うな。瘦やせても枯かれても天なるマウゼルに仕える身、無益な殺せつ生しようなんざ、しねえよ」


「じゃ、じゃあ……」


「身ぐるみはいで、縛しばり上げて、そのまま河に放ほうり込むだけだ」


「やっぱり殺されるうううっ！」


「うるせえな。死にゃしねえよ」


「いくらなんでも、死ぬと思うが……」


　思わず口を挟はさむシャノン。


「ちっ、根性のねえやつらだな。じゃあ、しょうがねえ。河に放り込むのはなしだ。身ぐるみはいで、素すっ裸ぱだかにして、そこら辺に転がしとこう」


「それもいやだあああああああっ！」


「何な故ぜ、身ぐるみはぎたがる……？」


　シャノンの問いに、神官は胸を張って、さも当然といわんばかりに答えた。


「んなもん、授業料だ、授業料。人生の授業料。ついでに治ち療りよう費ひも払はらってもらうぜ」


　ちなみに彼の腕うでの傷はもう血さえ流していない。分厚い筋肉で傷口がふさがれているのだろう。もっとも、唾つばでもつけておけば一発完治しそうな雰ふん囲い気きが、この神官にはあるが。


「とゆー訳で、神の名において徴ちよう発はつ、もとい、お布ふ施せだ！　ほれほれ、懐ふところのもん出しな。おお、結構持ってるな、おめえ」


「ああ、それは今月のあがり……」


「安心しろ。おまえの金はちゃんと俺が飲み食いに費やしてやる。お、てめえも結構持ってるな。うひひひひ」


「ど、泥どろ棒ぼう……」


　ごっ、と危険な音をたてて神官の拳げん骨こつが若者をぶん殴なぐった。


「先に人を刺さしといて、人聞きの悪い事言うんじゃねえよ。何なら治安警備隊に突つき出してもいいんだぜ？」


　痛いところをつかれて黙だまり込む若者達。代わりにしくしく泣き始めた彼等と神官を交こう互ごに見て……いつのまにかシャノンの横に来ていたパシフィカが、ぽつりと言う。


「あれって、泥棒じゃなくて、強ごう盗とうよね」


「追い剝はぎとも言うな」


　うんざりした口調でシャノンは言った。








　少女は人目のない裏路地にまで駆かけてくると、息を整えながら壁かべにもたれた。


「あの神官……まさか……」


　その眼めには……先ほどまでと違ちがって明確な感情がある。恐きよう怖ふと憎ぞう悪お。それも尋じん常じようなものではない。少女は高まる動どう悸きを押おさえようと、胸に手を当てて大きく深呼吸した。


「……どうしたの、姉ちゃん？」


　かけられた声に、少女はびくりと反応する。


　路地の入り口に、一人の少年が立っていた。少女より二つ三つ歳とし下しただろう。髪かみの色や瞳ひとみの色は、少女と同じ茶色と黒だ。顔の作りも似ている。言葉通りの兄妹らしい。


　二人揃そろって売り子をしていたのか、少女と同様のカゴを提さげている。


「マウゼル教の神官が……いたのよ」


　少女の言葉に、少年の瞳にも同じような憎悪と恐怖が過よぎる。だが応じる少年の口調は少女のものと違ちがって、やや落ち着いていた。


「あの街外れの教会の司祭だろ？　爺じじいの。別に珍めずらしくないじゃん。鬱うつ陶とうしいけどさ」


　少年の言うとおり、モスバーグの街にも小さいながらマウゼル教の教会は存在し、年老いた司祭が常じよう駐ちゆうしている。


　だが、商売人の多いこの街では、数人の船主が敬けい虔けんな信徒であるが、全体として見ればマウゼルの熱心な信者は少ない。現げん世せ利り益やくを主に優ゆう先せんする彼等と、質素倹けん約やくを基本とするマウゼルの教えは、食い違うことが多いからだ。


　故ゆえに、モスバーグの街の教会は、船主たちからの寄付により、清潔で新しく保たれているが……いつも閑かん散さんとしていて、暇ひまそうだ。老司祭も最近はボケ気味だと言われている。


「違うわ。あのボケた爺じゃないの。すごく大おお柄がらで、三十歳さいくらいの神官よ。旅してきたみたいに、服が汚よごれてた……多分、異教検察官よ」


　最後の単語を聞いて、少年もびくりと身を震ふるわせる。


「……どうしよう、姉ちゃん」


「クオート、あんたは一足先に帰って、ガンヴァス様にお知らせして。私は……」


　そして少女は右手をカゴの中に入れると、何かを探さぐるように動かす。やがて彼女が取り出したのは、一ひと際きわ紅あかい、薬の包みであった。例の媚び薬やく……いや、ラクウェルの言葉が正しいのなら、それは興こう奮ふん剤ざいか幻げん覚かく剤ざいだろう。結構な数があるようだ。


　だが、それで何をしようと言うのか。


「うん、分かったよ、姉ちゃん」


　だが、それだけで少女の意図を察したのか、少年は頷うなずいて走り去る。


「思い知らせてやる。マウゼルの犬……」


　少女は凄せい惨さんとも言うべき表情でそうつぶやくと、包みを懐ふところにしまい、ゆっくりと裏路地から出ていった。








　濃のう厚こうな、だが胃い袋ぶくろを刺し激げきする匂においが立ちこめる室内。香こう辛しん料りようと酒と油と。


　忙いそがしく動き回る女給達の姿が、薄うす暗ぐらい照明の中で蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぐ。場に満ちるざわめきは活気に満ちて、耳みみ障ざわりな雑音に堕だする事なく、生命の鼓こ動どうのように、人々を包んでいた。


　その全すべては明日を支える活力のために。あるいは、素す晴ばらしき昨日と、それを成した己おのれを讃たたえるために。いずれにせよ、腹ふくるれば心安らか。そうして得た活力と安らぎを胸に、また人は生活という名の戦場に戻もどる。


　……とゆーほど大層な話でもあるまいが、パシフィカはご機き嫌げんだった。


「うまうま。にゃははは」


　食堂である。


　元々交易路の途と中ちゆうに位置するモスバーグの街は、色々な品が集まり、色々な人間も集まる。結果的に、先祖代々受け継つがれてきたような、地方独自の珍ちん味みなどとは縁えんがないが、その反面、種類豊富な料理が、この街の食堂、宿屋などの売りとなっている。


「これがまた、もう、なんてーか」


　はぐはぐと出てきた特製チーズ・オムレツを懸けん命めいに頰ほお張ばるパシフィカ。


　ゆで卵に、炒いり卵、目玉焼きに、焼き卵……卵料理となれば何であろうとも嫌いやはない彼女だが、オムレツは特に好物だ。猫ねこにマタタビ、パシフィカにオムレツ。特製のソースとたっぷりチーズを使ったその二人前の卵料理を、彼女は既すでにほぼ征せい服ふくし終わっていた。


「……よく喰くうな、おまえは」


　対面で呆あきれたように言いながら、シャノンは自分の皿をつついた。


　実は、食べ物の嗜し好こうはシャノンもパシフィカと似ているが、彼は多少、偏へん食しよくのところがある。卵と野菜、そして豚ぶた肉にくの炒いため物が彼の前に置かれているが、彼はちまちまと、その中から嫌きらいなキノコをより分けていた。


「シャノン兄こそ、何よ、子供みたい」


「そうねえ。困るわ、いつまでたっても好き嫌いが治らないんだもの」


　ラクウェルが自分の頼たのんだ料理をゆっくりと食べながら言う。彼女の場合、好き嫌いはまったくないが、その食べる速度は異様に遅おそい。


「好き嫌いは駄だ目めでちゅよ、ボクちゃん。おおきくなれまちぇんよお」


「やかましい。嗜好ってもんだ、これは」


　面おも白しろがって自分の皿をのぞいてくるパシフィカに、シャノンはうめくように言う。


「俺の舌は繊せん細さいなんだよ」


「へへーん。ものは言い様よね」


　シャノン達がいるのは、モスバーグの街に数ある宿屋の中でも、一番大きな〈白しら帆ほ亭てい〉の食堂である。


　一晩三千セトメの高級な部屋から、一人五十セトメの大部屋まで、色々と種類が揃そろっていて、一階は百人以上も収容できる食堂になっている。料理人の腕うでが良いと評判で、食事だけをしにくる客も多い様だ。


　見み渡わたす限り、その広い食堂にあいているテーブルはない。人が多すぎて雑然とした雰ふん囲い気きになっているが、根が庶しよ民みんのシャノンとしては、こういう場は嫌いではなかった。


「なんて言うか、キノコって、カビの親しん戚せきって考えただけでイヤなんだよな」


「でもシャノン兄、いちいち分けるの、面めん倒どうくさくないの？」


「……実はものすげえ面倒くさい」


　シャノンはなおも、ちまちまとキノコをより分けながら言った。


「最初からキノコが入ってると分かってりゃ、料理前に抜ぬいてくれるよう、頼たのめたんだが」


　その時……


「よお。奇き遇ぐうだな」


　その肩かたを、不意に叩たたく、ごつい手。


「それほどでもないだろう」


　キノコをより分ける手を止めず、顔だけ振ふり向いてシャノンは言った。特に驚おどろいた様子もないのは、既すでに近づいてくる気配に気づいていたからだ。


　彼の横に立っているのは、昼間の神官であった。


　改めて見ても、大きい。ただそこに立っているだけでも、異様に暑苦しさというか、圧あつ迫ぱく感というか……とにかくそういったものを覚えるのは、やはりその巨きよ体たい故ゆえであろう。


　だが不思議と、巨体にありがちな均整の欠けつ如じよや、鈍どん重じゆうさは感じられなかった。物もの腰ごしがきびきびとしているせいかもしれない。


「ここは、この街で一番大きな宿屋だからな。同じ旅行者なら、会う確率も高い」


「ま、そうだな」


　あっさりと意見を翻ひるがえし、神官は勧すすめも待たずに余っていた椅い子すの一つを引いて、シャノン達のテーブルについた。


「テーブルがあいてなくてなあ」


　視線で問いかけてくるシャノンに、神官は答えた。確かにこれだけ混んでいれば、一人だけの客にまでテーブルをあてがうのは無理だろう。


「席を探してうろうろしてたら、おめえさん達の顔を見つけたんだよ。ま、昼間の事もあるし、ここは俺がおごるぜ」


　若者達からせしめた金があるからか、太っ腹な事を言う。


「おい、ねーちゃん、このテーブルに地酒と、クリーム・シチューと、若鶏のグリル・イサカ風と、パンと、ポテトサラダくれ。それぞれ二人前ずつな。あ、地酒は瓶で！」


　丁度通りがかった女給に、とんでもない量の料理を頼たのむ。


「ええとローギャックの地酒と……って、いやん、お客さん、駄だ目めよお」


　などといいながら、女給は神官の手を軽くつねってみせる。彼女のお尻しりを、神官が軽く撫なでたのだ。


「そういうのは、ちゃんと、手順を踏ふんでからん」


「おう、すまんな、うひひひひ」


　そういう客には慣れているのか、短めのスカートに包まれた腰こしをむしろ見せつけるようにくねらせる女給。神官は嬉うれしそうに笑いながら、シャノン達を振ふり向いて言った。


「あんたらも好きなモン、頼んでくれや」


「あ、じゃあさ、これいい？」


　すかさずパシフィカが品書きの一つを指さす。オムレツを頼む前に、さんざん迷っていた『シーキャンプ風炒いり卵』である。ちなみに『卵料理』の欄らんには、他にも十品目ほどの料理名が並んでいた。


「おう、いいぞ。お嬢じようちゃん、卵料理が好きなのかい？」


「うん。もう卵料理だったら何でも来いって感じ」


　元気よくうなずく少女を楽しげに眺ながめてから、神官は女給に言う。


「ねーちゃん、先のに追加。このメニューの卵料理、全部一品ずつ持ってきてくれ」


「おいおい……」


　シャノンが止めようとするが、神官は『いいからいいから』とまるで聞こうとしない。


「にゃー、おっちゃん、男前っ！」


「うひひひ、惚ほれちまうだろ？」


「うん！」


　いきなり意気投合するパシフィカと神官。女給はそんな二人を見てくすくす笑いながらも、腰を振り振り、注文を通しに厨ちゆう房ぼうへと戻もどっていった。


「動物か、おまえは。あっさり餌え付づけされやがって」


「ほっといて。豊かな心は豊かな食生活が育はぐくむのよ」


「改めて自己紹しよう介かいしとくかな。俺の名前はベルケンス……ベルケンス・タンホグリオってんだ。見ての通りのマウゼル教神官、しかも聞いて驚おどろけ、異教検察官でな」


「……そうかい」


　シャノンはキノコのより分け作業を続けながら、静かに頷うなずく。ベルケンスの風体から、予想していたことではあった。


　マウゼル教の異教検察官。


　マウゼル教本部、グレンデル本院の第だい二に渉しよう外がい局きよくに所属する彼等は、表向き、単なる調査官である。マウゼル以外の宗教組織を調査し、生いけ贄にえ、悪あく魔ま崇すう拝はい、薬物乱用など……反体制思想、危険思想を持つような邪じや教きようであれば、それを告発する……それが彼等の仕事だ。


　無論、国家組織でもないマウゼルには逮たい捕ほ権も強制執しつ行こう権もないはずなのだが……そこはやはり、大手宗教組織の常として、マウゼル教は、ラインヴァンや他の国々から特権を与あたえられている。異教検察官に限っては、国境の関所、検問等は、面めん倒どうな審しん問もん手続きもなく素す通どおりできる。非常時には官かん吏りに代わって危険思想の持ち主や重要参考人を拘こう束そくでき、職務遂すい行こう上の傷害や殺人は、基本的に免めん責せきである。


　マウゼルを国教にしているのは、ラインヴァンだけではない。


　マウゼル教はダストヴィン大陸最古にして最大の宗教組織であり、その影えい響きよう力は国境を越こえ、大陸全土に及およんでいる。ある意味ではこのマウゼル教こそが大陸最大の勢力であり、超ちよう国家組織として君臨する大陸の覇は者しやなのだ。


　当然ながら……危険思想の告発などというのは、建前にすぎない。


　異教検察官の本来の使命は、マウゼルに対して非友好的な宗教組織、あるいは将来、マウゼルの支配を脅おびやかす敵となり得る存在……個人であれ組織であれ……の発見及および駆く除じよだ。


　その徹てつ底ていした異教弾だん圧あつと異い端たん審しん問もんは、一時期苛か烈れつを極きわめ、〈異教狩がり〉などと呼ばれて恐おそれられた事もある。異教検察官とはその〈異教狩り〉を遂行するための眼めであり、耳であり、そして拳こぶしだったのだ。


　しかし……


「……つっても、まあ、落ちこぼれだけどな。左さ遷せんに左遷を重ねて、今じゃこんな田舎いなか巡めぐりさ」


　そう言ってベルケンスは肩かたを竦すくめた。


　過去はどうあれ、現在の異教検察官は、閑かん職しよくとしての意味合いが強い。


　ここ数年、めぼしい異教をほとんど根絶してしまい、マウゼルが脅きよう威いとして認にん識しきするような組織がほとんど無くなってしまった事。八年前の新教皇の就しゆう任にんに伴い、大幅な刷新人事が行われた事。何よりも、そのあまりにも強ごう引いんな活動が、さすがに世論の非難を浴びはじめた事。


　さらに……より強力で、非公式であるが故ゆえに法的拘こう束そく力りよくもない第六渉外局直属の特務執しつ行こう部隊〈粛清使パージヤース〉の登場。


　これらの事由により、異教検察官は、あぶれ者の神官を地方に体ていよく追い払はらうための名目として、任官される事が多くなってきたのだ。無論、最後の理由について知っている者はほとんどいないが。


　何にせよ、今では異教検察官も、十年前のような無茶はしなくなってきている。


「おっちゃんも苦労してるのねえ」


　肩には手が届かないので、パシフィカはベルケンスの背中の中なか程ほどをぽんぽんと叩たたく。


「おう、分かってくれるか、嬢じようちゃん」


「うんうん。分かる分かる。私も聞き分けのない兄がいるから苦労してるのよ」


「……それは俺の台詞せりふだ」


　憮ぶ然ぜんとした表情でシャノンが言うが、無論、二人は聞いていない。


「おうおう、優やさしいなあ、お嬢ちゃん。まあ、飲んでくれや」


　などと言いつつ、パシフィカの前の、果実水ジユースの入ったカップに、女給が運んできた地酒を注つぐ。続いて自分のジョッキにも酒を惜おしみなく注いだ。本来、マウゼル教は飲酒も肉にく食しよくも、無論、女の子のお尻しりを触さわるのも禁止しているはずだが、ベルケンスはまったく頓とん着ちやくしていないらしい。


「おい、相手は子供だぞ」


「かたい事言うなって。ちょっとだけ、ちょっとだけだよ、なあ」


「ねえ。ちょっとだけよねえ」


　調子良く二人はうなずき合う。


　シャノンは頭を抱かかえたくなったが、隣となりでラクウェルはのんびりと、「いい人ねえ」などと言って微笑ほほえんでいる。まあ、ラクウェルにかかれば、世界は大多数の善人と、ほんの一ひと握にぎりの悪人で成り立ってしまうのだが。


「ま、これでも一応は仕事があるだけマシってもんだがな」


　ベルケンスは言ってジョッキをあおった。「ねえねえ、今はどんな事してんの？」


「ん？　そうだな、これは一応秘ひ密みつなんだが、お嬢ちゃんには特別に教えてやろう」


「わーい」


「実はな」


「うんうん」


「この近くに〈廃はい棄き王おう女じよ〉が潜せん伏ぷくしているという情報があってな」


　ぶっ……！


　パシフィカが飲みかけの果カ実ク水テ割ルを吹ふき出した。


「あらあら」


　状じよう況きようが分かっているのかいないのか、ラクウェルが苦く笑しようしながらハンカチを取り出して、妹の顔を拭ふいてやる。ベルケンスは気にした風もなく料理を摘つまみながら尋たずねてきた。


「ん？　そんなに驚おどろいたか？」


「いや、う、うん、驚いたよ、もうなんか驚きよう愕がく爆ばく裂れつって感じで。あははははは」


　やや表情を強こわ張ばらせながらも、笑うパシフィカ。


「そうか、驚いたか、驚いてくれたか、教えた甲か斐いがあるってもんだ、うひひひひ」


「うん、なんか心臓が止まるかと思っちゃった、他意はないけどね、あははははは」


　馬ば鹿かのように笑う二人を眺ながめつつ、シャノンは努めて冷静な口調で指し摘てきする。


「〈廃棄王女〉なんてのは、真しん偽ぎもはっきりしていないような、噂うわさだろうが。そんなもんで教会の異教検察官が動くのか？」


　とりあえず、正体がばれているわけでもなさそうなので、シャノンはしらばっくれて探さぐりを入れてみることにした。


「いや、本物の〈廃棄王女〉かどうかは知らないが……〈廃棄王女〉の名目で、巫み女こを据すえて、崇すう拝はい対象にしている邪じや教きよう集団みてえなのが、ここら辺りにあるって噂でなあ」


　笑いを収めてベルケンスは言った。


「邪教集団……」


「いやまあ、実体はわかんねえけどな。とにかくこれは見み逃のがしておけんってんで、俺が派は遣けんされてきたわけだ。しかしな、そもそもこのモスバーグ河近辺って噂があるだけで、具体的な情報は何もねえんだよ、これが」


　ベルケンスはため息をついてみせるが、どことなくけれん味が強く、あまり同情を引くような雰ふん囲い気きはない。それがこの男にはよく似合ってもいるが。


「探すとなれば周辺の森か、山か、それとも河の中の島か……んな広いところ、俺一人でどうやって探せってんだか。大体、邪教集団なんてのが本当の話かどうかも分からねえし。こういう噂は十回聞いたら、九回まではガセネタだったりするからな。とにかく噂は〈廃はい棄き王おう女じよ〉を巫女だか何だかに据えて活動してる、宗教団体みてえな組織があるって事だけ。その〈廃棄王女〉様は金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、十四、五歳さいの女の子って話だが……」


　そこでベルケンスはふと、パシフィカに視線を注いだ。


「金髪碧眼、十四、五……」


「え……えーと……」


　いきなり鋭するどくなった異教検察官の視線に、パシフィカが凍こおり付く。相変わらず笑っているかのように細い眼だが、その奥おくに光っているのは、獲え物ものを狩かる肉食獣じゆうの瞳ひとみだった。


　鋭い貫かん通つう力りよくを秘ひめた、視線。


　心の奥底まで突つき刺ささるようなその視線を受けて、パシフィカは冷や汗あせが額に浮うかぶのを感じた。声を出そうにも、喉のどがひりついて動かない。


「……あ、あの」


　だが、鋭い視線は次の瞬しゆん間かん、あっさりと消滅した。


「……んなわけねえわな。わははははは。偶ぐう然ぜんってのもあるもんだ」


「そ……そうね、奇き遇ぐうね、あははははは」


　声をあげて笑う二人。もっともパシフィカのそれは、かなり引きつりが混じっていたが。


「そういや、まだ名前聞いてなかったな。無理に名乗れとはいわねえが、話相手の名前もわからねえんじゃ、寂さびしいじゃねえかよ」


　一瞬、シャノンは思考を巡めぐらせた。


　先ほどまでの話を聞いている限り、恐おそらくこのベルケンス・タンホグリオという男は、それほど機密度の高い情報に触ふれる地位にはないだろう。ならばシャノン達の本名を名乗ったところで、問題はあるまい。偽ぎ名めいを使う事も考えられたが、咄とつ嗟さに名前を呼ばれた時、反応できなければ、かえって怪あやしまれる。


　もし気づかれたら……その時は、その時だ。テーブルの下で軽く刀に触れながら、ちらりと隣となりを見る。ラクウェルも同じ考えなのか、彼女は小さく頷うなずいて見せた。


「シャノン……こっちはラクウェルで、そっちの小こ憎にくらしい奴やつが、パシフィカだ」


「ふむ。よろしくな」


　特に姓せいまでは聞いてこない。本当に言葉通りの問いかけだったらしい。


「ところで、おめえさん等は向こう岸に渡わたるのかい？」


「その積もりだが、船が見つからなくてな」


「ふーん。何なら同乗するかい？　俺が一いつ隻せき、押おさえてあるが」


　唐とう突とつな申し出にシャノン達は顔を見合わせた。


「好意はありがたいが……馬車も載のせたいんだよ」


「載るだろ、多分。小さいが一隻丸ごと借りきってるしな。何、金はいらんよ」


「それはまた……豪ごう儀ぎだな」


　そこまで懐ふところが豊かなら、追い剝はぎ……もとい、お布ふ施せなど、必要はあるまいに。


「いや、交こう渉しようした船の所有者が、商売人にしては珍めずらしく、熱心なマウゼル信徒でな。通常便はもう予約で一いつ杯ぱいだが、予備の船を臨時便として出してくれるそうだ」


「それは助かるが……」


　たまたま縁えんがあってこうして同じテーブルについているが、シャノンとしては正直なところ、マウゼル教の関係者に近づきたくはなかった。


　そもそもシャノン達は無宗教だし、マウゼル教は、むしろ彼等を追う敵だ。その組織末まつ端たんの神官達個人にまで怒いかりや憎にくしみを感じるわけではないものの、彼等が敵側の人間である事は間ま違ちがいない。


「遠えん慮りよするなって。一人旅にも飽あきたし、俺はこのお嬢じようちゃんが気に入ったぜい。短いが、一いつ緒しよに船旅としゃれ込もうじゃねえか」


「あたしも、このおっちゃん気に入っちゃったぜい」


　パシフィカがばんばんとベルケンスの背中を叩たたきながら言う。酔よいが回り始めたらしい。


　シャノンは改めて、ラクウェルと顔を見合わせ……そしてため息をついた。


　ここは申し出を受けるべきか。


　実を言えば、彼の追っているという件……〈廃はい棄き王おう女じよ〉を崇あがめる邪じや教きよう集団については、さすがの彼も少し気になるのだ。すこしの間、共に行動して、この神官から情報を聞き出す位のことは、しておいた方が、いいかもしれない。


「じゃあ、お言葉に甘あまえさせてもらいます」


「おう。甘えてくれや。遠慮しないでどんどん恩おんに着るようにな」


　頭を下げるラクウェルに、そっくり返って言うベルケンス。


　妙みようなことになった……とは思うが、自分たちの正体がばれない限り、ありがたい話ではある。今は余計な心配をせずに、おごりの食事を満まん喫きつしようと、シャノンはキノコと豚ぶた肉にくのより分けを再開した。








　扉とびらを叩たたく音。だが彼の視線は動かなかった。


　気配の接近にはとうに気づいている。気配の主も彼が気づいている事を知っている。だがそれでもノックを欠かさないのは、それがけじめだからだ。


　けじめ。細かい事にも、彼はけじめを重んじる。それは彼自身の性格でもあったが、それを部下にも無言の元に要求しているのは、それが必要な事だったからだ。


　部外者はそれを聞くと、揃そろって意外そうな顔をする。彼の仕事内容からすれば、それは的外れな考え方に思えるのだろう。


　だが……必要とあれば、卑ひ怯きようにも冷れい酷こくにも、残ざん虐ぎやくにさえなれる彼や彼の部下達だからこそ、必要な事であった。そうでないと、彼らは、世間で言われるように、単なる人殺しの集団になってしまう。戦士と殺人狂きようを峻しゆん別べつするのは、そんな、端はたから見れば他愛ない物事なのだと、彼は思っていた。


「……入れ」


　彼……王国軍諜ちよう報ほう部ぶ特務処理班〈ブラック・ホーク〉班長、ルーク・スターム少佐は、そこで初めて顔を上げた。


　入ってきたのは部下の一人……スレイ・ハイラム伍ご長ちようだった。いかにも田舎いなか出、といった垢あか抜ぬけていない容姿で、一見すると実直な農夫、といった印象がある。同年代の男性の平均からすれば、小こ柄がらな青年だが……〈ブラック・ホーク〉隊員の例に漏もれず、素す手ででもそこらの一いつ般ぱん武装兵士数人を、地に這はわせるだけの戦せん闘とう技術を持っている。人は見かけによらないというが、その典型だ。


　ルークの部下の中では比ひ較かく的新顔で階級も低いが、その肉体的な資質はルークも高く評価している。順応力も高い。後、必要なのは、経験と、それを積むための運だろう。


「また、これは……」


　スレイは驚おどろいたような口調でルークの執しつ務む室しつを見回した。


　知らない人間が見たら、学者か医者の部屋だと勘かん違ちがいするかもしれない。少なくとも、この部屋を見て、軍人を即そく座ざに思い浮うかべる人間はいないだろう。


　とにかく所狭せましと詰つめ込まれた本、本、本。戦術や戦略関係の書しよ籍せきも目に付くが、ちょっと視線を変えると、書しよ棚だなには童話や料理の本まで並んでいるのが分かる。


　元々ルークの部屋は数多くの本棚が壁かべを埋うめるような構成になっていて、部外者には妙みような圧あつ迫ぱく感があるが……今は普ふ段だん以上にその息苦しさが増している。ルークの机と、その脇わきのワゴンに高々と積まれた、記録書類のせいだ。


「これに、全部眼めを通しておられるんですか、少佐？」


「任務の合間に、暇ひまを見つけて、だがな」


　ルークは再び視線を手元に落とし、書類の一つにサインを入れながら、言った。


「〈廃はい棄き王おう女じよ〉の一件で、大規模な粛しゆく清せい劇げきがあったことは覚えているだろう」


「ええ。一年ほど前の事ですね」


　スレイは運んできた書類の束を、ワゴンの端はしに置いた。ぐらりと崩くずれそうになるのを、慌あわてて押おさえる。


「正確には一年と二か月前だ。私が〈ブラック・ホーク〉班長を拝命した時期も、その頃だ。何かと混乱した時期で、その際に引ひき継つぎがうまくいっていない件も多い。長期的な作戦も含ふくめて、何か見落としがないか、一通り書類に眼を通して整理し直す必要がある」


「はあ……」


　何とか書類を崩れないように積み直し、スレイは惚ほうけたような声を出した。


　実のところ、部隊に配属されて半年のスレイは、まだルークや先せん輩ぱい隊員達の事を完全に把は握あくしているわけではない。いつも現場に立って指揮をとるルークの姿ばかりが眼について、事務仕事をするルークなどというものが彼には想像もつかなかったのだが……実際にその場面に出会うと、むしろルークの姿はごく自然に書類の山にとけ込んでいた。


　本当の切れ者とは、仕事の種類を選ばないのだろう。


「しかし、これだけの機密作戦が実行されてたんですね」


「全すべてに諜ちよう報ほう部ぶが絡からんでいるわけではない。前任者のルガール中佐は、諜報部外の軍人や、民間人の協力者を私的に何人も抱かかえていた。私も詳くわしいことは知らないが」


「ああ、あの悪名高い……確か、実の娘むすめに刺さされたとか何とか」


「死者を誹ひ謗ぼうするのは控ひかえた方がいい。少なくとも、職能に関しては優ゆう秀しゆうな人物だった」


　ルークを含む優秀な部下達を駆く使しし、王国政治の暗部に活かつ躍やくした先代の〈ブラック・ホーク〉班長……ジョルジオ・ルガール中佐の末路は、スレイも聞き及およんでいる。


　諜報部内において〈千の耳を持つ悪あく魔ま〉とまで言われていた実力者、ルガール中佐が、自分の娘一人の素行さえ把握できなかったのは、喜劇というべきか、悲劇と呼ぶべきか。ましてその挙げ句、素行不良を叱しつ責せきされ、逆上した娘に、背中から刺し殺さつされたのだから……人間の運命というものは、本当に油断がならない。


「とにかく、こうして残された資料を基もとに、中佐の仕事を引き継つごうとしているのだが、時間も足りないし、どうにも追いきれない件も多くてな」


「何かお手伝い出来ることは？」


「ない……いや、一つ伝言を頼たのまれてくれ。私用だが」


「はい、何でしょう？」


「妻に今日は遅おそくなるから、先に寝ねていろと」


　班員達の寄宿舎と、ルークとその妻が住む公こう邸ていはさして離はなれていない。散歩の範はん囲い内だ。


「……はい」


　スレイは苦く笑しようを押おさえるのに苦労して言った。実はこの無愛想な特務処理班の長が、かなりの愛妻家である事は、班員達だけの秘密である。


「……何だ？」


　スレイの内心を悟さとったかのように、ルークが鋭するどい視線を投げてくる。


「あ、いえ、失礼します」


　慌あわててそう言って、スレイは部屋を出た。








　……翌朝。


　久しぶりにゆっくりと睡すい眠みんをとったシャノン達は、ベルケンスに教えられた船着き場の前に馬車を停とめた。先に宿を出たベルケンス本人は、丁度、船頭に挨あい拶さつなどしているところだった。


「ちょっと天気がよくないね」


　パシフィカは空を見上げながらつぶやいた。


　絶好の船出日和びより……とはいかないようだ。空は薄うすく曇くもり、霧きりも相変わらず出ているので、あまり渡と河か向きの好天気とは言えないが、問題はない、と彼等の乗る船〈イノックス号〉の船頭は保証した。


「ほれお客さん、乗った、乗った。さっさと出るぞ。こちとら休日出勤なんだ。哀あわれに思うなら、手間かけさせんでくれよ」


　口にする言葉はぞんざいだが、そこはさすがに客商売、にこやかな表情で初老の船頭がシャノン達を促うながす。今日の客はシャノン達とベルケンス、馬車一台。そして他には船頭の助手が一人乗り込むだけ。だが、それでも小さな〈イノックス号〉は満まん杯ぱい状態である。


「ちょっと変わった形ですね」


　一足先に乗り込んだラクウェルが、興味深そうに、船内を歩き回っている。海上を長距きよ離り移動したりする大型帆はん船せんとも違ちがうし、湖などで使う人力の小型船とも違う。


〈イノックス号〉は、推すい進しん力りよくとして、その船体の左右に設けられた外輪──水車の親玉のようなもの──を使う。それを駆く動どうさせるのは、船内につながれた六頭の牛である。船頭やその助手のかけ声に従って、足あし踏ぶみする牛達の力が、歯車やら軸じく棒ぼうやらを使って外輪を回す力に変えられるという寸法だ。


　帆船などに比べると構造が複雑になるため、あまり数は多くないのだが、風向きに左右されず、人力船よりは速いという事で、急ぎの荷物などを運ぶ用よう途とに使われる。


「珍めずらしいだろう。こいつの機構は、複雑だが、その分安定した推進力が出せるように、調速機が取り付けられていて……」


　などと船頭の助手を務める中年男が言う。ラクウェルが気に入ったのか、先ほどから彼女にべったりつきまとって、その肩かたや腰こしにさりげなく手を回そうと密ひそかに奮ふん闘とうしているが……ラクウェルは知ってか知らずにか、じっとしていないので、うまくいかない。


　お陰かげで、彼がすべき仕事……馬車を船倉の床ゆかと壁かべに固定する作業だ……をシャノンが一人でする羽目になっている。


「なんでこんな面めん倒どうくさい仕事を、俺が……ん？」


　ふとシャノンは視界の隅すみを過よぎる影かげに気づいた。


　船倉の出入り口のその向こう……跳はね橋がかかる埠ふ頭とうの一角に眼めを向ける。


　隣となりでその作業を見物していたパシフィカが、首を傾かしげて尋たずねてきた。


「どうしたの、シャノン兄？」


「いや……大した事じゃない……と思うが」


　曖あい昧まいに言葉を濁にごす。見た顔だ。昨日若者達に絡からまれていた少女である。もっとも、一いつ瞬しゆんの事で、その姿はすぐに見えなくなってしまったが。


「ほれ、跳ね橋上げるぞ！　兄ちゃん、固定急いでくれよ」


「よっし！　出発！」


　船頭の言葉とパシフィカの叫さけびに押おされ、シャノンはとりあえず、固定作業に没ぼつ頭とうした。








　案の定……と言うべきか。出航からおよそ三時間グロツク、昼前辺りから風が出てきて霧きりは収まり始めたのと引き替かえに、空は急速に黒みを帯び始めた。


「ううむ。まずいな」


　船頭が言った途と端たん、最初の雨あま粒つぶが空を見上げていたパシフィカの鼻先に弾はじけた。


　そこからは早かった。急にその数を増やした天の涙なみだが、あっという間に甲かん板ぱんを水みず浸びたしにしてしまう。緩ゆるやかだった河の流れも、やや勢いを増したようだ。


　河をその流れに対して垂直に渡わたる航路を採とっている〈イノックス号〉は、流れに押されて大きく傾かたむき始めた。


「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？」


　シャノン達と共に、甲板上に設けられた客室に退たい避ひしながら、ベルケンスが尋ねる。ただし、言葉とは裏腹にさして心配している様子はない。


「大丈夫、ちと揺ゆれるが、沈しずんだり転てん覆ぷくしたりはせんよ」


　雨に濡ぬれながらも、船頭は自信たっぷりに言った。


　元々、風が荒あれて帆はん船せんなどが使えないような天候の時に出航すべく設計された船だ。水面下には、浮ふ力りよくを稼かせぎ、船体を安定させるための水中翼よくが大きく張り出していて、そう簡単にひっくり返ったりはしない構造になっている。


　もっとも、それでも揺れがなくなるわけではない。水の横押しの力と船体の安定力が拮きつ抗こうしては崩くずれる、という状態が続き、〈イノックス号〉は大きく左右に揺れ始めた。


　と、いうわけで……


「うにょああああ」


「きついな、これは」


　早くもパシフィカやシャノンは、船ふな酔よいを起こして顔を青ざめさせていた。長時間船に乗った事のない二人なので無理もないのだが……


「なんだ、おめえら、だらしねえ」


　ベルケンスは、というと、全く堪こたえた様子がない。一人だけ盤ばん石じやくたる地上にいるかのように、悠ゆう然ぜんと船室の床ゆかに腰こしを下ろしていたりする。彼の場合、船酔いするような神経がないのかもしれないが。


「船頭連中はともかく、ねーちゃんだって酔ってねえのに」


　確かにラクウェルはというと、全く平気な顔をしている。その身体からだが、まるで揺れの動きに同化しているかのように、右へふらり、左へふらりと揺れているので、揺れを感じないのかもしれない。これが彼女流の、船酔い防止の秘ひ訣けつなのかもしれないが……


「……ん？」


　ベルケンスが床に視線を落として、眉まゆをひそめる。


　二層構造の〈イノックス号〉は、上の船室が貨物室で、シャノン達の馬車が馬ごと収められ、その下が駆く動どう用の牛達と、駆動設備を収めた部屋になっている。


「何か聞こえなかったか？」


　と尋たずねるが、舵かじを握にぎる船頭は、客室の外で雨に打たれて奮ふん闘とうしているし、シャノンとパシフィカは、物音がどうの、などという状態ではない。


「何か～ごつん、と～いったような～音がしたみたい～ですけど～」


　海草のようにゆらゆらと揺ゆれながら、ラクウェルが応じる。


　そして……ベルケンスの懸け念ねんは、最悪の形で実証された。


「うげああああああああああっ！」


　さすがにこれは全員の耳に届いたらしい。


　シャノン達が顔を見合わせる。船頭はとりあえず舵を固定し、慌あわてて上層……貨物室に降りた。


　だが、上層は何ら問題ない。馬車馬たちもおとなしいものだ。


　船頭は眉をひそめてさらに下層……牛達を収めた駆動室への床ゆか扉とびらを開き、梯はし子ごを降りた。船頭の後に続いて降りてきたシャノン達も、上層の床にしゃがみ込んで、下層の様子をうかがう。薄うす暗ぐらい最下層の船内は、見通しが悪かったが……


「何だ……？」


　梯子を降りる船頭の眼めにまず入ったのは、血だ。


　床を染めきるほど、大量にぶちまけられた血の紅くれない……そして。


「なっ……！」


　絶句しながらも室内を見回すと、次に目に入ったのは、信じがたいほどの量の血を吐はきながら、悶もん絶ぜつする助手の姿であった。そしてその腹に、太い足を地じ団だん駄だを踏ふむように何度も降ろしているのは、動力用の牛の一頭である。


　これらの牛は、普ふ通つうの家か畜ちくではなく、船の動力用として育てられており、一いつ般ぱん的な乳牛や肉牛よりも一回り大きい。角こそないが、大きさや雰ふん囲い気きは水牛に近いだろう。


　そんなものに力一いつ杯ぱい踏まれれば、人間など血と臓物の詰つまった皮かわ袋ぶくろに過ぎない。


「な、なんだこりゃあっ!?」


　驚きよう愕がくに梯子をつかむ手が緩ゆるむ。不幸なことに、そこへ一ひと際きわ大きな揺れが襲ってきた。


　咄とつ嗟さに伸のばしたシャノンの手は空をつかみ、梯子から落ちる船頭。


　そこへ、興奮した別の牛達が殺さつ到とうする。


　殺意を抱いだいて、というよりも、何かの動きに反応してそこへ突とつ進しんしているだけなのだろう。穏おん和わな性質のはずの牛達は、己おのれを拘こう束そくする革かわ帯おびを引きちぎり、助手を踏みつけ、船頭を跳はね飛ばし……そして勢い余って船の壁かべに激げき突とつしていた。


　助手と違ちがって、船頭は絶ぜつ叫きようする暇ひまさえなかった。


　代わりに響ひびくのは、ぐしゃり、という異様な音。


　それは……船頭の頭が陥かん没ぼつする響きだった。


「なんてこった……」


　シャノンは改めて、凄せい惨さんな状態の船倉を見回した。


　草食動物が安全な生き物であるなどという認にん識しきは、一般的な家畜の姿しか知らない者の戯ざれ言ごとだ。彼等は狩しゆ猟りよう獣じゆうのような牙きばや爪つめこそないが、その重さと、そして狩猟獣から逃のがれるために備える突進力は、充じゆう分ぶんに破は壊かい的だ。怒いかりや痛みに興奮した大型獣に、肉食草食の区別などない。少なくとも危険性という意味では共に致ち命めい的なものを持っている。


　牛達はいずれも血を眼めから噴ふきかねないような形相で、船倉をかけずり回っていた。実際、口の端はしから噴いているのは、血混じりの泡あわだ。


　異常な興奮状態である。自然の状態でここまで動物が興奮する事は考えられない。


「くそ……」


　唇くちびるをかんで床ゆか扉とびらを閉める。特に繊せん細さいな神経をしている積もりはないのだが、さすがのシャノンも、今日明日辺りは肉を食えそうになかった。


「一体、何がどうなってんだ？」


「恐おそらく、誰かが薬を盛ったんだろう……多分、牛の飼かい葉の中に」


　眉まゆをひそめて尋たずねてくるベルケンスに、シャノンは扉の鍵かぎをかけながら言った。まさか牛が梯子を上ってくるとは思えないが、あの状態を見ていると、鹿しかのように跳はねて甲かん板ぱんに飛び出してきそうな気がしたからだ。


「薬だ……？　んなもんがなんで……」


「興こう奮ふん剤ざいか、幻げん覚かく剤ざいか……それもかなりの量だ」


　そこまで言ってシャノンとベルケンスは黙だまり込んだ。


　共に脳のう裏りに浮うかんだのは、昨日の少女の姿だ。特にシャノンは出航前に彼女の姿を目もく撃げきしている。彼女の仕し業わざである可能性は高い。


　しかし……何な故ぜ？


　シャノンはあの少女と初対面だ。ベルケンスもそのようであったし、彼女には感謝されこそすれ、恨うらまれるような真ま似ねはしていない。となると……船頭やその助手が問題なのか、あるいはシャノンやベルケンス達から見れば関係なくても、少女から見ればそうでない、という可能性だ。


　だが、何にしても今は犯人やその動機を推すい理りしている場合ではない。


　足あし下もとから響ひびいてくる音は、次し第だいに大きくなってきている。ますます興奮した牛達が、偏へん執しつ的てきに、壁かべへの体当たりでも繰くり返しているのだろう。


　鈍にぶい衝しよう突とつ音おんの合間に、みぎみぎと木材がきしむ音が伝わってくるのは、船の内壁がそろそろその破は壊かい力りよくに耐たえられなくなってきている証しよう拠こだ。


「何とかしないと、そろそろ船に穴が空くんじゃないかしら」


　ラクウェルが他人事のような口調で言う。


〈イノックス号〉の内ない壁へきは、木材を組んだものに防水用の樹じゆ脂しを塗ぬりたくって作っただけのものだ。衝しよう撃げきに対する耐たい久きゆう性せいなど、たかがしれている。浸しん水すいは時間の問題だった。


「何か早さつ急きゆうに打つ手を考えないと……」


「そうさな。祈いのってみるか」


　妙みように達観したような口調はやはり神官故ゆえだろうが、生あい憎にく、シャノンにとって、神は祈る対象などではない。


　その時、遂ついに木材の裂さける音が響いた。続いて大量に水の流れ込んでくる音がする。


「仕方ない……助かるためならあんた、多少の事には目をつむってくれるか？」


「何をするつもりだ？」


「魔ま法ほうだよ。軍用防性魔法〈塞壁ミズガルズ〉」


　基本的に軍用魔法を民間人が使うのはラインヴァン王国法に触れる。


　だが、普通の民間人には、軍用の魔法と民間の魔法を見分けるだけの知識がなく、官かん吏りの目の前での現行犯でもない限り違法使用の立証をすることは極めて困難だ。


　この事から、辺境では軍用魔法の使用禁止は有名無実化しており、辺境の人々は違法使用の現場を見ても、見て見ぬ振りをする事が多い。いや、そもそも法律による使用禁止の事を知らない者達も多いだろう。


　ラクウェルやシャノンが、いつも周囲の目を気にせずに魔法を使っているのはこういう状況が背後にあるからだが……さすがに準官吏とも言うべき異教検察官の眼の前ともなれば、事情が異なる。


「ま、助かるなら眼めくらいはいくらでもつぶるがよ、そんなもんでどうするんだ？」


「遮しや蔽へい密度を上げて、気密状に張れば、泡あわのように空気を取り込んで、浮ふ力りよくがつくからな。割れる事のない気き泡ほうだ。沈しずむことはなくなるよ。理り屈くつの上ではな」


　ちなみに〈塞壁〉に遮蔽密度調整の機能があるのは、敵軍から風に乗せて流される麻ま痺ひ香こうや、有毒な鉱山瓦ガ斯スから自軍を護まもるためである。ただし、その場合、通常の遮蔽密度に比べると魔導士の精神疲ひ労ろうは、はるかに増えるのだが。


「そりゃ結構。すぐやってくれや」


「ただし、自力で動く事は出来ないからな。俺とラクウェルが力尽つきたら、そのまま……って事もあり得る。俺達が力尽きなくても、中の空気がなくなればおしまいだ。運を天に任せて、雨が止んで河が落ち着くか、中なか州すにでも流れ着くのを待つしかない」


「……素す敵てきな手段だなあ、おい」


　顔をしかめてベルケンスが言う。


「他ほかに案はあるか？　あればそっちにしてもいいぞ。あればな」


　別に嫌いや味みでも何でもなく、シャノンはそう言った。〈塞壁〉をこういう風に使うのは初めてなのだ。あまり自信はない。


「……ねえな」


　ベルケンスは両手を挙げて言った。


「ラクウェル！　まず俺に仮想制御エミユレータの呪じゆ文もんを」


　シャノンの声にラクウェルが頷うなずく。


「……我と汝なんじの盟約において・欠けたる者よ・司つかさどる力・御ぎよ者しやたる資格・仮かり初そめなれど・今こそ与あたえん・秘めたる汝の力を示すため……」


　呪文と共に、シャノンは自分の意識の中に異物が生まれるのを意識する。


　もう一人の自分。本来の自分と繫つながっていながらも、性質を異にする意識。


　仮エ想ミ制ユ御レ意ー識タ。魔ま導どう士しとしての自分だ。いつもながら鈍にぶい頭痛と圧あつ迫ぱく感がのしかかってくるが、この事態で手段を選んでもいられない。


「まず俺が〈塞壁〉を遮蔽密度七でかける。俺がもし気絶したら、引き継ついでくれ」


「気を失う前に、仮想制御意識を解除するのを忘れては駄だ目めよ」


「……気をつけるよ」


　その意識領域の容量にもよるが、長時間の仮想制御意識の維い持じは、シャノンの精神に悪あく影えい響きようを及およぼす。最悪、自じ我がの輪りん郭かくが保てなくなって、自我崩ほう壊かいを起こす事もあり得るのだ。


「其そは魔を阻こばみ・邪じやを拒こばむもの・外なる害意より我等を護まもる壁かべよ・諸しよ王おうの要よう請せいに従い・今ここにそびえ建て」


　呪文詠えい唱しよう。魔導式展開。軍用防性魔法〈塞壁〉が起動する。


　瞬またたく間に〈イノックス号〉とその周囲の水をすっぽりと網あみ目め状の球体……いや、正確には淡あわく輝かがやく多角形の集合体である……が覆おおう。多少一いつ緒しよに水も取り込んでしまったが、浮ふ力りよくは充分にあるはずだ。


「これで一段落はついた。いきなり沈しずむことはなくなったが……」


　シャノンは周囲を見回しながらつぶやいた。


　網目状の〈塞壁〉ごしに見える風景が、歪ゆがみ、にじんでいる。球形に展開された〈塞壁〉の表面を雨や波が打ち、その表面を濡ぬらす水の屈くつ曲きよく現象で、光が乱れているのだ。濡れた硝子ガラス越ごしの風景に似ている。元々雨天は薄うす暗ぐらく、おどろおどろしい雰ふん囲い気きはあったが……今は、魔王の胃い袋ぶくろに放ほうり込まれたかのように、景色は黒くどろりと乱れていた。


　このまま、どちらかの岸や、中なか州すなどの陸地にたどり着く事ができれば、シャノン達は助かるだろう。だが……


「……この状態がいつまで保つか、だな」


　シャノンは歪む景色をにらみながら言う。


　雨はまだ、当分止みそうになかった。








「……困ったものだな」


　降りしきる雨の中でその少女はつぶやく。


　周囲に人の眼めはないが、あれば大おお騒さわぎになっていたかもしれない。彼女が立っているのは、増水して勢いを増すモスバーグ河の真ん中である。しかも、その身を支えるべき陸地はどこにも見あたらない。


　長い蒼あおの髪かみも、それを結ぶ紫むらさき色いろのリボンも、共に濡れた様子もなく、風に揺ゆれることもない。明らかに見た目通りの少女ではない。人間ですらないかもしれない。


　では何かと問われれば答えられる人間はいないだろうが。


「私とて、出てこれる時間には、まだ制限があるというのに……手間のかかる事だ」


　十歳さいを幾いくつも越こえていないような、幼い容姿ながら、言葉遣づかいは妙みように大人びている。


　アーフィ……その名前か苗みよう字じかも分からないその一語が、彼女の呼こ称しようの全すべてであった。本人曰いわく、本来の呼称の『略称』らしいのだが。


「しかし、〈秩序守護者ピースメイカー〉がここしばらく大人おとなしいと思ったら、こんなところで勝手に危機に陥おちいっているとは……よくよく運がないな、〈廃はい棄き王おう女じよ〉よ」


　左右に揺ゆれながら漂ただよう〈塞壁ミズガルズ〉の気き泡ほうを、アーフィは人差し指を伸のばして指さした。


「少し手伝ってやろう。だが、しばらく私は出てこれないからな」


　シャノン達が聞いているはずもないが、そう言うと、アーフィは指先を軽く曲げ、そして何かを弾はじくような仕草をした。


　途と端たんに、〈塞壁〉の気泡の動きが変わる。相変わらず波に押し流され、翻ほん弄ろうされているが、全体的な動きとしてみれば、それはある方向へと少しずつ移動を開始した。


「では健けん闘とうを希望する」


　アーフィはそれだけ言って満足したように頷うなずくと、その姿を幻まぼろしのように消しよう滅めつさせる。


　気泡は……そのままゆっくりゆっくりと手近な陸地へ向かい始めた。




　第二章　冒ぼう瀆とく者しや達たちの庭







　島の地下に、巨きよ大だいな岩がん盤ばんを貫つらぬいて縦横無む尽じんに走る坑こう道どうがある。


　果たして全部併あわせればどれだけの長さになるのか、想像もつかない。島に来て日の浅い者が、迷うことも珍めずらしくなかった。そんなに複雑な構造をしているわけではないのだが、延々と続く通路内の、変化に乏とぼしい景色が、そこを通る者の感覚を鈍どん磨まさせるらしい。


　磨みがき上げられた金属筒とうのように滑なめらかなその壁へき面めんには、点々と燭しよく台だいが設置され、曲がり角には簡易の標識も置かれている。要所要所には地上からの光を取り込むための縦穴さえ開かれてはいる。だが……その深しん奥おう部ぶを迷わず歩こうと思えば、やはり簡易の坑道図と手て提さげランプは必ひつ需じゆ品ひんであった。


　迷めい宮きゆうのような地下通路の網あみ。その一いつ端たんに、レナード・ガンヴァスの部屋はある。


「……誰だれだね？」


　扉とびらを叩たたくと、いつもと変わらぬ落ち着いた声が返ってくる。


　もう数え切れないほどに訪おとずれ、慣れているはずなのに、彼の誰すい何かに答えるときは、いつも声が緊きん張ちように震ふるえる。


「……エルフィティーネです」


「どうぞ。鍵かぎはかかっていない」


「……失礼します」


　エルフィティーネはそう言って扉を開いた。


　部屋に入ってまず目にはいるのは、戸口の正面……部屋の奥おくに安置された金属製の物体だ。かなり大きい。全体は戸口よりも大きいことからして、部品を運び込んでから、中で組み立てたのだろう。大人でも中に入れそうな大きさの筒つつが六基、円を描えがくように配置され、その中央には複雑な紋もん様ようを刻んだ球体が置かれている。そして互たがいにそれらは細い金属棒のようなもので繫つながっていた。


　それが部屋の奥に置かれている様は、まるで何かの祭さい壇だんのような趣おもむきがあるが、レナードによるとこれは魔ま法ほうを増強するための仕し掛かけらしい。


　彼は〈拡張器ブースター〉と呼んでいるが、それが具体的にどういう理り屈くつで造られた代しろ物ものなのかは、エルフィティーネには分からない。魔ま法ほうに関する知識がある者ならば、その形状や球体表面の紋様から、多少は理解できるのかもしれないが、この島の魔導士はレナードだけだ。その事実がまた、その鋼はがねの物体を、ある種の神秘的な……理解の及およばぬ異教の祭壇めいた雰ふん囲い気きに見せている。


　その向こうはテラスのようになっており、広大な地下の大空くう洞どうが広がっていた。


　本ほん棚だなや、他の、ごくごく普ふ通つうの調度品などに比べると、その〈拡張器〉とテラスは、見るからに異い彩さいを放っている。だが、それももう見慣れて久しい。彼女がレナードの元に来てからずっと、この部屋はまったくその佇たたずまいを変えていなかった。


「ガンヴァス様……」


　エルフィティーネは、レナードの背中におずおずとした声をかける。


　普段は立場上、彼を名前で呼び捨てにしているが、やはり二人きりの時は敬語を使い、敬けい称しようを付ける。レナードは必要ないと言ってくれるものの、エルフィティーネにとって、彼は初めて会ったときと変わらず敬愛すべき相手であり、むしろ対等にしゃべる方が不自然に感じてしまうのだ。


「どうしたね？　雨の被ひ害がいが思ったより大きかったのか？」


　レナードは振ふり返りながら言った。


　簡素な形の仮面がエルフィティーネを見み据すえる。


　眼めと口にあたる部分に長方形の孔あなをあけただけの、ひどく単純な代物だ。そこに何か意味があるのか、それともないのか、単純過ぎてむしろ判断に苦しむ造形である。


　だが聖者の仮面とは、そうしたものなのかもしれない。


「雨の被害は、それほどひどくはありませんでした。総出で施し設せつの点検に回っていましたし……ですが、そのせいで、ご報告が遅おくれてしまいました」


「報告？　何か深刻なものかね？」


　一いつ瞬しゆんながら、言葉に詰つまるエルフィティーネ。どんな内容であれ、彼の耳に、彼の望まぬ事こと柄がらを伝えるのは、辛つらい。


「……クオートが、街でマウゼルの異教検察官を見たと」


「ふむ……」


　だがレナードは特に驚おどろいた様子を見せなかった。


　これが他の者であれば、激しく取り乱しているだろう。


　今は微び妙みような時期なのだ。もうすぐ十年の歳さい月げつをかけた活動の成果がようやく出る。だが異教検察官の登場は、その全すべてをぶち壊こわしにしてしまう可能性があるのだから。


「いつかは来ると思っていたが……しかし、それは確かに異教検察官だったのかね？」


「正確には、姉のキュフォンが見たという話を、クオートが伝えに戻もどっただけで……」


「キュフォン・スペクトーレか。本人はどうした？」


「クオートによると、異教検察官を葬ほうむるために、何かする積もりだと……」


「馬ば鹿かな……」


　レナードの口調に大きな変化はない。だが、エルフィティーネは自分が叱しつ責せきされたかのように、表情を曇くもらせて顔を伏ふせた。


「早まった事を……その神官が異教検察官だと決まったわけでもあるまい。もしそうだったとしても、たまたま通りがかっただけで、我等の事に気づいていないかもしれないではないか。余計な刺し激げきを与あたえれば、かえって事が露ろ呈ていする危険を増やすのだよ」


「はい。ですが……キュフォンの両親は……」


「それは分かっている。分かっているが、だからこそ我等は感情的な暴力に身を任せるべきではないのだよ」


　レナードの声は淡たん々たんとしている。泣かず、喚わめかず、怒ど鳴ならず……常に冷静沈ちん着ちやくに人々を導く指導者。少なくともエルフィティーネは、レナードが激情を露あらわにした場面を見たことがない。冷れい徹てつではなく冷れい酷こくでもない。感情を充分理解した上で、なお彼はそれに流されず、落ち着いて最善の手を採とる。


「そもそも、マウゼル教の教義自体が間ま違ちがっているとは私は思わない」


　静かで理性的な声だ。だがそれだけに非難の言葉は鋭するどく相手の胸に食い込む。


「魂たましいの救済と、人々の相そう互ご扶ふ助じよを唱えるその理想は、すばらしいと思う。それを信じるのも個人の自由だ。我等が責めるべきは、上層部の進めた、その強ごう引いんな布教と異教排はい斥せきの手段だ。我等は糾きゆう弾だん者しやであって復ふく讐しゆう者しやではない。感情に任せて相手を抹まつ殺さつするなど、一方的に自分たちの都合を押おしつけた、マウゼル教上層部と何ら変わるところはないのだよ」


「分かって……おります」


　少女の震ふるえる肩かたを見て、レナードは小さくため息をついた。


「いや……すまない。エルフィティーネ、君に説教をしてもしょうがないな。キュフォンには後で私が注意しておこう。とはいえ、その神官の動向は探さぐっておく必要があるな。とりあえずは、モスバーグに誰かを遣やって……」


　扉とびらを叩たたく音。


　レナードは会話を中断し、エルフィティーネの肩越ごしに戸口を見る。


「ガンヴァス様！　ガンヴァス様はいらっしゃいますか？」


　戸口からエルフィティーネが身を退けて、扉を開く。


　そこには、一人の中年男が立っていた。どうやら坑こう道どうを走ってきたらしく、かなり息が荒あらい。だが、それでもレナードとエルフィティーネに向けて畏い敬けいを込めた一礼は忘れなかったのは立派と言えよう。


「どうした？　そんなに慌あわてて。被ひ害がいはさほど大きくなかったと……」


「西の崖がけに、難なん破ぱ船せんが……」


「難破船？」


　珍めずらしいことだ。


　モスバーグの船は、千年以上にも渡わたる交易路としての歴史から得られた知識を総動員して造られている。特に牛馬を動力に使う中型以上の船は、よほど河が荒あれるか、船に整備不良でもない限り、難破などまず起きない。また、櫂かいや櫓ろなどを使う人力の小こ舟ぶねは、そもそも雨天には出航しない。


「……生存者は？」


「まだ数までは確かく認にんしていませんが数名……ただ、どうも、その中にマウゼルの神官服を着た者が混じっているようなので……」


　エルフィティーネが驚おどろきに息を呑のむ。だがレナードは落ち着いて大きく頷うなずいて見せた。


「分かった。すぐに向かおう」








〈イノックス号〉は断だん崖がいの一角に引っかかっていた。


　どうやらモスバーグ河の中に点在する島の一つらしい。土ど砂しやが堆たい積せきした中なか州すと異なり、これらの島々は、元々地中に在った巨きよ岩がんが流れにより掘ほり起こされたものだと言われている。その大きさは様々だが、大たい抵ていが水流に削けずられ、その周囲は断崖絶ぜつ壁ぺきとなっているため、人が住むには適していない。普ふ通つうの船着き場が作れないからだ。


　だが……


「う……」


　シャノンは首を振ふって身を起こした。


　どのくらい気絶していたのかは定かでないが……こうして生きているところを見ると、半日と経たっていないようだ。ラクウェルは優ゆう秀しゆうな魔ま導どう士しだが、高い遮しや蔽へい密度の〈塞壁ミズガルズ〉を、そう長時間維い持じする事は、彼女にもできないはずである。


　客室を見回すと、作りつけの長なが椅い子すにラクウェルとパシフィカの姿があった。寝ねかせたのは恐おそらくベルケンスだろう。どこから引っぱり出してきたのか、きちんと毛布もかけられている。


　それでもまずシャノンは二人の息を確かめてから、ようやく安あん堵どのため息をついた。酸欠で死亡……という可能性もあったからだ。魔法とは関係のないパシフィカさえ気絶しているところを見ると、かなり危なかったのかもしれない。


「しかし、都合良く島があったもんだ……」


　つぶやきながら、ベルケンスの姿を探す。


〈イノックス号〉は島を取り囲む断崖絶壁に寄りかかるようにして止まっていた。甲かん板ぱんから船の周囲を見回すと、あちこちに岩がん礁しようが見える。恐おそらく水面直下に散在するそれらに、船体下部の安定翼よくなどが引っかかって、止まっているのだろう。


　だがベルケンスの姿は見えない。代わりにシャノンは妙みようなものを見つけた。


「洞どう窟くつ？　いや……」


〈イノックス号〉の陰かげになるようにして、断だん崖がいの一部に大きな洞窟が口を開いている。


　元々は岩と同色に塗ぬった布や板で出入り口を塞ふさいであったらしいが、〈イノックス号〉の一部が衝しよう突とつして壊こわれたらしい。明らかに人の手になる偽ぎ装そうだ。


「人が……いるのか？　しかし……」


　とりあえずその件は後回しにして、シャノンは船倉に降りた。


　馬車馬たちは怯おびえていたものの、一応無事のようだ。扉とびらと兼けん用ようの跳はね橋が降りており、ベルケンスがそこから出ていったらしいことは分かる。最下層ものぞいてみたが、半ば以上水すい没ぼつした船内には、溺でき死しした牛たちの死体が漂ただよっているだけだった。


「……しかしあいつ、どこへ行った？」


　跳ね橋から外に出て、ようやくシャノンは神官の姿を発見した。


　偽装の壊れて口の開いた、洞窟の中だ。洞窟は一部は浸しん水すいしているのだが、丁度桟さん橋ばしのように岩がん壁ぺきから張り出している部分が、幾いくつか在ある。搬はん入にゆう口ぐちの跳ね橋はその端はしに引っかかっており……ベルケンスはその先に座すわっていた。


　彼の膝ひざの前には、毛布にくるまれた包みが安置されている。


「ベルケンス……？」


　低く、厳おごそかに聞こえてくる声。


「……紡つむがれし日々も今、虚きよ無むに還かえる。されどその魂たましいは死なず、志は我等の内に遺のこる。故ゆえに、今こそ我等、これなる者達を天なるマウゼルの御許に送らん。天よ、その大いなる慈じ愛あいをもって、彼等を受け入れたまえ。己おのれが定めを全うした者達を迎むかえたまえ……っと。おう。気が付いたか。こっちも丁度、一通り終わったとこだ」


　そう言うと、最後にベルケンスはもう一度マウゼル式の聖印を指できって立ち上がる。


　丁てい寧ねいに包まれた二つの包みの中身は見えないが……


　シャノンの視線に気づいて、ベルケンスは照れたように後頭部をかいた。


「そのままにしとくのも、しのびねえしな。さすがに牛の方まで面めん倒どう見る元気はねえが」


「そうしてると神官みたいだな」


「神官だっつーの。後は埋まい葬そうするだけだが……その前に……」


「ああ。ここはどう見ても人工のものだな」


　シャノンは洞どう窟くつを見回しながら言った。


　水みず際ぎわの洞窟といえば鍾しよう乳にゆう洞どうのようなものを連想したシャノンであったが──実際、彼は故郷のマヌーリン近くにあった湖で、鍾乳洞を見たことがある──しかしこの洞窟はそれとは似ても似つかない代しろ物ものであった。洞窟とさえ呼んでいいものかどうか。


　その内ない壁へきは、磨みがき抜ぬかれたように滑なめらかで、継つぎ目が見あたらない。どうやら巨きよ大だいな岩がん盤ばん部分をくりぬいて造られたものらしい。壁かべには幾いくつもの燭しよく台だいが設けられ、桟さん橋ばしのような張り出した部分には、鉄てつ杭くいと、そしてそれに結ゆわえられた小こ舟ぶねも見受けられる。


　いや、それらは桟橋のような……というより、桟橋そのものだ。誰が何のために造ったのかは分からないが、恐おそらくこれは秘密の船着き場なのだ。


「しかし、人工物つっても……」


　ベルケンスはぴたぴたと岩の壁を掌てのひらで叩たたきながら言った。


「何者か知らねえが、どうやったらこんな事ができるんだ？」


「魔ま法ほうだろうな」


「おいおい。こんな岩盤くりぬく魔法なんて知らんぞ」


　場合によっては戦せん闘とう行こう為いにも及およぶ異教検察官は、対魔導士戦の基本知識として、標準的な魔法の種類と効果を知ち悉しつしている。もっとも、彼等自身は魔導士ではないため、応用的な使い方までは考えが及ばないようだが。


「大規模な軍用攻こう性せい魔法の中には、選定した領域をまとめて塵ちりに返してしまうようなものもあるからな。本来は殲せん滅めつ戦に使うんだが、昔は砦とりでとか土ど壕ごうとかを急造するのに、よく使ったって話を聞いたことがある。きちんと岩盤の硬こう度どや、地盤の強度を測って造った代物じゃないから、成功率は低かったそうだが。今じゃどこの国でも使ってないと思う」


「……おめえ、そういう事に詳くわしいな」


　一いつ瞬しゆん、獲え物ものを捕とらえる肉にく食しよく獣じゆうのような眼めでベルケンスがシャノンを見つめる。だがシャノンは平然とその視線を受けた上で、肩かたを竦すくめた。


「死んだ父親が、軍関係者だったからな」


「ほう。攻性魔法も、それで、か」


「……あんたも、言葉通りの閑かん職しよくってわけでもなさそうだが」


「悪い。つい、な。職業病ってもんだ。だが、俺おれが落ちこぼれってのは本当さ。本来は、異教検察官になるはずじゃ、なかったからな」


「へえ……ん？」


　同時に……全くの同時に、シャノンとベルケンスは洞どう窟くつの奥おくを見み据すえていた。共に、近づいてくる多数の気配に気づいたのだろう。


　薄うす闇やみに揺ゆれる、炎ほのおの群れ。


　それが松たい明まつを持った男達たちの姿になるのに、さして時間は必要なかった。人数にしておよそ三十人ほどであろうか。


「やはり、人がいたか……おおい、丁度良かっ……」


　乾かわいた音が、ベルケンスの言葉を遮さえぎった。


「…………」


　視線だけ動かしてシャノンとベルケンスは、二人の間をすり抜ぬけ、〈イノックス号〉の船体に突つき刺ささった矢を眺ながめた。


「何しやがる、いきなり！」


　怒ど鳴なるベルケンスに応じたのは、無数の矢だった。


　素す早ばやい身のこなしで〈イノックス号〉の搬はん入にゆう口ぐちに飛び込む二人。次の瞬しゆん間かん、彼等の立っていた場所を貫つらぬき、矢の群れは〈イノックス号〉の外がい壁へきに突き刺さった。


「……何なんだ、一体……？」


　シャノンは右、ベルケンスは左……それぞれ搬入口脇わきの壁かべに、身を隠かくす。


「ひょっとして、あんたが言ってた『邪じや教きよう集団』の連中じゃないのか？」


「……はあ？」


　と、間の抜けた声を出すところを見ると、職務の事は完全に忘れていたらしい。あるいは邪教集団の話などでたらめだと思っていたのか。どちらにせよ職務怠たい慢まんもいいところだ。


「偶ぐう然ぜん、その邪教集団の隠れ家がに漂ひよう着ちやくしちまったんじゃないのか？　あんた、マウゼルの神官服を着てるだろう。マウゼルの異教検察官は、邪教徒にとっちゃ、敵だしな」


　言われて一瞬、ベルケンスはぽかんと口を開いていたが……次の瞬間、ぽん、と掌てのひらと拳を打ち合わせた。


「おお、なるほど！　そうか。俺の隠れた才能が、俺をこの地に導いたんだな」


「事故だ、きっぱりと言うが」


「ええい、うるせえな。少しは喜ばせろよ」


「喜んでられる状じよう況きようじゃないだろうが。大体、あんたはともかく、俺達が狙ねらわれるいわれはないぞ。とばっちりもいいとこだ」


　そう言う間にも、散発的に矢が打ち込まれてくる。今は〈イノックス号〉が盾たての役目を果たしているからいいが……その内、男達は武器を携たずさえて殺さつ到とうしてくるだろう。


「何を言うか。邪教集団なんてのは、怪あやしげな生いけ贄にえの儀ぎ式しきとか、やばい麻ま薬やくで乱交とかやってる、危険な連中と相場が決まってるんだよ。無関係だろーと何だろーと、おめえらだって見つかったら、〈廃はい棄き王おう女じよ〉様への生け贄として頭からかじられっぞ」


「いくらなんでも、それはないだろ」


「わかんねえじゃねえかよ、なんつっても『邪』教ってくらいだから」


　本気か冗じよう談だんか今ひとつ分からない口調でベルケンスが言う。


「邪じや教きようって勝手に呼んでるのはあんたらマウゼル教の人間だろうが。別にあいつらが自分たちで『僕たち邪教でーす』とか看板あげてるわけでもなし」


「いや、邪教徒ならやりかねん」


「んなわけあるか。あんたも結構、偏へん見けんに満ちてるな」


「おう。たっぷり満ちてるぞ。偏見が無くて宗教屋なんぞやってられるか」


　冗談でも開き直るところが、この男らしい。もっともシャノンも結構、偏見に満ちた考え方をする方なので、他人の事をとやかくは言えないのだが。


「それはともかく、どうするよ？　やるか？」


　懐ふところに手を滑すべり込ませながらベルケンスが言う。そこに武器でも隠かくし持っているのか。


「あんた、神官だろうが。穏おん便びんに話し合うという選せん択たく肢しはないのか？」


「話し合いの余地がありゃあな」


「……まあそうだが」


　シャノンは伝わってくる気配を値ね踏ぶみするように計りながら、言った。


　男達からひしひしと伝わってくるのは強い怒いかりと憎にくしみに裏打ちされた、殺気だ。使命感もあるかもしれない。程度は不明だが、戦せん闘とう訓練を受けている者も混じっているらしく、迂う闊かつにこちらへと踏み込んでくる様子はないのだが……


「一、二、三……素人しろうとじゃないのは七人ってとこだな」


　気配から計ってでもいるのか、それとも動きを見ての判断かはシャノンにも分からないが、ベルケンスが言った。だが伝わってくる殺気闘気の収しゆう斂れん度どからいって、その判断は妥だ当とうだとシャノンも思う。


「……きついな」


　戦闘訓練を受けた兵士七人という数は、シャノンにとってさして恐おそろしい数ではない。要は同時に二人以上の人間と刃やいばを交えなければいいだけのことだ。並んで斬きりかかれないような場所に誘さそい込んだり、敵側の人間そのものが盾たてになるように動いたり……乱戦に持ち込めればしめたものだ。さばき方によっては、十人でも退ける事はできるだろう。


　だが、素人玄人くろうとを問わず、三十人という数はやはり脅きよう威いである。しかもその内の何人かは飛び道具を持っている。〈イノックス号〉をのぞけば、遮しや蔽へい物ぶつになるものもなし。


　これでは、いくらシャノンでも勝ち目はない。魔ま法ほうでも使えば何とかなるが……今、ラクウェルを起こすのはまずい。


「出てこい、マウゼルの犬！　数を背に横暴を通す卑ひ怯きよう者もの共！」


　怒りと憎しみにまみれた声が、投げかけられる。


「大勢で押おし掛かけといて、よく言うぜ」


　ベルケンスのつぶやきは無論相手には届かず、叫さけびはさらに続いた。


「血も涙なみだもないマウゼルの殺し屋共！　出てこい！　死をもって貴様らの罪を償つぐなわせてやる！　出てこい異教検察官！」


　男達の間から、同意の叫びが挙がる。シャノンはベルケンスの方を見て言った。


「……人気者だな」


「うるせえ」


　次の瞬しゆん間かん。


「……どうした、抵てい抗こうしない弱者を火ひ炙あぶりにするしか能がないのか、異教検察官！」


　……と、居い丈たけ高だかに叫ぶ声を、轟ごう音おんが吹ふき飛ばした。


「ぬおっ……!?」


　炎ほのおの柱が高々と洞どう窟くつ内に噴ふき上がる。男達は顔色を変えて立ちすくんだ。


　無論、燃えるものもない石の床ゆか、炎は瞬またたく間に消しよう滅めつしたのだが……男達のすぐ目の前の石床には大きく亀き裂れつが入り、しかも真っ赤に焼けていた。最初に炸さく裂れつする衝しよう撃げきと、単なる炎を越こえた、超ちよう高熱の仕し業わざだ。直撃を受ければ、即そく死しであったろう。


「これは……軍用攻こう性せい魔ま法ほう〈炎杖レーヴアテイン〉……！」


　軍隊経験のあった数人の男達は、その現象の正体に気づいたようだった。


「ラクウェル？」


　シャノンの声に、甲かん板ぱんの上にふらりと姿を現したのは、言うまでもなく彼の双ふた子ごの姉である。ようやく起きたらしい。だが……


「おい、ラクウェル！」


「……んー……」


　とろんとした……いや、いつもとろんとはしているが、いつも以上にとろんとした……眼めつきを、ラクウェルはしていた。


「ラクウェル！　やめろ、今のおまえじゃ、魔法はまずい！」


「まほー……だいじょーぶ……」


　などと言いながらも、彼女が向いてしゃべっているのは、シャノンとは逆方向……洞窟の岩がん壁ぺきだったりする。寝ねぼけているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　こうなると、むしろ脅きよう威いは男達ではなく、ラクウェルだ。


　滅めつ多たにないが──というより滅多にあればシャノン達がたまらないが──ラクウェルは、特に疲ひ労ろうが大きく寝ぼけている時や、酔よっぱらった時などに、魔法を暴発させる事がある。


　無論、普ふ通つうの魔法使いならば、まずあり得ない事だ。魔法の起動には、呪じゆ文もんの詠えい唱しようは無論のこと、意識領域の確保だの、魔導式の展開だのと、明めい瞭りような精神状態でないと困難な作業があるからだ。


　だが、彼女はその全すべてを、ほとんど本能的にやってのける。寝ぼけていてさえも。


　これが、宮きゆう廷てい魔導士団〈ジェイド・サーキット〉屈くつ指しの魔導士であった母さえ、驚きよう愕がくさせた彼女の才能である。何しろ、言葉もまだ舌足らずな三歳さいの時点で、彼女は呪文を詠唱し、魔法を起動してのけたのだから。


　だがこの点が、裏目に出る事もある。


　彼女にとって魔法とは、ほとんど手足を動かすのと変わらない作業なのだ。ほとんど意識の集中もなしに、魔法を起動させる事が出来る。だがそれ故ゆえに、寝ぼけて寝返りを打つのと同じような感覚で魔法を起動させてしまう事があった。


　無論、彼女もその事は自覚していて、普ふ段だんは無意識の内にも、魔法の起動を抑おさえ込んでいるらしいのだが……


「まほう……えーと……其そは天を……焦こがす偉い丈じよう夫ふ……えーと……まといしものは青白き稲いな妻ずま……雷いかずちの荒あらぶる支配者よ…………轟とどろくものよ……戦士の誓ちかいと盟約の元に……」


「やめ……」


　シャノンの様子に、事態がただならぬ事を察したのか、男達も、攻こう撃げきを忘れてラクウェルを見つめている。


「いでよお……とーるう……」


　呪文詠唱終了。魔導式展開完かん了りよう。第一戦術級軍用攻こう性せい魔法……〈武ト雷ー神ル〉起動。


「最悪……」


　シャノンは絶望的な表情で言った。


　ばし！……と光が虚こ空くうに弾はじける。


　呆ぼう然せんと見守る人々の顔に刻まれた影かげが、濃こさを増す。薄うす暗ぐらい洞どう窟くつに突とつ如じよとして生まれた青白い光は、ものすごい速さで走り始めた。飛び、跳はね、折れ、屈くつ曲きよくし、分ぶん裂れつし、そして弧こを描えがき……光の線が、まるで針金細工のように一つの形を形成して行く。


　やがて、その光の線と線の描き出す図形それぞれに、一つ一つ、弾けるような音をたてながら、色しき彩さいがはめ込まれて行く。


　骨格を組み、枠わく組みを組み、表面に板をはめ……と、張りぼての像を創つくり上げる作業を連想させる光景である。ただし光輝かがやく部品はいずれも虚こ空くうから抽ちゆう出しゆつされ、それらを組み上げて行く作業者の姿もない。


　光の造形作業が終了する。


　完成を示すがごとく、一ひと際きわ光は激しさをまし、そして、その後には巨きよ大だいな……身長は普ふ通つう人じんの倍以上あるだろう……禿はげ頭あたまの男が、腕うでなぞ組みながら現れていた。


　上半身裸はだかの、堂々たる体たい軀く。見ているだけで暑苦しくなるような筋肉。ベルケンスも巨漢だが、こちらの光輝く巨漢は、はっきり言って、かなりの誇こ張ちようが利いている。


　やたらと晴れやかな笑えみは、勝利への確信故ゆえか。ただし天井の高さが足りないためか、膝ひざを曲げてしゃがんでいる格かつ好こうは、妙みように間ま抜ぬけだ。


「まさかあれは……〈武ト雷ー神ル〉か！」


　男達の間から、驚きよう愕がくの声があがる。


　無理もない。〈武雷神〉は通常の攻こう性せい魔ま法ほうと違ちがい、制せい御ぎよに仮想精霊を組み込んだ、高度な戦術級攻性魔法である。いわば魔法によって造られる戦術兵器だ。その魔導式は複雑で、並の魔導士には処理しきれないというし、その過か剰じようとも言える破は壊かい力りよくは、敵の厚い防衛線を強行突とつ破ぱする時や、拠きよ点てん攻略など、大規模戦せん闘とうに使うのが基本だ。


　在野の魔導士が寝ねぼけて起動できるようなものではないし、たかが三十人やそこらの相手に使うような魔法でもない。


「ほらー、ちゃんとー、きどーしたでしょー」


　ほわほわと緩ゆるみまくった表情で笑うラクウェル。輝く巨人を指さして、言う。


「かわいー」


『……可愛かわいい？』


　思わず、その場にいたほぼ全員が突つっ込むが、無論、寝ぼけて幼児化した相手に通じるものではない。


　ゆっくりと〈武雷神〉は周囲を見回した。


　じり、と男達が後方に下がる。無論〈武雷神〉の破壊力を恐おそれてのことだろうが……まあ、その外観を見ているだけで近づきたくない雰ふん囲い気きはあった。


　………！


〈武雷神〉は声を出さない。その制御用の仮想精霊に喋しやべるための能力は組み込まれていないからだ。だが……声こそ出さないが、何か雄お叫たけびを放つような仕草をすると、帯電した空気がびりびりと震ふるえた。内包された力を誇ほこるかのように、その巨きよ体たいから青白い蛇へびのような電光が走り出ては、消える。


　そして。


〈武雷神〉はゆっくりと四つん這ばいになると、男達ににじり寄り始めた。巨体のくせに雷の塊かたまりだからか、全く音がしないのが、不気味と言えばひどく不気味である。それ以上に、この状じよう況きようで、やはり笑ったままというのが、どうしようもなく異様だったが。


「逃にげろ！　危ない！　それに接せつ触しよくすると……」


　もう敵も味方もない。焦しよう燥そうに荒あれたシャノンの声が、響ひびく。


「骨も残さず蒸発するぞ！」


　男達は一気に恐きよう慌こう状態に陥おちいった。








　レナードが現場である船着き場のすぐ上……崖がけの上に設けられた地下船着き場への入り口にたどり着いた時、事態はもう混乱の極きわみに達していた。


　わらわらと必死の形相で駆かけ出してくる男達。パシフィカを抱かかえたシャノンや、ラクウェルを抱えたベルケンス……ちなみにラクウェルは再び寝ねていたが……の姿もあったが、いちいちそれぞれを見て確かく認にんしているような場合ではなかった。


　彼等の背後から、〈武ト雷ー神ル〉が姿を現したからだ。


　無論、普ふ通つうの人間用に造られた出入り口は、その輝かがやく巨体がまともに通れるような大きさではない。だが、器用というか何というか、第一戦術級攻こう性せい魔ま法ほうは、ぐにゃぐにゃとその巨きよ体たいを軟なん体たい動物のように曲げて、その狭せまい関門を抜ぬけ出てきた。


「〈武雷神〉だと……？」


　にゅるんと音がしそうな動きで出現したその巨人を見て、レナードもさすがに驚きよう愕がくしたが……彼は他の者達のように慌あわてはしなかった。素す早ばやく両脚あしを開き、右手を挙げて叫さけぶ。


「其そは天を焦こがす偉い丈じよう夫ふ・まといしものは青白き稲いな妻ずま・雷いかずちの荒あらぶる支配者よ・轟とどろくものよ・戦士の誓ちかいと盟約の元に・我は汝なんじを召しよう喚かんす！……出いでよ〈武雷神〉！」


「……え？」


　シャノンが、思わず脚を止めた。


　虚こ空くうが弾はじける音。


　光の線が激しく舞まい踊おどり、次の瞬しゆん間かん、帯電する空気が悲鳴を上げて、輝く巨人を形成する。言うまでもない……レナードの魔法によって起動した、〈武雷神〉である。


　もっともこれは魔導士の力量差なのか、それとも単なる趣しゆ味みの食い違ちがいなのか、レナードの喚よび出した〈武雷神〉は多少、姿が違った。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる大男なのは同じだが、こちらは髭ひげをはやし、蓬ほう髪はつを振ふり乱した姿である。むさ苦しいと言えばどっちもどっちではあったが、恐おそらくこちらが本来の〈武雷神〉であろう。そう思わせるだけの勇ゆう猛もうな雰ふん囲い気きが、こちらの巨人にはあった。


　ラクウェルの〈武雷神〉はレナードの〈武雷神〉を認めると、その動きを止めた。


　…………


　笑え顔がおでにらみ合う二体の輝かがやく巨人。


　寝ぼけたラクウェルが、〈武雷神〉の制御用仮想精霊にどういう命令を入力しているのかはシャノンにも分からないが、通常の〈武雷神〉は、基本行動として、より戦闘力の高い相手を自動追尾して攻撃するように設定されている。武装した人間や、魔導士らしき波動を発している人間、あるいは大型攻城兵器など、脅威の度合いの高い順に、敵を自動選択し、攻撃するのだ。


　そして今。ラクウェルの〈武雷神〉は眼前に立ちはだかる同類を、最大の脅威と判断したらしい。


　男達やシャノン達は、逃にげるのも忘れ、固かた唾ずをのんで二大巨きよ人じんの対たい峙じを見守った。


　二つの強大な破は壊かい力りよくの権ごん化げ。


　その対峙に風さえも脅威を感じるのか、周囲は静せい寂じやくに満ちる……


　暮れなずむ空を背景に、見つめ合う巨人を眺ながめながら……ふとシャノンがつぶやく。


「これで……愛が芽生えたりしたら、嫌いやだな」


　……まあ、そんな事はなかったようだ。


　悠ゆう然ぜんと拳こぶしを構える〈武雷神〉と〈武雷神〉。


　勝負は一撃で決まる……その予感に、人々は思わず息を止めた。


　硝子ガラスのような、静寂。


　その微び妙みようきわまりない均きん衡こうを破ったのは、何だったのか。シャノンにも分からなかった。


　轟ごう……！


　どちらから動いたのかは分からないが……巨人達は猛もう然ぜんと突とつ進しんした。放電が生じ〈武雷神〉達の足あし下もとが燃え上がる。猛もう烈れつな力と力の迸ほとばしりが、周囲の空気さえ震ふるわせる。


　二体の〈武雷神〉は拳を大きく振ふりかぶって打ち出した。


　必殺をその拳に期して、放ち合う一いち撃げき。まるで申し合わせたかのように、全くの同時、雷らい電でんの拳が互たがいの、顔面に食い込み……


　…………


　それでも顔に笑いを刻んだまま、二体の〈武雷神〉は相そう互ごにぶん殴なぐられた体勢で、あっけなく消しよう滅めつする。


　後に残るのは虚きよ無むばかり。そこを空むなしく妙に気まずい風が吹ふき抜ぬけていった。


「……えーと」


　何となく気が抜けて頰ほおを搔かくシャノンの鼻先に、次の瞬しゆん間かん、幾いくつもの剣けんや矢の先せん端たんが突つきつけられた。


「よくも……」


　相当慌あわてていたのか、男達は肩かたで息をしている。当然と言えば当然だが、激しい怒いかりに燃える男達の視線を受けがら、シャノンは一応の弁解を試みた。


「いや、あの筋肉巨きよ人じんに関してはこっちが悪いのは認めるが……」


　言いながら、目を覚ましたパシフィカを降ろしてシャノンは両手を挙げる。


「……んにゃ？　シャノン兄……ここ、どこ？　何？　何がどーなってんの？」


　などとパシフィカが尋たずねるが、正確な事態はシャノンにもよく分からない。振り返ると、眠ねむったままのラクウェルを脇わきに抱かかえた状態で、ベルケンスも数人の男達に剣を突きつけられていた。


「こっちにも悪気があったわけじゃない……って言っても聞いてもらえないんだろうな」


「うるせえ」


　やはり男達は聞く耳を持たなかったが……


「いや、皆みな、武器を下ろしなさい」


　涼すずしげな声が命じた。


　レナードである。思ってもみなかった彼の言葉に、驚おどろき……だが、男達は渋しぶ々しぶながらも従った。彼の声は決して鋭するどくも大きくもないのだが、理性的でよく通る。


「たとえマウゼルの神官であろうと、相手の話も聞かず、一方的に相手を責めるのでは、マウゼルの異教狩がりと変わるまい。我々は獣けものではないのだ。言葉で分かり合えるなら、それに越こした事はない」


　正論にうなだれる男達。


　シャノンは眼めを細めてレナードを……黒い奇き妙みような仮面を帯びた人物を眺ながめた。


　この男が噂うわさの邪じや教きよう集団の教祖か、それに準じる地位の人物らしい。穏おだやかな物もの腰ごしは、邪教の教祖という雰ふん囲い気きではないが、そもそもこの島の連中が邪教徒だと決まったわけではない。マウゼル教に恨うらみを持っているのは確かなようだが。


「さて……問題は君たちだが」


　仮面はシャノン達を振ふり返る。個性のない黒い顔は、笑っているようにも怒おこっているようにも見えた。怒いかりをもって臨のぞめば、怒りを。哀かなしみを持って接すれば哀しみを……完全な無表情は、むしろそれを見る者の意識を映すものだ。


「見たところ、そちらの男性はマウゼルの神官のようだが……君たちは何者だ？　神官のようには見えないが」


「俺達はただの旅人だよ。たまたま同乗した船が難なん破ぱして、ここに流れ着いただけさ」


「ふむ……」


　レナードは仮面の奥おくの眼でシャノン達を凝ぎよう視しする。まっすぐな、それだけにやましさをえぐり出すような視線。だがシャノンは平然とそれを受けた。噓うそは言っていない。全すべてを語ったわけでもないが。


「本当かどうかは、ある程度の時間をかけて調べれば、分かることだな。悪いがそれまでは、多少なりとも不自由な思いをしてもらわねばならん。こちらとしても、都合があってね。余よ所そ者ものを簡単に信用できないのだよ」


「……そういうあんたらは何者なんだ？」


　無ぶ遠えん慮りよな口調に男達が難色を示したが、レナードは片手を挙げてそれを制した。


　そして短い沈ちん黙もく。


　それは躊ちゆう躇ちよではなく、自分の言葉を充じゆう分ぶんに染しみわたらせるためのものだろう。静せい寂じやくは続く言葉を引き立てるものだ。間の取り方に慣れている……とシャノンは感じた。人じん心しん掌しよう握あくの技術に長たけているのだろう。


　やがて、表情を示さぬ黒い仮面は、静かな声で言った。


「……我々は、糾きゆう弾だん者しやだ」








　スレイはルークの妻に託たくされたものを持って、再び彼の執しつ務む室しつを訪おとずれた。


「……何の用だ？」


　書類から顔を上げてルークが尋ねてくる。


　決してごつくはないのだが、どこか鋼鉄の彫ちよう像ぞうを思わせるその顔に、多少の消しよう耗もうの色があるのを見て、むしろスレイは安心した。この超ちよう人じんのような上司も、やはり疲つかれはするのだろう。完全無欠、一種の化け物のような存在よりは、自分と同じく、弱さも脆もろさも持った人間の下で働きたいと思うのが、人情というものだ。


「奥おく様さまが、これを」


　そう言ってスレイは包みを差し出す。どうやら昨日は結局、家に帰っていないらしく、その中身は着き替がえの軍服だった。ちらりと窓の外を観みると、もうかなり暗い。


「奥様が心配しておられましたが。今日も泊とまりですか？」


「かもしれん」


　素っ気なく言ってルークは包みを受け取った。


「少しは減りましたね」


「まだ全体の十分の一も済んでいないがな」


　スレイは気が遠くなった。自分が班長の立場だったら辞職届を書いているところだ。受理されるかどうかは別にしても。


「はっきり言って……早く戦せん闘とう任務でも来ないかと思いませんか？」


「思わん。私は事務処理は嫌きらいではない」


「……そうなんですか？」


「人が死なない」


　簡潔だが、重い言葉だ。ふと、スレイは、この鋼鉄のような上司は、望んで今の地位にいるのではないような気がした。


「さて。ついでだ、すまんがこの書類を零ぜろ番資料室に戻もどしてくれ。機密度四の棚たなだ。鍵かぎはそこにある。今日の鍵番号は四四二七だ」


　部外者の出入りのほとんどないこの〈ブラック・ホーク〉の待機施し設せつ〈ホーク・ネスト〉でも、さすがに機密書類は専用の資料室が用意されている。鍵は四つ設けられ、その内の一つは可変式の特とく殊しゆ錠じようである。毎日設定が変わる番号のボタンを正確に押おさなければ、その機械式鍵が解除されることはない。


「これですね……おっと」


　書類を持ち上げた拍ひよう子しに、スレイは未処理の書類の山を、少し崩くずしてしまった。慌あわてて本来運ぶべき書類を一いつ旦たん置き、崩した書類を戻しにかかる。


「すいません」


　言って書類を積み直しながら、スレイはその中の一枚に目を留めた。


「どうした？」


「あ、いや、マウゼル教渉しよう外がい局きよくの印が入ってますけど……あそことは今、タウルスの街の件で、もめてる最中じゃなかったですか？」


「……日付を見ろ。それは十二年も前のものだ。署名の渉外局長ももう亡なくなっている」


「はあ。昔は合同作戦なんて、とってたんですね」


「私もその書類については、まだ詳くわしくは読んでいないが……元々、マウゼルの異教検察官や渉外局が、王国の危機管理に多大な貢こう献けんをしていた時期があったのは、事実だ。その関係で、軍と共同作戦や共同計画をたてた事も、少なくないと聞く」


「はあ。なるほど。しかし……なんか、危ない感じだな、こいつ……」


　スレイはその書類の端はしに載のっていた人相書きの一つを見て、そう感想を漏もらした。


「見るなとは言わないが、詳しく読みたければ閲えつ覧らん許可を取れ」


「あ、すいません」


　内容に目を通すこともなく、スレイは慌てて書類を戻もどした。


　この出来事は、ただそれだけの事。


　この後、スレイがその書類の閲覧請せい求きゆうを出すことはなかったし、その人相書きの事を思い出すこともなかった。ルークにしてもその書類にきっちりと眼めを通す事になるのは、数か月後の事だ。十数年も前に組まれ、そのまま放置されている計画などよりも、彼には片づけておくべき雑務がたくさんあったからだ。


　だが……


　人相書きは、正面と右横から、一人の人物を描えがいてある。どことなく神経質そうな中年男だ。そして顔の下には男の名前と、素す性じように関する説明の欄らんが付されていた。


　一級魔ま導どう士しレナード・ガンヴァス。


　罪状：大量殺人及および死体損そん壊かい。


　そこには、そう書かれていた。








　部屋は意外に広かった。


　圧あつ迫ぱく感を感じずに済むのは有り難がたかったが、それだけだ。閉じこめられている身で感謝する必要もなかろう。広いというだけで、他ほかには見事に何もない部屋だった。窓は無論、ベッドや椅い子すもない。あるのは出入り口の扉とびらと、拳こぶしほどの通気孔こうが二つ。部屋というよりは箱のような印象がある。


　元々、牢ろうとして作られた部屋ではないらしい。入れられる前に建物を見た限りでは、平屋建ての倉庫のように見えた。シャノンたちが監かん禁きんされているのは、その中の一室である。


　扉とびらに付けられた小窓から外をのぞくと、見張り役の中年男が二人いるのが見える。


　やはり見張り役は見張り役で退たい屈くつなのか、彼等は何やら手作りの戦せん戯ぎ盤ばんと駒こまらしきものを挟はさんで、にらみあっていた。そういう頭脳遊戯の類をたしなまないパシフィカとしては──下手にやろうものなら、そういうのが大好きな姉に、三日三晩付き合わされた上、徹てつ底てい的に叩たたきのめされるからだ──どっちが勝っているのかまでは分からなかったが。


　用を足したくなった時などは、彼等に声をかけるように言われているが、とりあえずパシフィカは限界まで我が慢まんしようと乙おと女め心に誓ちかっていた。


　そういうわけで。


「シャノン兄～」


　拘こう束そくされ、閉じこめられておよそ一日。パシフィカは退屈しまくっていた。


　檻おりの中の動物のようにうろうろと室内を歩き回るが、無論、そんなことで気が紛まぎれるはずもない。しょうがないので彼女とは対照的に、壁かべに背中を預けて静かに座すわっているシャノンににじり寄ると、彼の長い黒くろ髪かみを引っ張ってみた。


　だが、彼は瞑めい目もくしたままで反応がない。寝ねているわけではないようだが……。


「シャノン兄ってば～」


　やはり反応なし。無視を決め込んでいる。


　しょうがないので、パシフィカはシャノンの髪で遊び始めた。引っ張るだけではなく、束ねたり結んだりして、それでいろいろ造ってみたりもする。


「うーん……猫ねこ」


「あ……可愛かわいい」


　隅すみでぼんやりしていたラクウェルも寄ってきて、二人でシャノンの髪をいじくり始める。


「じゃあねえ……はい、蝶ちよう々ちよ」


「それもいいわね」


　お気楽にぱちぱちと拍はく手しゆするラクウェル。調子が出てきたのか、パシフィカはさらに複雑な造形に挑ちよう戦せんする。その一方で、シャノンの頰ほおがぴくぴくと小さく痙けい攣れんしていたりするのだが……パシフィカは気づいていない。どうせ気づいていても構いはしないが。


「うーんと。じゃ、これ。新作、スーピイくん」


「ああああ、可愛いっ……可愛いわ、スーピイくん」


「変則技わざ、カニさんと、タコさん」


「眼めのところの造形に、匠たくみの技を感じるわね。でもちょっとここの辺りが雑かも」


「う。じゃあねえ、これはどうだ！　背泳ぎする亀かめ！」


「まあ、これも可愛いわ。でもこの尻しつ尾ぽの辺りが、もうちょっと……」


「ぬぬ、おのれ。では最終奥おう義ぎ！　踊おどる魔ま鳥ちようデザート・イー……」


「だあああ、やめんか！」


　さすがのシャノンもわめいて立ち上がった。その勢いに弾はじかれるようにして、ころんと床ゆかの上に転がりながら、パシフィカが恨うらめしそうな表情で見上げる。


「ああ、私の最終奥義……」


「折角がんばって造ってたのにねえ」


　本気で残念そうな様子の姉と妹に、シャノンはうんざりした様子で言った。


「おまえらな……何度も言うが、そういうのは自分の髪かみでやれ」


「だって、髪に変な癖くせついたら嫌いやじゃん」


「ねえ」


　うなずきあうパシフィカとラクウェル。


「おまえらは……」


「でもシャノン兄～、やっぱり退たい屈くつだよ～」


　いつになく涙なみだ目めで訴うつたえるパシフィカ。


「うるさいな、おまえは。ちょっとくらいおとなしくしてろ。いい機会なんだから、こう、静かに自分を見つめ直してだな……」


「爺じじむさい……」


　そう言いながらも、パシフィカはシャノンの隣となりに並んで座すわり直した。


「それはそうと……ベルケンスのおっちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな」


　船着き場での騒そう動どうの後、ベルケンスはシャノン達と引き離はなされた。


　レナード・ガンヴァスと名乗った仮面の男の態度からして、すぐに殺したりする積もりはなさそうだが……相手の身元も確かく認にんせずに矢を射い掛かけてくるような連中の良識を期待するほど、シャノンはおめでたい考え方をしていない。


「ま、殺しても死にそうにないけどな、あのおっさんは」


　安心させるようにぽんぽんと妹の頭を叩たたき……それからシャノンはラクウェルの方を振ふり返った。


「ラクウェル……やはり駄だ目めか」


「ええ」


　ラクウェルが頷うなずく。よく見れば、非常に珍めずらしい事だが、この超ちよう一流の魔ま導どう士しの表情に、どことなく憔しよう悴すいしたような色が見える。だが、これは昨日の〈塞壁ミズガルズ〉の疲ひ労ろうが残っているからではなかった。


「探査系の魔法エクスプローラは起動できないわ。通信系も駄目。他は普ふ通つうに起動できるみたいだけど」


　シャノン達がおとなしく捕つかまっているのは、下手に抵てい抗こうして逃にげ回るよりも、その方がゆっくりと事態の把は握あくと対処方法の考案を行えるからだ。そもそも、まだこの島の住人達が敵と決まったわけでもない。何にしても、まず、島の地形と、各種施し設せつの種類、位置を探さぐるのが最初に打つべき手だった。


　だが……いざそれを探るための探査系魔法を起動しようとしても、うまくいかないのだ。


「原因は、不明……か」


「不明というか……幾いくつか理由は考えられるけど、特定できないのよ。特定できないから、対処のしようもないし」


「困ったもんだな」


　そうシャノンが言ってため息をついた時。


「……待たせたね」


　その声と共に扉とびらの鍵かぎが外される。扉を開いて入ってきたのは、レナードであった。


「さしずめ、ベルケンスの拷ごう問もんが一段落ついたってとこか」


　挑ちよう発はつ的てきな響ひびきをたっぷりのせた──探りを入れるためである──シャノンの口調であったが、レナードは小さく首を振ふった。


「程度の低い暴力行こう為いは避さけるように心がけているよ。必要となれば躊躇ためらわないがね」


　シャノン、ラクウェル、パシフィカと順に見回しながら、彼はそう言った。


「まあ、この部屋はお気に召めさなかったようだが」


「退たい屈くつで退屈で死にそう」


　パシフィカの恨うらみがましい言葉に、黒仮面の男は扉の外を指し示した。


「それは申し訳ない事をしたね。散歩でもしながら話すとしようか」


「いいのか？　出したら、いきなりあんたを人質にして暴れるかもしれんぞ？」


　シャノンはちらりと彼の背後に視線を向けながら言った。見張り達が戦せん戯ぎ盤ばんを置いている机に、シャノンの刀が立てかけてある。監かん禁きん前に没ぼつ収しゆうされたのだが……その気になれば飛びついてレナードに突つきつけるのに、瞬まばたき二つ分の時間も必要あるまい。


「〈武ト雷ー神ル〉のような高等攻こう性せい魔ま法ほうを使える魔導士を、この程度の部屋に幽ゆう閉へいできるなどとは思っていないよ。暴れる気ならとっくに暴れているだろう？」


「……なるほど」


　自分も魔導士であるからこそ、ラクウェルの能力をある程度、把は握あくできるのだろう。実際、攻性魔法は問題なく起動できるようなので、出ようと思えばいつでもシャノン達は脱だつ走そうできるのだ。ただし、同様に〈武雷神〉を使えるほどの魔導士であるレナードや、武装した他の者達を全員まとめて蹴け散ちらすのは、難しいだろうが。


「では行こうか。エルフィティーネ様も待っておられる」


「エルフィティーネ？」


「我等が〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の盟主……いや、君たちのような俗ぞく世せの者には、〈廃はい棄き王おう女じよ〉と言った方がいいかね？」


「…………！」


　シャノンは驚おどろくパシフィカの前にさりげなく出て、レナードの視線から彼女を隠かくす。まさかレナードも、目の前の少女が本物の〈廃棄王女〉だとは思わないだろうが。


「〈廃棄王女〉ね……あんなのはただの伝説だと思ってたが」


「伝説か真実か……それは君たち自身の眼めで確かめるといい」


　そう言いながら、レナードは悠ゆう然ぜんと歩き出した。








　邪じや教きよう集団の隠かくれ家が。


　その一語のみをもってこの島〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉を語ると、大きな誤解を招くおそれがある。レナードに連れられて歩く間にシャノンはその事を思い知った。


「規模こそ小さいけれど……」


　隣となりを歩きながらラクウェルも感かん嘆たんしている。


「これは充じゆう分ぶんに一つの街ね……」


　大きな窪くぼ地ちにへばりつくようにして、百以上もの建物がひしめいている。その多くは平屋建ての住居のようだが、中には鍛か冶じ施し設せつや織物工こう房ぼうらしき建物も見受けられた。畑や羊の放牧場さえもある。レナードの話によると、それでもこれは島の施設の全すべてではないという。幾いくつかの施設は、船着き場同様、地下に設けられているのだそうだ。


　とにかく……ある程度の質素倹けん約やくを念頭に置けば、充分に自活できるだけのものが、この島には揃そろっていた。足りないものは、外貨を稼かせいで買ってくるらしい。


　シャノンはむしろ呆あきれたような口調で言う。


「よくもこんな場所に造ったもんだ」


　極論を覚かく悟ごで言えば……〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉は河の中に突つき出た巨きよ大だいな岩である。土ど砂しやの堆たい積せきした中なか州すではなく、河の流れが気の遠くなるような年月をかけて掘ほり出した岩の塊かたまりだ。これに活着性の植物の林を載のせると、大体がこの島の外観になる。


　ちなみに活着性植物とは、土に根付くのではなく、岩いわ肌はだに直接根を這はわせて自らを固定する、強きよう靱じんな種類の事をさす。枯かれた植物からなる腐ふ葉よう土どや、砕くだけた石、風や水が運んできた土砂などがあちこちに積もり、今では普ふ通つうの植物も根付いてはいるが、やはり一番多く見られるのは、こういった活着植物林である。


　この活着植物だけでも充分に島の内部を覆おおい隠かくすが、これに加えて島の地形は盆ぼん地ち状に中央へと向けて傾けい斜しやしている。岸や船から見る限り、この島に八百名余りの人間が暮らす村落があるとは、想像もつくまい。


「……十年だ」


　レナードが窪地の町を見回しながら言った。同行する数人の男達……無論、シャノン達への牽けん制せいだろう……も感かん慨がい深そうな表情を浮うかべる。


「この無人島を見つけ、改造し、家を建て、道を敷しき……ここまでするのに十年かかった」


　十年。それを長いとみるか短いとみるかは、人それぞれだろうが……この村を見る限り、シャノンには短すぎる気さえした。レナードがそれだけ有能だったという事だろうが。


「何のために？」


「言ったろう……糾きゆう弾だんするためだよ」


　レナードは立ち止まって言った。


「そもそも我々〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の母体は、マウゼルの異教狩がりの被ひ害がい者しやが集まってできた集団なのだよ。今でこそ、異教検察官共も大人おとなしいが、かつては危険思想排はい除じよの名の下もとに、公然とマウゼル教による宗教裁判と、公開処しよ刑けいが行われていた」


「……話は聞いたことがある」


「辺境ではつい数年前まで公然と行われていたからな。今でもそういった行こう為いが完全になくなったわけではない。マウゼル教の行っているのは宗教的な独裁だよ。彼等は自分たち以外の宗教を認めない。自分たちが信じるものこそが絶対であり、それ以外のものを信じた人間を、攻こう撃げきし、排はい斥せきする。自分たちが常に絶対的な多数派であり続けるために」


「別に今に始まった事でも、マウゼルに限った事でもないだろ」


　シャノンは冷ややかに言った。


　そうだ。多数者による少数者への弾だん圧あつ……これは何も宗教に限った事ではない。


　現に漂ひよう泊はく民みんと呼ばれる人々……その定義はかなり曖あい昧まいなのだが……に対する迫はく害がいもいまだに根強い。地方によっては異国の血の混じったシャノン達の顔つきを敏びん感かんに見分け、気味悪がったりさえする。


　人間は群をなす生き物だ。


『仲間』をつくる生き物と言い換えてもいい。群を作り、仲間と結束し、同化し、そうして外敵に備える。人間という生き物が生きる上での、それは基本戦略だ。だから多くの人間は、より多数派たる事を指向する。より大きな集団の中に自分を置きたがる。


　だが。


　集団は大きくなればなるほどに、防衛力は高まるが、それ故に内にいる者の危機感も薄れてくる。結束は薄れ、内部に幾つもの新たな群が生じ、それらの反発力で、集団は瓦が解かいの危機を迎える。


　その際に必要となるのが『敵』だ。


　いっそ『生け贄にえ』と言ってもいいだろう。自分たちと異質な存在。相容れない存在。『違う』者達。彼等を弾圧、排はい斥せきする事で、集団は結束力を固める。そもそも『仲間』とは『仲間以外』がいるからこそ、成立する概念なのだから。


　こうして、群を本当に脅おびやかさない程度の『敵』『違う者達』が選び出され、軽けい蔑べつと敵意の対象となる。『違う』点は何でもいい。主義主張だろうと、肌の色だろうと、経済力だろうと、背の高さだろうと。


　つまるところ、いじめっ子と、いじめられっ子……その構図と大差ない。


　いじめる側にいる限り、いじめられる側にはならない。常に自分たちよりも弱い者を見つけ、いじめ続けてさえいれば、自分たちの結束は固まり、自分がいじめられるのを防ぐことが出来る……


「確かにな。よくある話だ」


　レナードは頷うなずいた。


「だが、だからといって虐しいたげられた者達の苦しみや哀かなしみが消えるわけではない。だからといって、マウゼルの行こう為いが許されるべきではない」


「……で？　片かたっ端ぱしからマウゼル信徒を捕つかまえて、復ふく讐しゆうでもするのか？」


「繰くり返すが、我々は復讐者ではない。糾きゆう弾だん者しやだ。マウゼル信徒一人一人に復讐したところで何の意味もなかろう。そうしたいと思っている者もいるようだが……復讐は、何も生まない。我々はただ示すだけだ。我等の怒いかりと哀しみを。それをもってマウゼルの暴ぼう虐ぎやくと、それを黙もく認にんした人々の偽ぎ善ぜんを暴あばき立てる。それが我々の目標だよ」


「…………」


　詭き弁べんだ。そうは思ったが、シャノンは黙だまっていた。彼等に言っても詮せん無ない事である。


「はっきり言ってしまえば、我々は邪じや教きよう徒とではない。マウゼルに対する叛はん逆ぎやくの象しよう徴ちようとして我等は大悪魔ブラウニンの図版を使っているが……悪魔を崇あがめているわけでも、世界の滅めつ亡ぼうを望んでいるわけでもないのだよ」


「〈魔王〉ブラウニン……二十六体のドラゴンを率いる、悪魔の中の悪魔……マウゼル教では邪悪の象徴のように言われていますが、一説には、創世戦争以前……混こん沌とん世界においては〈罪の担にない手〉であり、自由の守護神だったとも言いますね」


　ラクウェルが口を挟はさんだ。伊だ達てに故郷の部屋を本と小物雑貨で埋うめていたわけではない。このシャノンの双ふた子ごの姉は、生活を支える基本常識が時折ごそっと抜ぬけているかと思えば、妙みように博識な部分もあるのだ。


「詳くわしいね」


　レナードの声がわずかに和なごむ。


　シャノンは、レナードの声だけでなく、男達の表情も緩ゆるむのを、視界の端はしに捉とらえていた。


　ブラウニンに関しては、一いつ般ぱんに、マウゼル教の教典にある『悪魔の王』という一語をもってのみ語られる事が多く、それ以外の認識を持つ人間は非常に少ない。主流宗教たるマウゼル教の宗教的見解が、そのまま『常識』としてまかり通っている例である。数の暴力の一種、と見ることもできるだろう。


　故ゆえに……そういったマウゼル教に由来する『常識』から一歩離はなれてブラウニンの存在を定義できるラクウェルに、彼等は親近感を抱いだいたのだろう。少なくともそれはマウゼル教を盲もう信しんしていない証しよう拠こだ。少数派、異い端たん者しやといった者達は、強固な仲間意識から、外部の人間を拒こばむ閉へい鎖さ的てき傾けい向こうを持つ事が多いが、その反面、些さ細さいな事で胸きよう襟きんを開く事も多い。


「〈廃はい棄き王おう女じよ〉を担かつぎ上げてるのも、そのせいか」


「そうだ」


　レナードは大きく頷うなずいた。動作が全体的に芝しば居いがかっているのは、仮面で表情を見せていないことを、補うためなのだろうか……などと、シャノンは考える。


「彼女こそマウゼル教の独善による最大の被ひ害がい者しやだよ。考えてもみたまえ、どんな理由であれ、まだ生まれて間もない赤ん坊ぼうを、殺すなど、畜ちく生しようにも劣おとる行こう為いだ。そんな事が許されていいはずがない。許されるなら、もしマウゼル教が『罪人』と断じれば、誰であろうと弁明の余地なく殺していいという事になる。こんな馬ば鹿かげた、そして恐おそろしい事はない」


「……まあ、それには同意見だが」


　レナードの言葉を、複雑な表情で聞いているパシフィカにちらりと視線を走らせてから、シャノンは改めて黒仮面に向き直った。


「だが、その〈廃棄王女〉が本物だって保証はあるのか？」


　和なごみかけていた男達の表情に敵意の色が幾いく分ぶん戻もどる。自分たちが担かつぎ上げる〈廃棄王女〉の真しん偽ぎを疑われて、嬉うれしいはずがない。はっきりした保証がないからこそ、なおさらに。


「〈廃棄王女〉は生まれて間もなく殺されたと聞いたが？」


「それは表向き……といっていいのかどうかは分からないが……の話だ。現実には彼女を殺すのを忍しのびないと思った第一王おう妃ひエルマイアの手により逃にがされたのだよ」


「なるほど。つじつまは合うな」


　そう言うシャノンの声ににじむ、皮肉な口調に、レナードたちが気付いたかどうか。


　シャノンが知る限り、つじつまが合うどころか、その辺りまでは真実そのままだ。適当にでっち上げた筋書きが、たまたま事実と同じだったのだろう。


　だが……


　間ま違ちがっているのはむしろ自分たちで、本物の〈廃はい棄き王おう女じよ〉はレナードたちの担ぎ上げている少女ではないのか……ふとシャノンは、そんな馬鹿げた事も考えてみる。


　今いま更さら、パシフィカのために故郷を出た事を悔くやみはしないが、むしろ彼女がこれから重ねて行くであろう日々を思うと、シャノンは気が重い。間違いで死んだのでは、彼の父や、事件に巻き込まれて死んだ他の者達はたまったものではないだろうが……それでも彼は妹の事を思うと、全すべてが間違いであってくれたら、と願うときがたまにある。


「それにあの方は時を読める」


「時を、読む？」


「あのお方の眼めは、未来、あるいは過去の出来事を観みる事ができるのだよ。マウゼル教があの方の抹まつ殺さつを望んだのは、その御力を備えていたが故ゆえのことかもしれない」


「マウゼル教のいう〈魔の落とし子スパウン〉……異能力者ピキユリアンですね」


　ラクウェルがつぶやくように言う。


　その時。


「レナード」


　静かな、しかしよく通る声。振ふり返ったレナードは、慇いん懃ぎんに一礼した。


「……エルフィティーネ様」


「その者達ですか、例の異教検察官と共にこの島に流れ着いたというのは」


　侍じ女じよ役らしき娘むすめ二人を左右に従えて、一人の少女が歩いてくる。


　レナードに続いて、他の男達も恭うやうやしく一礼し、地に膝ひざをつく。男達の仕草の中には、形式ではなく本物の畏い敬けいが感じられた。


「あの娘が……？」


　パシフィカがつぶやく。


　同じ年とし頃ごろ。同じ眼の色。同じ髪かみの色。だが同じなのはその三点だけだろう。


　素す直なおに伸のばした癖くせのない金きん髪ぱつや、しっとりと潤うるんだような碧へき眼がんは、少女の物静かな雰ふん囲い気きを強調している。蒼あおいドレスに包まれたその姿は、非常に美しいが、俗ぞくな色気には乏とぼしく、どこか中性的だ。それを清純と評する人間もいるだろう。同時に、どことなく他者が触ふれるのを拒こばむかのような硬かたい物もの腰ごしも、ある種の威い厳げんととれない事もない。
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「あんたが〈廃はい棄き王おう女じよ〉か」


「俗世ではそう呼ばれているようですね」


　少女は怜れい悧りな口調で言った。


　涼すずやかで美しいが、媚こびも妥だ協きようも含ふくまず、ただ当然のように他人を見下ろす者の声。傲ごう慢まんと言うよりは超ちよう然ぜんとした雰囲気。姫ひめ君ぎみの声という一語で人々が思い描えがくのは、こういった声かもしれない。


「……えらい違ちがいだな」


「ほっといてよ」


　ぼそぼそと言い合うシャノンとパシフィカ。


「ですが妾わらわにはエルフィティーネという名があります」


「俺はシャノン・カスールこっちは姉のラクウェル、こっちは妹のパシフィカだ」


　何か言いかけたパシフィカを軽く片手を挙げて見せて制し、シャノンは言った。


　少女はシャノン達の前まで歩いてくると、若じやつ干かんの距きよ離りを置いて止まった。


　シャノンの歩ほ幅はばにしておおよそ五歩。向き合って話すにはやや遠いが、これはこれで計算の上に導き出された、距離なのだろう。息づかいや体温が感じられるような距離であれば、神しん秘ぴ性が薄うすれる。


「…………」


　シャノンはじっとその少女の瞳ひとみをのぞき込む。感情の色がない瞳。だが、揺ゆらいでいるのは、感情そのものが枯かれているのではなく、それを押おし込めている証しよう拠こだ。


　互たがいの瞳の奥おくを探さぐり合うように、視線が絡からむ。


　だがそれも一いつ瞬しゆんだ。エルフィティーネが先に視線を逸そらした。


「あんたに聞くのが一番早いか？　俺達はつまるところ、どうなるんだ？　できれば河岸に……あんたらの言う俗ぞく世せに還かえりたいんだが」


　シャノンの問いそのものを遮さえぎるように、少女と彼の間にレナードが割り込む。


「それは、無理だな」


「……秘密を護まもるため、か」


「そうだ。君たちの口から我々の事が、マウゼル教やラインヴァン王国政府にもれないという保証はない。彼等が我々の存在を知れば、確実につぶしにかかるだろう。少なくとも我等が糾きゆう弾だん者しやとして充じゆう分ぶんな力を得て俗世に帰き還かんするまで、君たちを解放するわけにはいかんのだ……まあ、心配せずとも、そう遠い先の事ではない」


「充分な力……ねえ」


　どの程度の事をレナードが考えているのかはシャノンにも分からないが、それは決して簡単なことではなかろう。まともな手段で……というならいっそ不可能と言ってもいい。


　ダストヴィン大陸世界最古にして最大の宗教であるマウゼル教は、その分派なども含ふくめれば数億人の信徒を擁ようする。神官の数にしても百万人近い。政治的にも経済的にも、武力でさえも、たかだか千人未満の人間が、正面から渡わたり合える存在ではない。


「特に今、我々は活動の節目を迎むかえつつある。余計な邪じや魔まはされたくないのだ」


「いっそ殺したらどうだ？　後あと腐くされがないぞ」


　皮肉な口調に、レナードは首を振ふった。


「それはマウゼル教のやり方と同じだ。必要とあれば我々も戦うし、どうしても相あい容いれない相手なら殺すのもやむなしだろう。だが、他に方法があればそれを採るべきだ」


「ご立派な事だな」


　シャノンは肩かたをすくめて言う。それは逆に言えば他に方法がなければ殺すという意味だ。そして方法のあるなしを判断するのは、シャノンたちではない。


「……分かった。従おう。実を言えば、俺達もマウゼル教には追われてる身だしな」


　小さく首を傾かしげてエルフィティーネが尋たずねてくる。


「異教検察官と一いつ緒しよにいたのではないのですか？」


「あのおっさんは俺達の素す性じようを知らないからな。成り行きで一緒になっただけだ。どうも両親が昔、連中の禁きん忌きに触ふれるようなものを持ち出して来たらしくてな。〈粛清使パージヤース〉に殺されそうになった事もある」


　噓うそは言っていない。もっとも、その持ち出された禁忌が、目の前の少女そのものであるなどとは、エルフィティーネ達には分からないだろうが。


「〈粛清使〉……！」


　その単語は男達やエルフィティーネに少なからず衝しよう撃げきを与あたえたようだ。レナードの表情は無論分からないが、興味は持ったらしい。


　異教検察官に代わるマウゼルの制圧戦力。その存在は以前から噂うわさで囁ささやかれ続けているが、現実に出会った人間はほとんどいない。まして戦って生き延びた人間となると皆かい無むに近い。シャノンとて一人で戦っていれば、殺されていたろう。


「戦って……勝ったのか？　〈粛清使〉に」


「ああ。不意打ちのような手段でだがな。信じる信じないはあんたらの勝手だ」


　シャノンはレナードを振ふり向いた。形式的な盟主はエルフィティーネかもしれないが、やはり実質的な采さい配はいはこの仮面の男がふるっていると見て間ま違ちがいはなかろう。


「だから、俺達としては、むしろここに居ていいってんなら、好都合だ。しかし……マウゼル教上層部も馬ば鹿かの集団じゃない。現に『〈廃はい棄き王おう女じよ〉を巫み女こに据すえた邪じや教きよう集団』の噂も広がっているようだし、ベルケンスが……あの異教検察官が帰き還かんしなければ、いつかはばれる。いや……俺に言わせれば、そもそも十年もばれなかった方が奇き跡せきだ」


「かもしれんな」


　意外にもレナードは頷うなずいた。


「だが、我々はもうすぐマウゼル教に抗こうするための力を手に入れる」


　そう語る声に興奮はない。目標と言うより既すでに定められた予定を語る口調だ。


「そうなれば、彼等も我々には迂う闊かつに手を出せなくなる」


　一いつ瞬しゆん……シャノンは黒い仮面が薄うすい笑えみを浮うかべたように錯さつ覚かくした。








　試ためしに軽く壁かべを叩たたいてみる。


　返ってくるのは予想通り、冷たく硬かたい感かん触しよくだけだ。いくら力自じ慢まんのベルケンスでも、厚さも分からない岩がん壁ぺきに挑いどむほど、愚おろかではなかった。


「ふうむ」


　シャノン達とは別に閉じこめられておよそ一日半。だが彼は異教検察官だからか、あるいは中ちゆう途と半はん端ぱな建物の壁ならぶち抜ぬいて出そうに見えたのか、シャノンたちとは異なり、本物の牢ろう獄ごくらしい岩いわ室むろに入れられていた。


　恐おそらく船着き場と同じ工法で作られた部屋だろう。壁には継つぎ目が一いつ切さいなく、出入り口には鉄てつ格ごう子しがはまっている。鍵かぎはサビが浮ういているが、見るからに頑がん丈じようそうな代しろ物ものだ。


「ま……出る手段はあるが……」


　そうつぶやいてベルケンスは部屋を見回した。


　あるのは蓋ふた付つきの壺つぼが一つだけ。これで用を足せという事らしい。やはりベッドも窓もなく、あまり使っていないのか、空気そのものが澱よどんでいる。


「見張りは……二人、か」


　やはり岩がん盤ばんをくり抜いて造られたらしい通路の向こうに、見張りらしき人間の気配がある。無論、武装しているだろう。倒たおすのは可能だろうが、素す早ばやく制圧しないと他の人間を呼ばれる恐れがある。


「しばらく様子を見るかな」


　狭せま苦くるしい岩室の中で何とか足を伸のばし、ベルケンスは全身の力を抜いた。今すぐ彼をどうこうしようという積もりはないらしい。ならば今は、体力を温存しておくのが得策だ。


　実のところ、昨晩徹てつ夜やで行われた尋じん問もんには、ベルケンスも少し疲つかれた。


　拷ごう問もんでなかっただけましだが、〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の人間は、ベルケンスが異教検察官という事実で、かなり神経質になっていたようだ。彼等は、執しつ拗ように自分たちの存在を、どの程度マウゼル教上層部がつかんでいるのか、あるいはマウゼル教上層部が、今、どういう異教排はい斥せき戦略をとっているのか、聞きだそうとした。


　いくらベルケンスが、異教検察官のほとんどは、今や地方巡めぐりの閑かん職しよくで、別に彼等のことも、噂うわさ以上の事を……少なくとも彼や彼の直属の上役は……つかんでいない、と正直に説明しても、信じない。


　いい加減、説明するのに疲れたベルケンスは、ふと『実は自分たちの事を知ってほしいんじゃねえのか、こいつら？』などと思ったりもした。


　世間から隔かく絶ぜつされた生活をする〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の者達。無論それは彼等が望む目的達成のために、彼等自身が選んだ結果ではあったろう。だが隠かくれれば隠れるほど、世間から離はなれれば離れるほど、寂せき寥りよう感かんというものは、つのる。


　人は人と繫つながる事で自分を確かく認にんする生き物なのだから。


　子供の遊び……隠れんぼみたいなものだろう。発見されてはならない。だが無視され、忘れ去られるのは怖こわい。その矛む盾じゆんを、彼等自身、自覚していないのかもしれなかった。


「迫はく害がいする者とされる者……結局は同じなんだよな」


　ベルケンスはつぶやいた。


　いっそ何もかも同じになってしまえば、問題はないのだろう。誰もが同じ価値観、同じ思考、同じ喜き悦えつでもって生きて行くようになれば、そこに軋あつ轢れきは起こらない。争いは生じず、恐おそらくは恐きよう怖ふや哀かなしみさえもない。人間という種族全体が同じ考え方を共有し、一つの生き物として動けるようになれば……それはそれで幸せかもしれない。


　だが……


「……ん？」


　見張り以外に新しい気配が生じ……しかも近づいてくる。


　薄うす闇やみに慣れた眼めを細めながらそちらを振ふり向くと、燭しよく台だいを持った人ひと影かげが立っていた。


「……よう」


　声をかけられても薬売りの少女……キュフォンの表情は動かなかった。


　ただぼんやりした……しかし硝子ガラス玉のように感情を映さない冷たい眼で、ベルケンスを見つめるだけだ。普ふ通つうの人間なら、その視線の冷たさに……まだ多分に幼さを残す少女が、ここまで冷たい眼をするという事実に、戦せん慄りつしたかもしれない。


　キュフォンは黙だまって鉄てつ格ごう子しに歩み寄ると、小さな盆ぼんに載のせた食事を、少し離はなれた場所に置いた。そのまま立ち上がり、ベルケンスを眺ながめる。


「そんなところに置かれたら喰くえねえよ」


「あんたなんかそこで餓うえ死じねばいいのよ、薄うす汚ぎたないマウゼルの犬」


　表情そのものはぼんやりしたまま、声だけが淡たん々たんと岩いわ室むろに響ひびく。


　憎にくんで憎んで憎しみ抜ぬいて……感情というよりも人格の一部にさえなった憎ぞう悪おが出す声だ。硝子のように冷たく、硬かたく……そして鋭するどい。


「えらい言われようだな、おい」


　案外慣れているのか、ベルケンスは特に態度を変えなかった。


「……船の牛に薬を盛ったのは、おめえか？」


　キュフォンは無表情に頷うなずいた。


「売り物を二十人分も使ったのに……しぶとく生きてたのね。残念だわ」


「えらくマウゼルの神官が嫌きらいみたいだな」


「……父さんも母さんもあんた達に殺されたわ」


「異教狩がり、か」


「そうよ」


　キュフォンは冷たい憎悪に声を染めながら言った。


　父が、母が殺された時の事は覚えている。はっきりと覚えている。忘れようがない。母の胎たい内ないには、彼女の二人目の弟か、あるいは初めての妹になるはずだった子もいたはずだ。


　彼女の家族。


　クオートを除く彼等は、十年前、焼かれて灰になった。たまたま住んでいた村に邪じや教きよう徒とが発見され……そしてその邪教徒と両親が親しくしていた、ただそれだけの理由で、生きたまま焼かれたのだ。


『悪の色に染まりし者どもを放置してはおけん』


　泣きながら『やめて』とすがる幼い姉弟。だが異教検察官は彼等を、容よう赦しやなく蹴けり離はなした。


『おお。喜べ、民草よ。ここに邪悪の種は焼き払はらわれた！』


　両親の絶ぜつ叫きようを天上の音楽のように聞きながら、異教検察官は恍こう惚こつと叫さけんだ。


　……『あの人達がねえ』『邪教徒だったなんてねえ』『人は見かけによらないな。ああ、怖こわい怖い』『子供は焼かないのかな』『一いつ緒しよに殺してしまえばいいのに』『なあ。邪教徒の子供なんて気味悪くて。俺は引き取るの嫌いやだよ』『そこはやはりマウゼルの神官様だよなあ。悪でも子供は殺さないってか。慈じ悲ひ深いよな』……


　人々はそう言って頷きあった。


　マウゼル教の異教検察官が、昔、辺境で多発する異い端たん宗教による残ざん虐ぎやく事じ件けんの解決に多大な貢こう献けんをしたのは、動かしようのない事実だった。国境の問題があって、大陸規模で罪人を追えない官かん吏りと異なり、異教検察官はどの国でもマウゼル教の神官として、出入り自由だったからである。


　だから、大多数の人々は、そして異教検察官たち自身も、いつしか、異教検察官そのものが正義だと考えるようになっていた。彼等が正義を行っているのではなく、彼等は正義の塊かたまりであり、彼等の行いが即すなわち、正義そのものだと。


　異教検察官が現れ、誰かが火あぶりになり、あるいは縛しばり首にされ……そしてもはや反論もできなくなった者達の亡なき骸がらを見て人々は満足するのだ。『正義は行われた』と。


　所しよ詮せん、人々の求める正義は、その程度のものだった。ただ一時の不安を忘れ、自己の正当性を確かく認にんするための……精神衛生に役立てるために行われる、お祭りにすぎなかった。


「私達は忘れない。あんたたちのした事を。あんたたちを許さない。絶対に、殺してやる。生きたまま焼いてやる。泣き叫んで、許してくれって言っても、ゆっくり、焼いてやる」


「そのためなら手段は選ばないってか」


　ベルケンスは静かに言った。彼が異教検察官になった時には、その異教狩がりの暴走は収まった後であったが……無論、そんな事は、この少女には何の関係もないだろう。


「おめえのせいで、あの船の、船頭の爺じいさんと助手は死んだぞ。マウゼル信徒でもないあの三姉兄妹も死ぬところだった」


「それがどうしたの」


　キュフォンの表情に変化はない。


「マウゼル教信徒は許さない。でも、マウゼル教をそのまま放ほうっておいてる奴やつらも同じよ。そんな奴ら、何人死んだって知った事じゃないわ」


　少女ははっきりと断言する。


　……駄だ目めだ……と、ベルケンスは内心、うめいた。


　もうこの少女は完全に壊こわれている。もうどんな言葉も彼女の心には届かないだろう。正常にものを考える力そのものが壊れているのだから。


　この島にいる者達全員がそうとは限らないが……もし、彼等が言葉通りの行こう為いを実行しようとするなら、ベルケンスは職務としても人間としても、彼等を止めねばならない。そして言葉の通じない彼等を止めるという事は、即すなわち、殺すという事だった。


（どうして人間はこう……馬ば鹿かなんだろうな）


　ベルケンスは目の前の少女を眺ながめながら苛いら立だたしげに思った。


　この少女だけではない。皆みながどうしようもない位に馬鹿だ。自分も、マウゼル教信徒達も、誰もかも。


　他人が自分と違ちがっていたってかまわないではないか。それぞれの心にある正義が違っていても、いいではないか。どうしてそれを他人に押おしつけようとするのか。どうして自分の正義のために他人を踏ふみつけて省かえりみないのか。どうして自分と同じでない者を恐おそれ、排はい斥せきしようとするのか。どうして皆同じでなくてはならないのか……


『汝なんじ等らは一つ』


　そんな言葉が脳のう裏りによみがえる。


『ひとつになるのだ。信しん仰こうは、裏切りも背約もない全まつたき絆きずなとなりて、汝等を結ぶ』


　それを信じていた時期がベルケンスにもあった。一人になるのが怖こわくて、怖くて、どうしようもなかった時があった。


　だが……結局、彼は仲間達と一つになれなかった。違うという事、個性、それを消すことができなかった。皆と全く同じになって、一つになること……結局それは、孤こ独どくでいるのと変わらないのではないのか、と思ってしまったのだ。


　だから彼は落ちこぼれた。だが、今はそれでいいと思っている。


「マウゼルに組みする者、それを容よう認にんする者全て敵、か。勝ち目なんてねえぞ」


「そんな事はないわ」


　そして……キュフォンは薄うすく笑う。


　初めて見る少女の表情。


「そんな事はないのよ……」


　それはベルケンスさえ寒気を覚えるような、陰いん湿しつで凄せい惨さんな笑え顔がおであった。




　第三章　二人の廃はい棄き王おう女じよ







　夢を観みるのは嫌きらいだ。


　眠ねむりの中で緩ゆるんだ彼女の心は、起きている間は何とか抑おさえられる能力を、勝手に解放してしまう。起きているときは、意識を集中することでその幻げん想そうから逃のがれる事もできるが、眠っている間は、自分をつなぎ止めるべき『現実』の認にん識しきが甘あまくなるため、そこから……不幸の幻想から、逃れる事が出来なくなるのだ。


　死し滅めつ。破は壊かい。崩ほう落らく。その主役が人であるか、物であるか、あるいはもっと抽ちゆう象しよう的てきな何かであるかは決まっていないが、『観える』のはいつも不幸な光景だけだ。


　素す敵てきなものが見えたらどんなにいいかとは思った。たとえば人々の優やさしい笑え顔がおとか。だが、そんなものが見えた試ためしはない。それが彼女の周囲には不幸しかないせいなのか、それともその能力がそういったものだけを選せん択たく的に拾ってくるのかは分からないが。


　そして今……


（……嫌いや……）


　彼女は見せつけられる映像にもだえた。


（嫌。そんなの観たくない。そんなのあるはずがない。観るのは嫌。考えるのも嫌。観たくないの……）


　それは笑顔であった。笑顔であったが……とてもとても嫌な笑顔であった。陰いん惨さんな憎ぞう悪おと、壊こわれた恐きよう怖ふをごちゃ混ぜにして塗ぬりたくったような、そんな笑顔。


　仮面の下の……素す顔がお。


（やめて。やめて。やめてっ……！　あの人はそんな顔しない。絶対しないっ。あの人はいつも優しくて……）


　だがその顔は笑っていた。ずっとずっと、彼女のそんな苦しみをあざけるかのように、その顔は笑い続けていたのだった。








　のんびりとした歩調で島の中を歩きながら……ラクウェルは悩なやんでいた。


　魔ま法ほうが起動できない。


　正確には一部の魔法が起動できない。攻こう性せい魔法は〈武ト雷ー神ル〉の例を見るまでもなく、起動可能なのだが、探査系の魔法と通信系の魔法が起動できないのだ。


　脳のう裏りに描えがくべき魔導式は何度も確かく認にんした。間ま違ちがいはない。ただ、自分の内にあるそれを外の世界とつないで、効果を具現化する事ができない。つなぐまではうまくいくのだが、そこから先に魔法起動の手順が進まない。


　可能性はいくつか考えられる。


「〈禁法地帯エラーフイールド〉というわけでもなさそうだけど……」


　昔、母から聞いた話では、ごくたまに、魔法の起動を許さない土地があるのだという。　元々、魔法とは時間的、空間的に限定された、世界そのものへの干かん渉しようである。


　魔導式という、いわば裏道を使って、揺ゆらぐはずのないものを揺らがせる。自分の意志や思考を現実の界面に引き出す……それが魔法だ。


　だが、揺らぎは所しよ詮せん、揺らぎ。世界はそれを速すみやかに修正しようとする。精神拘こう束そくなどの魔法は別として、物理的な効果を示す魔法が、長時間に渡わたって継けい続ぞくし得ないのは、そのためである。効果が大きな魔法ほど世界からの反作用も大きく、それに抗こうするために安定、増ぞう幅ふく、修正の魔導式が追加され、全体の魔導式は非常に複雑で大きなものになって行く。


　だが、希まれに、そういった揺らぎの発生する余地が非常に小さい場所といったものがある。


　魔法の干渉を受け付けない場所。これを魔導士たちは〈禁法地帯〉と呼んでいる。


　もっとも、〈禁法地帯〉が確認された例はそう多くない。宮きゆう廷てい魔導士であった母キャロルも、実際に訪おとずれた事はないと言っていた。


「そうすると……うーん」


　他に考えられるのは、ラクウェル自身の能力に関する、突とつ発ぱつ的な不調か……あるいは、能動的な妨ぼう害がいかだ。


　だが、魔ま導どう士しそのものを制圧するのでもない限り、魔法は魔法でしか妨害できない。そして前記のように魔法は時間的に非常に限定されたものだ。長時間持続的作用する事はない。たとえば、警けい戒かい用結界魔法〈楽園アスガルド〉のように、長時間持続するように見える魔法も、実際には同様の魔導式を相そう互ご補完的に連続起動させることで、成り立っているのだ。


　つまり……ラクウェルに限らず、いつ、誰だれが起動するかも分からない探査系魔法、通信系魔法から、この島を恒こう常じよう的に隔かく離りしたければ、休むことなく妨害用の魔法を起動し続けなければならないのだ。


　だが……それが可能な数の魔導士がこの島にいるとは思えない。


「でもまさかねえ……」


「おお、おねーちゃん。どうした、朝早くから、散歩か？」


　掛かけられた声に振ふり向くと、建ち並ぶ倉庫の前で、数人の男達が仕事の手を休め、こちらに笑え顔がおを向けていた。どうやら配給用の食料を倉庫から搬はん出しゆつしているらしい。


「ええ、まあ」


　島に滞たい在ざいして四日目。とりあえずする事のないシャノン達たちは、それぞれ適当に島の中を散歩して回っていた。無論、単なる暇ひまつぶしではなく、いざという時のために島の地形と、主要施し設せつの位置を把は握あくしておく必要があるからだ。


　適当に話を合わせはしたが……シャノン達はこの島にずっと住むつもりはない。可能な限り早くにこの島を出て行くと、彼等三人は決めていた。


　無論、この島に留とどまるのも一つの選せん択たくではある。


　だが、一つの場所に留まることの危険は、もう嫌いやと言うほどシャノン達の身に沁しみていた。一か月前、タウルスで起こった騒そう動どうの記き憶おくは薄うすれていない。パシフィカなどは今でも三日に一度は悪夢にうなされている。


　だからもう、どんな場所にも必要以上の長居はしない。そう決めていた。


　もっともその理由を話しても、レナードたちが納なつ得とくしてくれるとは思えない。あまりにも常識はずれの出来事であったし、その事を話せば、〈廃はい棄き王おう女じよ〉の件にも話が及およぶ。


　だからシャノン達は黙だまって島を脱だつ出しゆつする考えを固めていたのだ。


　そういったシャノン達の思おも惑わくなど、想像もしないのか、それとも分かって好きにさせているのか……一応の監かん視しはついているようだが、レナードは島の中を歩き回るシャノン達に何ら干かん渉しようしてこない。


「連れの二人はどうしたんだ？」


「パシフィカとシャノンも散歩に出ているようですけれど。あの二人の散歩は、私とはちょっと違ちがいますから」


　河を渡わたったり、崖がけを上ったり、谷に降りたり……故郷のマヌーリンの側そばにはそういったややこしい地形がたくさんあり、シャノンもパシフィカもそういった場所を遊び場所として育っている。このため、彼等のいう散歩は一いつ般ぱん的な意味よりもかなり体力的に、厳しい。


　物心ついた頃ころから魔ま法ほうと読書と小物集めが趣しゆ味みだったラクウェルには、少々荷が重い散歩ではあった。


「暇ひまですし、何かお手伝いいたしましょうか？」


　そう申し出ると、男達は露ろ骨こつに嬉き々きとした表情を浮うかべた。初老の者が多いが、やはり若い娘むすめと喋しやべるのは楽しいのだろう。


「そうかあ？　いや悪いなあ。じゃ、ちょっと茶でも淹いれてきてくれないか。道具と茶の葉は、そこの小屋にあるからさ」


「はい」


　頷うなずいて、ラクウェルは指さされた小屋に向かった。








　目が覚めると全身にびっしょり汗あせをかいていた。


　最近はいつもこうだ。朝が来たから、というよりも気持ち悪さで目が覚める。


「はふっ……」


　ベッドから降りて、ため息を一つ。そして、エルフィティーネは身なりを整えながら部屋を出た。彼女は〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の旗はた頭がしらであり、島民達の統合の象しよう徴ちようだ。いい加減な格かつ好こうでうろつくわけにはいかない。


　無論、普ふ段だんから集会の時に着るような蒼あおいドレスを着ているわけではなく、今のようにただ朝の沐もく浴よくに出るだけの場合は、白のワンピースを着る。もっとも、それとて、他の島民達が着ている、島の裁さい縫ほう所じよで作られたものに比べると、別世界の衣い装しようではあった。


「エルフィティーネ様」


　彼女に気づいた侍じ女じよ役の島民が一礼する。エルフィティーネよりも二つか三つ年上の女性。友達づきあいも出来る程度の差だが……その態度は、安易な接せつ触しよくを許さないほどに、徹てつ底ていした丁てい寧ねいさが張り付いている。


「おはようございます」


　鷹おう揚ように頷いてみせるが、うまく王女の役を演じられているのかどうかは自信がない。元元、気弱な性格なのだ。もうこの役を演じ始めて六年になるが、いまだにエルフィティーネは慣れないでいる。


　元々庶しよ民みんの家に生まれ、庶民として生きてきた八年間。そしてレナードに拾われ、各地を巡めぐる彼と共に旅した一年間。どこをどう取り出してみても、『王女』などという存在との接点はない。彼女にとって、王女とは、神や悪あく魔まと同義語である。いずれも、彼女には想像する以外に眼めにする事もできないほど、遠い存在だった。


　だから、エルフィティーネは〈廃はい棄き王おう女じよ〉というものをどのように演じたら正しいのか、よく分からない。分からないなりに、レナードの指導と、人々の反応を頼たよりに、何とかこなして今日まで来た。


　もっとも、生まれる前から『邪じや悪あく』と断じられ、生まれてすぐに文字通り『廃棄』されたはずの〈廃棄王女〉が、王女としての教育を受けていたはずもない。多少ぎこちなくても問題はなかろうが。


「沐浴でございますか」


　もう一度、無言でうなずき、エルフィティーネは家を出た。下手に声を出すよりも、こちらの方が楽だし、威い厳げんもあるような気がする。


　家の裏から細く伸のびている道。


　そこを一人歩きながら、エルフィティーネはもう一度、ため息をついた。ここなら人は来ない。沐浴のための小さな泉は、彼女の専用で、他の者がこの場に近づくことは許されていないのだ。無論、許されても安易に近づく者はいないだろう。〈廃棄王女〉という『設定』のおかげだ。


　ついつい出るため息を何度も重ねながら、泉のほとりにたどり着く。エルフィティーネはいつものように服を脱ぬいで丁てい寧ねいに畳たたむと、一糸まとわぬ姿で、水に足を踏ふみ入れた。


　まだ少々水は冷たい。


　だが肌はだに食い込むような冷たさが、彼女の身を引き締しめてくれる。眠ねむ気けは完全に飛んだ。


　素す肌はだを包む清水の感かん触しよく。ここではまとっていたものを全すべて脱ぎ捨て、生まれたままの自分に戻もどる。戻れる。服も、そして〈廃棄王女〉の役も、帯びる必要はない。


　それが何となく嬉うれしかった。


　くだらない感傷かもしれない。〈廃棄王女〉を演じる事で、レナードの役に立つのは嬉しい。だが、時折、こうして自分というものを確かく認にんしないと、エルフィティーネ自身さえ、自分が誰で、何者なのか、分からなくなる時があった。


「私は……」


　……不意に。


　がさりと泉の側そばの低木が揺ゆれた。


「…………」


　エルフィティーネは慌あわてなかった。島民が来ることはまずないが、鳥や、動物が迷い込んでくる事はたまにある。


　だが……


「ありゃ？」


　出てきたのは、エルフィティーネと同じ、金色の髪かみに包まれた、頭であった。


　続いてやはり彼女と同じ、蒼あおい瞳ひとみ。ただし、共通点はそれだけ。


　あっけらかんとした、その猫ねこのような表情には、見覚えがあった。


「あなたは……」


　驚おどろいて立ちつくすエルフィティーネ。


　だが闖ちん入にゆう者しやの少女は特に悪びれた風もなく、人差し指で自分の頰ほおをかいた。


「変なとこに出ちゃったな。えーと。エ、エ……エーケイディアさん、だっけ？」


「エルフィティーネ、です」


「あー、ごめん。私、人の名前覚えるの苦手なのよね」


　屈くつ託たくのない笑え顔がおで少女が謝あやまる。


「エルフィティーネ、エルフィティーネ、えるふてぃ、痛て」


　舌を嚙かんだらしい。その後も何度か少女はエルフィティーネの名前を繰くり返す。


「エ、ル、フィ、ティー、ネ、と。よし、覚えた」


　頷うなずく動作が妙みように子供っぽい。思わず笑うエルフィティーネに、少女は顔をしかめた。


「む……笑ったわね」


「ご、ごめんなさい、別にその、あの、馬ば鹿かにしたとかではなくて……」


「まあ、いいけど。エルフィティーネさんもそんな風に笑えるんだ」


　言われて初めて、エルフィティーネは自分が〈廃はい棄き王おう女じよ〉の『仮面』をかぶり忘れているのに気付いた。


「！……あ、あの、私……」


「私ね、パシフィカっていうの」


　機先を制するような形で、少女……パシフィカが言う。エルフィティーネは、それを無視してまで自分の言葉を続けられるような性格ではなかった。


「パシフィカさん……」


「さん付けはいらないよ。その代わり私も省いていい？」


「え、ええ」


「ごめん、沐もく浴よくの邪じや魔ましちゃったみたいね。あちこち歩き回ってたら、迷っちゃってさ」


「はあ……」


「でも綺き麗れいな泉ね。誰もいないって事は、ひょっとしてエルフィティーネ専用？」


「そうです……」


「そっか。すごいねえ」


　うらやましそうに言うパシフィカ。ふと、エルフィティーネは、友達のおやつを、指をくわえて見つめる子供を連想した。


「……入ります？」


　どうしてそんな事を言ったのか、エルフィティーネは自分でも分からなかった。


　自分だけの場所。自分に戻もどれる場所。


　レナードの前ですら、彼女は聞き分けの良い娘むすめを演じてしまうところがある。だから、ここは、彼女が本来の自分に戻れる、唯ゆい一いつの場所でもあった。


　だが……そこに誰もいないということは、誰も彼女の本来の自分を知らないという事だ。本来の自分に戻っても、誰も自分を見てはくれない。誰もそれを認にん識しきしないなら……本当の自分などというものは、もうどこにも存在しないのではないか？


　そんな……不安。


　彼女は、誰かに知っておいてほしかったのだ。〈廃はい棄き王おう女じよ〉ではない、ごくごく普ふ通つうの少女としての自分を。


「いいの？　本当？」


　露ろ骨こつに嬉うれしそうに言うパシフィカ。エルフィティーネは微び笑しようしながら頷うなずいた。


「え、ええ。どうせ、ここには私一人しかいませんし、他の人たちはここには……」


　来ない、という言葉を、物音が遮さえぎった。


　そして続くのは……やたらと面めん倒どうくさそうな声である。


「おい、パシフィカ、あんまり勝手にうろつき回ると、見張りの連中がうるさ……」


　次の瞬しゆん間かん……妹と同様に潅かん木ぼくをかき分けて現れたのは、言うまでもなくシャノンである。


　何気なく顔を上げて、そして絶句。


『…………』


　三人の間に、短いながらも沈ちん黙もくが横たわった。


　潅木をかきわけた姿勢のまま硬こう直ちよくするシャノン。


　兄を振ふり返り、眼めを見開いて固まっているパシフィカ。


　そして、一糸まとわぬ姿のまま、呆ぼう然ぜんと立ちつくすエルフィティーネ。


　そのまま、時がちょっとだけ流れる。




[image: ]


　……結局、一番早く我に返って行動に出たのは、シャノンだった。彼はぽん、と妹の頭を叩たたくと、くるりと回れ右をして、潅木の中に戻もどる。


「後は、任せる。さらば」


「ん。分かった……って、ちょっと待てい！」


　言いながら、パシフィカはそそくさと逃にげの態勢に入った兄を追った。黒い外がい套とうの背中に飛びつくと、その長い髪かみを引っ張りながらパシフィカは怒ど鳴なる。


「こおの、むっつりスケベ！　天が、地が、ラクウェル姉が許しても、私が許さん！」


「ちょ、ちょっと待て、これは……」


　さすがのシャノンも動どう揺よう気味らしい。唐とう突とつな遭そう遇ぐうに真っ白になった脳のう裏りで、エルフィティーネは、外見に似合わず、純情な人なのかもしれない、などとぼんやり考えていた。


「のぞきは犯罪よ、犯罪！　赦ゆるすべからざる大罪よっ！」


「離はなせ！　こら！　おい！」


「つべこべ言うなあっ！　こーゆー時、男は黙だまって制裁を受けるだけの度量が必要よっ！」


「事故だ事故、不ふ可か抗こう力りよくだ、故意ではない！　情状酌しやく量りようを要求するぞ、俺おれは！」


「やかましいっ！　乙おと女めの柔やわ肌はだ、安くないわよ！」


「ええい、大体怒おこるのは、おまえじゃないだろが！」


「つべこべ言わないで、素す直なおに粛しゆく清せいされい！」


　逃にげようとするシャノンと、それにしがみついて糾きゆう弾だんするパシフィカ。しかしながらさすがに体格の差か、喚わめき合う二人の声は、次し第だいに遠ざかって行く。


　そして。


　エルフィティーネが我に返り、思い出したように悲鳴を上げたのは、彼等の姿が完全に消えてからであった。








「ほうほう、大変だねえ、おねーちゃんも」


「ええ、大変なんですよ……」


　初老の男達と、倉庫の側そばで茶などすすりながら、ラクウェルはのんびりと言った。男達の平均年ねん齢れいとは、三十歳さいほども差のある彼女だが、違い和わ感かんなく馴な染じんでいるのは、すごいと言えばすごい。年寄りと子供の相手は得意なラクウェルであった。


「しかし何でまた、マウゼル教の連中に追われるような事に？」


「ええ、ちょっと……」


　さすがにこれは言葉を濁にごす。実は本当の〈廃はい棄き王おう女じよ〉は私たちの妹で、あなた達のところにいるのは偽にせ者ものなんですよ、とは言えない。


「ま、ここにいる限りは、安全だよ」


「マウゼル信徒の馬ば鹿か共なんざ、ここは見つけられないさ」


「ははははは」


　などと朗ほがらかに男達は笑う。その姿はごく普ふ通つうの人々であった。


　彼等とて、かつては平へい凡ぼんに暮らしていた時代もあったのだろう。ずっと続くと思っていた日常を奪うばわれる事のつらさは、ラクウェルにも分かる。とてもよく、分かる。


　だが……


「でも、魔ま法ほうを使えば、見つけられるかもしれませんよ」


「マウゼル教の連中が魔法を使うわけねえだろ？」


　マウゼル教は公式には魔法を認めていない。


　そもそも主神マウゼルの創造したこの世界は完かん璧ぺきにして絶対……矮わい小しような人間ごときが干かん渉しようする余地などあるはずがない、というのが彼等の主張である。全能たる神の創つくり出した完璧な世界の在あり方に、人が手を加えることは冒ぼう瀆とくであり、それを許すような不完全な行こう為いを神がなさるはずはない……という理り屈くつだ。


　だが現実に魔法は存在する。


　それは『魔』法だからだ。創造神マウゼルとの戦いに破れた〈魔王〉ブラウニンが、死に際ぎわにこの世界にかけた呪のろい……それこそが世界の揺ゆらぎであり、魔法の源だという。


　理屈はともかく……各国の政府との兼かね合いもあって、魔法とそれを扱あつかう人々を排はい斥せきするような主張はしていないが、マウゼル教の熱心な信徒や神官達の多くは、魔法を必要悪のようなものと捉とらえている。


　ただし、それはあくまで表向きのことである。


　この便利極きわまりない技術をマウゼル教が無視するわけがない。実際、聖地グレンデルにて〈託たく宣せん〉を拝受する神官達の訓練は基本的に魔導士のそれに準じるし、〈贖罪者アテネータース〉と呼ばれる非公式の魔法技官もマウゼル教には存在する。


「でも、王国軍に見つけられたら、そのままマウゼル教にも知られる事になりますよ」


「大だい丈じよう夫ぶ！　そうならないように、ガンヴァス様がいつも魔法封ふうじの魔法を、島にかけてくださってるよ。たった一人で、大したもんだよなあ、あのお方は」


　そう言って男達は頷うなずきあった。


「…………」


　ラクウェルは黙もつ考こうした。


　あり得ない。一人でなど絶対に不可能だ。この島を覆おおうだけの妨ぼう害がい魔ま法ほうを起動し続けるためには、交代要員も含ふくめて、最低でも正式な訓練を受けた魔導士が、五人は必要だ。だがこの一両日、それとなく探さぐりは入れてみたが、レナードの他ほかに魔導士らしき人物の姿などどこにもなかった。


「まさか……」


　ラクウェルは、眉まゆをひそめた。


　一つ思い当たる方法がある。それなら魔導士一人で妨害魔法を起動し続ける事も不可能ではない。概がい念ねんとしてはラクウェルも知っているし、やろうと思えば出来るだろう。


「ん？　もう行くのかい？」


　立ち上がったラクウェルに、男達は名残なごり惜おしそうな視線を向ける。


「お仕事のお邪じや魔まばっかりしてもいけませんし……それに、あの、ちょっと用事を思い出しましたから」


「そうか。ありがとよ。また暇ひまがあったらでいいから、茶を淹れに来てくれや」


「はい、また今度」


　そう言って微笑ほほえむと、ラクウェルは歩き出す。


「私の邪推であればいいけれど……」


　いつもはのんびりと緩ゆるんでいる表情が、若じやつ干かん深刻そうに歪ゆがめられていた。








「……さて、と」


　ベルケンスは糸いと鋸のこぎりを腰こし帯おびの内側にしまった。


〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の人間は、素人しろうともいいところだった。今や閑かん職しよくとはいえ、糸鋸やその他の仕込み道具は、異教検察官の標準装備だ。それを探さないどころか、彼等はベルケンスの懐ふところさえも、ろくに調べはしなかったのである。


「こんな連中がマウゼル教とどうやって戦う積もりなんだか……」


　その組織の中に身を置いているからこそ、ベルケンスはマウゼル教の力というものをよく理解している。直接的な戦せん闘とう力りよくという意味では無論、ラインヴァン王国軍の足あし下もとにも及およばないが、だからといって与くみし易やすい相手だと考えるのは、浅はかというものだ。


　ベルケンスの知っている限り、マウゼル教教会は、百余名の〈粛清使パージヤース〉と千数百人の異教検察官という『戦力』を保有している。純じゆん粋すいな戦力ではないが、〈贖罪者アテネータース〉も当然の事ながら攻こう性せい魔法を扱あつかえる者が多い。


　無論、それでも物量としてはラインヴァン王国軍の百分の一にも満たないが、その分彼等は精せい鋭えいだ。特に、その戦闘能力と引き替かえに人間性の全すべてを捨て去った〈粛清使〉は、王国軍正規兵士の水準を大きく上回る。この程度の規模の組織など、〈粛清使〉を十戦ユ術ニ単ツ位トも投入すれば、一日もたたずに壊かい滅めつするだろう。


「単に現実が見えない馬ば鹿かの集まりなら、それでいいが……」


　あの少女……キュフォンの自信が単なる虚きよ勢せいや思いこみとも思えなかった。


　できるだけ音をたてないように鉄てつ格ごう子しを切断するのに手間取ったが、そろそろ行動の時だろう。切り外した鉄格子の一本を置き、ベルケンスは石の廊ろう下かを歩いて見張りの方へと忍しのび寄る。巨きよ体たいに似合わぬ猫ねこのような身のこなしだ。足音は無論、着ている神官服の衣きぬ擦ずれの音さえ、ほとんどしない。


　普ふ通つうの人間の歩き方では断じてない。戦士の歩き方でもない。それは闇やみにまぎれて標的を狙ねらう暗殺者の歩き方だった。


（……さて。邪じや教きようの島の探検といくか）


　退たい屈くつそうに立っている見張り二人の背中を眺ながめながら、ベルケンスはにやりと笑った。








　住居や工こう房ぼうといった生活関連の施し設せつはほとんどが地上にあるのと対照的に、〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉としての活動に関する施設は、基本的に地下にあるのだとレナードは言った。


　どれくらいの規模があるのかはシャノン達には想像もつかなかったが、船着き場や、その他の地下坑こう道どうを見る限り、相当な広さがあるらしい。元々あった天然の洞どう窟くつに、レナードが手を加えた結果だという。


　資材を運び込み、加工するだけでも大変だったろう。〈魔天狼フエンリル〉のような物質崩ほう壊かいの魔ま法ほうで洞窟を広げる事は出来ても、それ以上の緻ち密みつな作業はできない。内装を設計し、構築するという作業は、やはり人の手と、それなりの時間、労力を必要とする。


　その点のみをとってみても、レナードの指導力と〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の人間の努力が並々ならぬものであった事は想像に難かたくない。


　無論、部外者たるシャノン達に、その全容を見せるような、迂う闊かつな真ま似ねはレナードたちもしなかったが……


「シャノン兄……」


　いつもと違ちがい、若じやつ干かん心細そうに言ってくるパシフィカの手を引っ張り、自分の服の端はしを握にぎらせた。


　周囲には闇やみと、それに相反するような、異様な熱気が満ちている。


　今、シャノン達がいるのは、地下施設の一つである。この岩を抉えぐり抜ぬいて造られた広間の事をレナードたちは集会所と呼んでいる。


　ただし広間と言ってもそれは普ふ通つうの部屋に比べて広いというだけの意味だ。〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉……それは集団の名前であると同時に、島の名前でもあるらしい……に住む島民約八百人を収容する場としては、いささか手て狭ぜまに過ぎると言わざるを得ない。警護役などの一部の人間をのぞけば、島民の大多数がここに集まっているはずだ。


　参加予定者全員が揃そろった時点で、灯あかりが全すべて消されているので、今はその全景を見ることはできない。だが、それでも圧あつ迫ぱく感かんを覚えるほどの密度で詰つめ込まれた人間の気配は、ひしひしと伝わってくる。体温や呼吸が肌はだで感じられる密度だ。手を上げれば、伸のばしきる前に誰かの体に触ふれる……そんな距きよ離り感である。


　だが……人間は意外に広い空間を自分のものとして占せん有ゆうしている。簡単に言えば『自分の側そば』『自分の傍かたわら』といった概がい念ねんだ。家族や恋こい人びと、ごく親しい友人ならばともかく、それ以外の他人がその領域内に入ってくれば、人は強い不安を感じる。


　事実、パシフィカの息はわずかながら、乱れ気味だ。圧迫感を感じているのだろう。


（この狭さも、最初から計算ずくだな……）


　シャノンは眉まゆをひそめながらそう考える。


　密集状態。これからくる不安を現実的に解消できない場合、人間はある種の逃とう避ひ的な思考を展開する。


　他人が側にいるから怖こわいのだ。自分と違ちがう存在がいるから緊きん張ちようするのだ。ならば、同化してしまえばいい。自分と親しく、同じ考え方を持った同志だと思えばいい。皆みな同じならば怖くない。仲間なら恐おそれる必要はない……


　そう考えて人は自分の不安を紛まぎらわすのだ。


　こうして、勝手に人々は連帯感を強めて行く。まして……


「……我等は糾きゆう弾だんする」


　静かな、しかし断固たる口調の声が告げる。


　エルフィティーネだ。その姿は見えない。だが、声は朗ろう々ろうと密閉空間の中を流れる。


「マウゼル教の暴ぼう虐ぎやくを我等は糾弾する」


　暗くら闇やみの中で人々の意識はその声だけに集中する。


「〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の使徒達よ。我等は義に促うながされし叛はん徒とである。傲ごう慢まんにして卑ひ劣れつ極きわまりないマウゼル教と、蒙もう昧まいなる世間の人々が創つくり出した世界の不正に、敢かん然ぜんと立ち向かう叛逆の徒である。その道は長く険しいが、使徒達よ、立ち止まってはならぬ。躊躇ためらってはならぬ。迷ってはならぬ。我等には目指すべき正義があり、それをもって世の猛もう悪あくを糾弾するのが、我等の義務である……」


　暗闇。それは人の不安をさらにあおる。


　人間はまず眼めに頼たよる生き物だ。そして次に耳に頼る。触しよつ覚かくや嗅きゆう覚かくに比べて、いや、聴ちよう覚かくと比べてさえ、視覚のもたらす情報量は桁けた違ちがいに大きい。これを完全に遮しや断だんされると、人間は大きな不安を覚えるものだ。


　だから人間は暗闇を恐れる。


　自分がどこにいるのか分からない。周囲に誰が、何がいるのかも確かく認にんできない。ひょっとしたら何か得え体たいの知れないものが自分のすぐ側そばにいるかもしれない。自分の手足さえ確実にそこにあると確認できない。


　だから、人は次に情報量の多い聴覚にすがる。


　耳に聞こえる音に集中し、かけられた言葉にすがる。そして闇の息苦しさに喘あえぐ意識は、それを吟ぎん味みもせずに受け入れる。その主張と同化する事で疎そ外がい感かんや警けい戒かい心しんをごまかし、その場にいる者達と意志を共有したような積もりになるのだ。


　強きよう迫はく観かん念ねんの助長。思考誘ゆう導どう。


　つまりこれは……


「見える。妾わらわには見える。マウゼル教の走そう狗くたちが己おのれの罪業の罰ばつを受け、うなだれる姿が。我等の真実の叫さけびが、マウゼル教の欺ぎ瞞まんに踊おどらされた人々に届き、彼等を目覚めさせる未来が見える……！」


　人々の間にどよめきが漏もれる。


　それは何の保証もない言葉なのだが、それを疑う気持ちなど、人々の中にはもうない。


「我等が立つ日は近い。糾きゆう弾だんの力はもうすぐ満ちる。その時こそ、マウゼル教の支配する俗ぞく世せから追われ、棄すてられた我々は、正義の叛はん徒ととしてこの世界の歴史に還かえるのだ！」


　一つに。


　そう一つに。


　皆みなで心を一つにまとめ、悪を討うつ。


　我等こそ、正義の糾弾者。


　真実は我等にこそある。


　我等が〈廃はい棄き王おう女じよ〉の元に。


「我等を追ったマウゼル教と、それを容認したラインヴァン王国！　彼等の暴ぼう虐ぎやくを是ぜ正せいする！　彼等の過あやまちを、糾弾する！　それこそが、苦難の道を歩んできた我等の使命であり、この世界の求める道である！」


　人々の口から賛同の叫びが迸ほとばしる。


　突とつ如じよとして集会所の一角……演えん壇だんの周囲に灯あかりがともされ、蒼あおいドレスに身を包んだエルフィティーネの姿が浮うかび上がる。美しい少女の、その昂こう然ぜんと胸を張って叫さけぶ姿に、群衆は涙なみだを流し、沸わき、そして足を踏ふみならす。興奮は興奮を呼び、それは何より強い絆きずなとなって彼等の心を一つにまとめ、がっちりと固めてゆく……


「出るぞ。そっとな」


　そう言ってシャノンはパシフィカの手を引いて、集会所から出た。


　中ちゆう途と半はん端ぱな段階で出ていれば咎とがめられもしたろうが、今は全員がエルフィティーネの一挙手一投足に注目していて、シャノン達の行動などには注意を払はらっていない。


　そっと扉とびらを開けて、集会所とは打って変わってひんやりとした空気の坑こう道どう内に出ると、ほっとパシフィカは息をついた。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「う……うん。でも、なんか息苦しくて」


「……少し見直したぞ」


　珍めずらしくそう言って頭を撫なでてくる兄に、パシフィカは不思議そうな表情を向けた。


「……何が？」


「洗脳に負けない意志の強さを、だよ」


「せ……洗脳？」


　驚おどろくパシフィカを促うながして歩きながら、シャノンは続けた。


「ま、ごくごく程度の低いもんだがな。あれは洗脳の手法だよ。人間の不安をあおって周囲と同一化させる。濃のう度どは低かったが、何らかの薬物も焚たいてあったようだし」


「……そうなの？」


「多分な。少しばかり、妙みような臭においがしてた。気がついた時点で、出ようとは思ったんだが……あんまり早く出ると、目を付けられるしな」


〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉で三日に一回行われる、定期集会。


　レナードの誘さそいに従って……というより断る理由をでっちあげるのも面めん倒どうくさいので、シャノンはパシフィカと共にこれに出席したのだが、ラクウェル同様、欠席した方が良かったようだ。


　今いま更さら、ちょっとやそっとの洗脳手段で考え方を変えられるほど、シャノンの頭の中は素す直なおでも脆ぜい弱じやくでもないが、疲つかれる事には変わりない。薬物など焚かれればなおさらだ。


　ちなみにラクウェルは、何か調べたい事があるとかで、〈イノックス号〉の処ところに出かけている。どうやら馬車に積んだままの、魔ま法ほうの資料……といっても母の覚え書きだが……に用があるらしい。


「しかし……あの子も大変だな」


「エルフィティーネのこと？」


　パシフィカが声を潜ひそめて訊きいてくる。


　シャノンは演えん壇だん上で熱弁を振ふるっていた少女の姿を脳のう裏りに思い描えがきながら、頷うなずいた。


「多分、あの子はこういう役割のために、飼かわれてるんだよ。人々の心を一つにまとめるための看板ってとこか……初めて会った時に分かった。恐おそらく台本を書いてるのは、あの仮面のおっさんだ」


　短時間ながら、素す顔がおの彼女としゃべったパシフィカにも、それは分かっていた。あの少女は率先して他人を扇せん動どうするような性格ではない。むしろ誰かの服の裾すそを持って、後ろをついて歩くような性格だ。


「……無理してるのかな、エルフィティーネ」


「多分な。しかし一番分からないのは、あのレナード・ガンヴァスっておっさんだな。何が望みなんだ、あの黒仮面？」


「何がって……『糾きゆう弾だん』なんでしょ」


「だから、それをする理由だよ」


「何かマウゼル教に恨うらみでもあるんじゃないの？　あの人も」


「それにしては、あんまり怨おん念ねんというか、憎ぞう悪おというか、そういうものが感じられないんだよ、あのおっさんがマウゼル教の事を話している時も」


　そう言われてみれば、そうだ。パシフィカは首を傾かしげて考え込む。


「じゃあ、悪を許せない正義の心が……」


「よけい胡う散さん臭くさい。裏で妙みようなこと企たくらんでないといいが」


「またシャノン兄はそういうひねた事を。自分がひねてるからって、他人様もそうだと思っちゃうところが、心の貧しさよね」


「やかましい」


　シャノンは妹の頭をこづいた。








「……ここは任せる」


　レナードはエルフィティーネの侍じ女じよ役をしている娘むすめの一人にそう囁ささやいて、そっと集会所を出た。後ろ手に扉とびらを閉めると、途と端たんに異様な熱気は遮しや断だんされ、レナードは冷たく澱よどんだ坑こう道どうの空気にさらされる。


　集会所を出た事に意味はない。


　ただ何な故ぜか、いたたまれなくなって彼はあの場を後にしたのだ。


「この感覚は……何だ」


　独り薄うす暗ぐらい坑道を歩きながら、レナードは自らに問うた。


「皆みなの絆きずなが強まれば強まるほどに増す、この不安……いや」


　違ちがう。不安ではない。そのような曖あい昧まいなものではない。


　それは……罪の意識だ。


　だが、今いま更さら、何に罪を感じるというのか。エルフィティーネを〈廃はい棄き王おう女じよ〉として偽いつわり、皆を騙だました事であろうか。だが、それならば覚かく悟ごの上の行こう為いだったはずだ。


　それは必要な事だった。自分の大切なものを失った者達、自分がすがるべきものを奪うばわれた者達、自分の居るべき世界から追われた者達……彼等に生きる目標を与あたえるには、必要な事だった。その目標……マウゼル教という強大すぎる敵と戦い、勝利するためには、何よりも人々の結束が必要だった。そして、より多くの人々を集め、束ねるためには、分かり易やすい叛はん逆ぎやくの象しよう徴ちようが必要だった。


　だからエルフィティーネを客寄せの人形同然に扱あつかい、自分や彼女を信じて従ってくれる人々をたばかった。それが必要な事だから彼は実行したのだ。


　彼等を……どうしようもない位の闇やみに落ち込んで行く彼等の魂たましいを救うために。


　破は滅めつ的な復ふく讐しゆうではなく、彼等の憎にくしみと怒いかりを、一つの主義、主張として昇しよう華かさせるために。


　その事について後こう悔かいはない。


　なのにこの新たに膨ふくれ上がってくる罪悪感は何なのか。その正体がつかめない。自分の心が把は握あくできない。分からない。記き憶おくと感情がうまく嚙かみ合わない。


　目的の達成を目の前にして、単に神経が高ぶっているだけか？


　それとも……


　ふと、何気なくレナードは自らの仮面に触ふれた。


　黒く硬かたい偽りの顔。独りの時以外はこれを外す事はない。


　レナードは奇き妙みような感覚を覚えた。


　独りのとき。仮面を外すとき。視みているはずだ、自分の素す顔がおを。部屋には鏡もあるし、水面にだって映る。島民達はともかく、自分自身ではいくらでも視る機会はあったはずだ。


　しかし……記憶がない。


　仮面を外している時の記憶がない。何な故ぜだ？　自分の顔が分からない。記憶にない。仮面を外した経験は覚えていても、それから先の記憶が……ない。


「私は……」


　レナードは奇妙な焦しよう燥そう感かんに囚とらわれて、仮面に手をかけた。


「私は……誰だ？」


　自分が分からない。何者か分からない。


　子供の頃の記憶がないのは、単に記憶喪そう失しつだと思っていた。だが……改めて思い起こせば、自分にはいくつも記憶が抜ぬけ落ちている部分がある。自分の顔が思い出せない。


　何故だ。自分は一体、何者だ。そして何よりも、どうして自分はその事を今まで、不思議にさえ思わなかったのだろうか……？


　これを外さなければ……レナードは思った。


　これを外せば分かる。自分が何者なのか分かる。仮面ではない自分の素顔。


　震ふるえる手が、仮面を外す。


　一いつ瞬しゆん、それが顔面の肉に癒ゆ着ちやくして外れないのではないかという、脈みやく絡らくのない恐きよう怖ふが過よぎったが、意外にもそれは簡単に彼の顔から剝はく離りした。


　そして……








　シャノン達の馬車は、船着き場の中に置かれていた。


　馬達もそこにつながれたままである。ここ二日ほどは、ラクウェルが朝と夕方の二度、島民に分けてもらった飼かい葉を食べさせているので、馬達もラクウェルの姿を見ると喜ぶ。元々は主人に余計なことをしないよう調教されているのだが、彼女の長い髪かみにじゃれたり、長い顔をこすりつけたりしてくるのだ。馬達もさすがにこんな地下の洞どう窟くつに三日もいると、飼い主に甘あまえたくもなるのだろう。


「こーら。駄だ目めよ、ドラグノフ」


　鼻先をすり寄せてくる馬にそう言いながら、夕飯としての飼い葉を与あたえる。いつもなら終わり次し第だい、地上に戻もどるのだが、今日はラクウェルは馬車の荷物庫から降ろした十数冊の帳面を石の床ゆかに積み、自分はその横に座すわって、何やら調べものを始めた。


「どこだったかしらね……」


　それぞれの紙面には、びっしりと細かい字が書き連ねてあるが、ラクウェルはものすごい速さで視線を滑すべらせて行く。きちんと読んでいるのか、いないのか、端はたからは判断がつきにくいが……少なくとも紙を一枚ずつめくってゆく手つきは、丁てい寧ねいそのものだ。


　母の形見なのだから当然ではあるが。


　これは、魔ま導どう士しラクウェルにとっての教科書だった。何を考えていたのか、彼女の母・キャロルは門外不出のはずの各種軍用攻こう性せい魔法を始め、自分の知る限りの魔導式と、それに関連する知識を帳面に書き連ねていたのだ。中には、軍や〈ジェイド・サーキット〉が記述開発を放ほう棄きした、未完成の魔導式や、キャロルが独自に記述開発した魔導式も記き載さいされている。母の死後は、ラクウェルはこの覚え書きを基もとに、独力で魔法を身につけていったのである。


「えーと……意識容量限界に関する、各種実験とその結果考察……」


　ラクウェルの視線が止まったのは、紅あかい字で『機密』と書かれた部分であった。


　そこを詳くわしく読もうと、傍かたわらに置いてあるランプに手を伸のばす。


　だが彼女の手は空を切った。


「……暗いところで字を読むと、眼めを悪くするぜ」


　その声に顔を上げたラクウェルは、すぐ側そばに立つベルケンスの巨きよ体たいと……そしてやや離はなれた場所に転がる男を見た。特に気にしていなかったので、顔も覚えていないが、気絶している男の方は、ラクウェルを物もの陰かげから監かん視ししていた島民だろう。


「あらタンホグリオさん。お元気でしたか？」


　だが、ラクウェルには慌あわてた様子も、特に驚おどろいた様子もない。


「ベルケンスで結構。それはともかく、どうなってんだ、この島は？」


「どうなっている……とは？」


「この船着き場だけじゃねえ。えらくあちこちに坑こう道どうみたいなのが張り巡めぐらされてる。しかも島の中心にはどうも、でっかい空くう洞どうがあって、そこで何か作業をしてるみてえだ。こんな大規模な土木工事を、魔導士一人なんかでできるのか、本当に？」


　確かにそれは疑問ではあった。


　いくら天然洞どう窟くつを利用しているとはいえ、どう見ても物質崩ほう壊かい系の魔法を使って岩がん盤ばんを消したとしか思えない。


「掘くつ削さく作業なら、〈魔天狼フエンリル〉という魔法を使えば可能です。ただ……その魔法を一人で起動できるかとなると、無理としか言えません。平均的な魔導士の意識容量を一とすると、〈魔天狼〉の起動には、おおよそ五の意識容量が必要になります。もしレナードさんが〈ジェイド・サーキット〉級の魔導士だったとしても、平均値の五倍の意識容量を持っているとは考えられません」


「どっかに魔導士が隠かくれてるってのか？」


「隠れる意味がないでしょう。島民の方々も、魔導士はレナードさんだけと言っていましたし。彼等にまで秘密にする理由が見あたりません。亡なくなったのか、あるいは島を出ているのかは分かりませんが……」


　実のところ、島民は八百でも〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の構成員は千人近いという。レナードによると、残りの百数十人は、同じような境きよう遇ぐうの仲間を捜さがして、大陸を巡っているのだそうだ。レナード自身も、しばしば島を出て各地へ出かける事があるらしい。


「ですが、もし、そうでないなら……」


「ないなら……？」


　母の覚え書きにあった記述。


　それが事実だとしたら……ラクウェルの予感が当たっているとしたら。


「居たぞ！」


　叫さけびが洞窟に響ひびく。


「異教検察官だ！」


「ち……もう見つかったか」


　ベルケンスは顔をしかめて言った。


　武装した数人の男達が、船着き場に通じる階段を下りてくる。


「ひょっとして、監かん禁きんされてたところを逃にげ出して来たんですか？」


「何だと思ってたんだ？」


「島の人達と和解して、釈しやく放ほうしてもらったのかと……」


「んな話し合いの余地があるわけねえだろ。しょうがねえ、またなねーちゃん」


　ベルケンスは石の床ゆかを蹴けると、水の中に飛び込んだ。


　派手な水しぶきを上げながら、巨きよ体たいが水面下に消える。男達が駆かけ寄った時には、もうベルケンスの姿は見えなくなっていた。


「くそっ……おい、おまえ」


　剣けんを提さげた若い男が、のんびりとその様を眺ながめていたラクウェルの襟えり首くびをつかむ。


「てめえら、やっぱりグルだったんだな、あのマウゼルの犬と！」


「だったら一いつ緒しよに逃げてると思いますけど」


　平然とした口調でラクウェルが言う。


　年ねん輩ぱいの島民達はともかく、まだ血気盛さかんな若手の島民達が、シャノン達を頭から疑ってかかっている事はラクウェルも気付いていた。人生経験の少ない人間は、よく物事を単純化して見たがる。彼等にとって世界は『敵』と『味方』だけなのだろう。


「うるせえっ！　口答えするな！」


　若い男は右手を振ふり上げる。だがその状態で彼は凍こおり付いた。


　ラクウェルが右腕うでを挙げ、掌てのひらを彼の顔に向けている。


　ただ、それだけだ。だが島民達は彼女が魔ま導どう士しである事を知っている。華きや奢しやな白い手が呪じゆ文もん一つで彼等を即そく死しさせるのも可能だという事に、彼等は改めて思い至ったのだ。


「あなたたちと争うつもりは、ありませんが……」


　襟首をつかまれたまま、ラクウェルは困ったように……脅おどすわけでも嘲あざけるわけでもなく、淡たん々たんとした口調で言った。


「殴なぐられるのはやはり嫌いやですから、躊ちゆう躇ちよはしませんよ」


「…………」


　気け圧おされたように、若い男は、ラクウェルの襟首から手を離はなす。


　あのシャノンという青年に比べれば、与くみし易やすい……そう侮あなどっていた部分があったが、それがとんでもない間ま違ちがいであったと、男達は悟さとっていた。


「ところで、ベルケンスさんを追っているのなら、こんなところで暇ひまを潰つぶしているべきではないと思いますが」


「ちっ……今日の処ところは、見み逃のがしておいてやる」


　そう言いながら男達はぞろぞろと引き上げていった。


　入れ替かわるようにして、シャノンとパシフィカが地下船着き場に入ってくる。階段ですれ違ちがいながら、男の一人が、シャノンをにらみつけ、そして唾つばを吐はいた。


「何だ、一体……？」


　眉まゆをひそめるシャノン。


「ベルケンスさんが脱だつ走そうしたのよ。ここで偶ぐう然ぜん、会ったところを、見られてしまったの」


「で、『やっぱりグルだったんだな』ってか。頭の中身が単純な奴やつらだな」


「ベルケンスのおっちゃん、無事だったんだ」


　パシフィカがほっとしたような表情を浮うかべる。


「ところでラクウェル……調べものは済んだのか？」


「まだ途と中ちゆう。でも、もし私の想像が正しければ……このままここを出て行くわけにはいかなくなるわね」


　帳面を抱かかえて立ち上がりながらラクウェルは言った。








　集会の後……キュフォンは独り坑こう道どうを歩いていた。


　島民のほとんどは地上の家屋に引き上げている。彼女がわざわざ地下に残ったのは、事前にレナードからの呼び出しを受けていたからだ。


　呼び出された理由の察しはつく。独断で異教検察官の船の牛に薬を盛った件だろう。むしろ今まで呼び出しがなかった事の方が不思議だ。


　レナードは独断的にふるう暴力を嫌きらう。力は厳格な理想と正義の名の下もとに、制せい御ぎよして使うべきで、感情に任せてはいけない……それが彼の持論である。キュフォンや、二は十た歳ち前の若い者達は、そんな彼の態度に苛いら立だつこともあったが、十年でマウゼル教と戦うための組織と、そしてそのための手段を創つくり上げた彼への畏い敬けいは、厳然と彼等の心にあった。


　そう。彼等にはマウゼル教と戦うための力がある。


　十年の歳さい月げつをかけて創り上げられた切り札。それはこの全すべての坑道の行き着く先、〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉島の地下中心部にある。元々これらの坑道も、三か所ある船着き場も、その中心部に資材を運ぶために造られたものだ。


　レナードの部屋は、そんな地下通路の途中に設けられた部屋の一つである。現場で作業の指揮をする事も多いレナードは、執しつ務む室しつをこの地下回かい廊ろうの中に持っているのだ。


　目的の部屋の前までくると、キュフォンは扉とびらを叩たたいた。


「キュフォン・スペクトーレです」


　返事はない。


「ガンヴァス様……？」


　もう一度、今度はやや強めに扉を叩くが、反応がない。一瞬躊躇ためらったが、キュフォンは意を決して扉を押おしてみる。


　鍵かぎはかかっていなかった。


「……ガンヴァス様」


　部屋は暗かった。手持ちのランプで部屋を照らしてみるが、その隅すみから隅までを明るみに引き出すほどの光量はない。


　キュフォンもさすがに不ふ審しんそうな表情で周囲を見回した。レナードが遅おくれているのだろうか。彼女はしばらく薄うす闇やみの中にたたずんでいたが……


　気配が背後にわく。思わず振ふり返る彼女の目の前で、扉は音を立てて閉められた。


「え……？」


　キュフォンと扉の間に滑すべり込んでくる影かげが一つ。


　その影……薄笑いを浮うかべた中年の男が手にしたものを見て、キュフォンはその男の正体を知った。


　黒い仮面。


「ガ……ガンヴァス……様？」


　確信を持てなかったのは、その男の顔が普ふ段だんのレナードとはあまりにかけ離はなれた雰ふん囲い気きを帯びていたからだ。頰ほお骨ぼねの出た、瘦やせた顔立ちと、ランプの灯あかりでもはっきりと分かる、不健康そうな顔色。そして何よりもその瞳ひとみが、尋じん常じようでない。


　暗い……途と方ほうもなく暗い喜き悦えつの色。


「あなた……」


　その男の持つ仮面と、背筋を寒からしめる笑え顔がおと……交こう互ごにそれらを見つめながら、キュフォンはうめくように尋たずねた。


「あなた……誰っ？」


「ふ、ふふ、ふひひひ……ひゃーはあっ！」


　喘あえぐような、叫さけぶような、そんな声を放ちながら、男がキュフォンに飛びかかる。男とキュフォンはもつれ合うようにして岩の床ゆかに倒たおれ込んだ。


「魂たましいを……虚きよ無むに返し……ひひひっ……全すべてを原初に……戻もどすものに力あれ……」


　男はキュフォンに馬乗りになりながら、歌うように言った。


「……ここに……喜き怒ど哀あい楽らくを捨て去りし……新たな力……求めん……ふひひっ……」


　無論、キュフォンには男のその言葉が、呪じゆ文もん詠えい唱しようであるなどとは分からない。


　ただ急な事態に驚おどろき、半ば反射的にもがいて声を上げる。だが、男は指が食い込むほどの力でキュフォンの顔を押おさえつけ、そして言った。


「さあ、消えるよお……ふひひひひ……みんな消えちゃうよう……ひははは……」


　もがくキュフォン。必死に振ふり回した右手のランプが、男の額を打った。


　ひるむ男を突つき飛ばし、這はいずりながら男から遠ざかるキュフォン。それは扉とびらとは反対方向……出口ではなく、部屋の奥おくへと進むだけの事だったが、動転した彼女には自分の行動が把は握あくし切れていない。


　何とか立ち上がろうと、すぐ側そばにあったものに手を掛かけ……


　それが音を立てて動いた。


〈拡張器ブースター〉。レナードが己おのれの魔ま法ほうを増強するために置いた魔導のからくり。


　その環かん状じように配置された金属筒とうの一つに、キュフォンの手が触ふれ、そして偶ぐう然ぜん、留め金か何かを外してしまったらしい。


　がらん……と音をたてて転がる金属板。


　そして……


「クオート……？……クオートっ！」


　露あらわになった金属筒の中を目に留め、キュフォンは凍こおり付いた。


「何、これ……何よ……これは……」


　キュフォンの弟の眼めは、虚こ空くうを見つめている。よく見れば、瞬まばたきもしている。胸は非常にゆっくりとだが、上下している。死んではいない。生きている。だが……それだけだ。


　その眼は何も映していない。


　驚きよう愕がくする姉の顔も、自身の感情も、そこには映っていない。無限の暗くら闇やみを見ているかのように、焦しよう点てんを結ばない硝子ガラス玉のような眼が虚空に据すえられているだけだ。


　精神と肉体の双そう方ほうを備えて人間というならば、それはもう、人間とは呼べない何かだった。死人ではない。生命反応を示すだけの、物体……死体だ。


「何よ……何よ、何でこんな……」


「いろいろあって、今じゃ廃すたれてるけども、魔導工学という学問があってねえ……ひひひ」


　ゆらりと立ち上がりながら男は言った。


「それを応用すると、こういう事もできるんだよお」


　それが……『こういう事』が、具体的にどういう事を意味しているのか、無論キュフォンには分からない。だが、それがおぞましい何かだという事は理解できた。


「君も手伝ってくれよお……そろそろ中身の交こう換かん時期なんだあ。補ほ充じゆう用の生いけ贄にえが、君の弟だけじゃ足りないんだよお……けひひひひ」


「何を……」


　言葉が途と切ぎれる。彼女の意識は急激に拡かく散さんを始めた。


　意識の輪りん郭かくが消える。水に落とした血の一ひと滴しずくのように、ぼやけて散って行く。意識が無限に透すき通り、虚きよ無むに同化して行く……


「ひひ、ひひひひひ、ひははははははっ……！」


　表情を強こわ張ばらせたまま、凍り付いたかのように倒たおれた少女を前にして、男は笑った。


　長々と笑い続けていた。








　独り部屋の中でベッドに横たわりながら、エルフィティーネは集会の情景を脳のう裏りに反はん芻すうしていた。


　信しん頼らいと、畏い敬けいに満ちた無数の瞳ひとみが彼女を見る。


　それは彼女の『時を観みる』能力の故ゆえだ。いや、もっと正確に言えば、レナードがそれをうまく利用した結果だ。ただその能力だけでは、彼女は彼等の信頼と畏敬を得ることなど、できなかったろう。


　そうだ。確かに彼女は現在と異なる時を観ることができる。


　だがそれは観るだけだ。自分からは何もできない。彼女はまるで決まった結果のように、未来や過去の情景を見せつけられるだけだ。その時間や情景を選せん択たくする事も制せい御ぎよする事もできない。能力と言うにはあまりに不ふ随ずい意いで一方的な力だった。


　しかしそれでも、観ているだけならば、さしたる害はなかったかもしれない。


　……あれはまだ彼女が六歳さいの頃の事だ。


　彼女は初めて自分の観た光景を他人に告げた。


　告げた内容はもう覚えていない。ただ、はっきりと覚えているのは、両親や、近所の人人の驚おどろく顔だった。


　皆みなが驚くのが嬉うれしくて、彼女は次々と自分の観た過去や未来の出来事を、他者に伝えた。よかれと思ってした事だった。だが、過去はともかく、未来の幻げん視しには、何らかの不幸が描えがかれることが非常に多かった。


　初めは彼女のそんな能力に驚き、あるいは便利がった者達も、次々と不幸を言い当てる彼女を、次し第だいに恐おそれるようになった。それどころか、それらの不幸は彼女が起こしているものだと思いこむようにさえなった。


　疑ぎ惑わくは転がり出すと止まらない。


　やがて誰かが死ねば彼女のせいになった。何かが壊こわれれば彼女の仕し業わざになった。どんな不幸もその根源は彼女という事になった。恐れと怒いかりと憎にくしみと……それらは弁解の余地も赦ゆるさず彼女に向けられた。


　そうして……罵ば詈り雑ぞう言ごんを背に受け、彼女は生まれ育った街を追われることになった。父も母も、兄も姉も、誰も彼女を庇かばってはくれなかった。むしろ裸足はだしで出て行く自分を見る眼めが、忌いま々いましいものを見るときのそれであった事を、エルフィティーネは覚えている。


　だがそれでも彼女は信じていた。


『疫やく病びよう神がみ』『不幸を告げる者』『側そばに寄るな！』『何もかもおまえのせいだ！』


　……そんなの私のせいじゃない。


　確かに彼女の観みる幻げん想そうには不幸を暗示するものが多い。


　だが、自分は何もしていない。自分が皆を傷つけたわけじゃない。自分が何かを壊したわけじゃない。自分が誰かの不幸を望んだわけでも、それを引き寄せたわけでもない。


　全部、偶ぐう然ぜんだ。


　そう信じていた。信じていたかった。


　だが……偶然も一定量を超こえれば、それは法則となる。例外の存在を許すのならば、どんな法則も、所しよ詮せんは経験則の産物に過ぎないからだ。事実の積み重ねを真理と呼ぶならば、彼女は間ま違ちがいなく不幸の招き手だったろう。


　それを、彼女は思い知った。


　最後に一目見て、まぶたにその風景を焼き付けておこう……そう思って振ふり返った彼女の目の前で、故郷の街は滅ほろんだのだ。


『おまえのせいだ』


　その一語が彼女を苛さいなんだ。もうそれを否定する事はできなかった。


　だから彼女は生きる事を放ほう棄きした。自分が本当に不幸を呼ぶ存在ならば、もうどこにも行けない。何もできない。ただ故郷の跡あとを見つめながら、朽くち果てようと思ったのだ。


　そうして彼女は、決意と呼ぶには空くう虚きよすぎる意識を胸に、その場に座すわり続けていた。


　彼と出会うまでは。


『……不幸を告げる者？　ははは』


　背中越ごしに届く彼の笑い声。餓が死し寸前で倒たおれていた彼女を拾い、そのやせ細った体を背負って歩きながら、彼は言ったものだ。


『そんなのは偶然だよ。君がそう信じない事には、始まるまい。不幸とは、自分を不幸と決めてかかる者の側に、寄り添そいたがるものだ』


『強しいて言うならば、君がより多く不幸を観みるのは、生物の本能が働いているからかもしれないね。より危険な事を回かい避ひして、生き延びようとする無意識の働きが、君にそれを見せているのかもしれない。だとしたらそれは、むしろ、誇ほこるべき力だよ』


　自分の運命を変えてくれた人。


『今日という日、君と出会えた事が、私にとって幸運であったと……お互たがいに思えるように、一いつ緒しよに努力しよう』


　それがレナードだった。


　彼はエルフィティーネを〈廃はい棄き王おう女じよ〉に仕立て、〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の旗はた頭がしらとして据すえた。


　エルフィティーネの幻げん視し能力を、彼はうまく活用した。


　物事には幾いくつもの側面がある。彼はエルフィティーネの観た過去や未来の情景の中から、幾つかを選んで島民達に公告した。過去の出来事はほとんどそのままに公開し、彼女の能力が本物である証しよう拠ことした。


　不幸な出来事の予知は、それを事前に公開し、そして彼はこう言ったのだ。


『見たまえ、我等がエルフィティーネ様のお告げに従い、努力することで、被ひ害がいは最小限に食い止められたのだ』


　無論……それは詭き弁べんだ。


　未来は変えられない。人間の力ではどうにもならない。それは世界が決めた予定だ。彼女はその予定表を、盗ぬすみ見る能力があるだけだ。十年以上の経験から、彼女は未来について、そう考えるようになっていた。


　だが、事実は変わらなくても、それを説明する言葉を偽いつわるだけで、あるいは変えるだけで、人々がその事実に対して抱いだく印象は変わる。


　こうして、エルフィティーネは、未来を指し示す巫み女このような存在として島民達に崇あがめられるようになった。高貴な生まれであるという『設定』もそれに拍はく車しやをかけた。〈グレンデルの託たく宣せん〉に匹ひつ敵てきする一種の神託として彼女の言葉は島民達にとって絶対化した。


　元よりレナードが彼女を〈廃棄王女〉として据えたのも、それが狙ねらいであったろう。


　マウゼル教の権けん威いを徹てつ底てい的に否定するための道具。島民達を一つにまとめるための駒こま。


　それを悔くいはしない。彼の役に立つことは、彼女自身が望んだことだ。


　けれど。


　……自分は何をしているのだろう。


　エルフィティーネは別にマウゼル教に恨うらみがあるわけではない。彼女にとっては、〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の思想など、さしたる意味がない。ただ彼女はレナードの役に立ちたかっただけだ。ただ彼の背中をいつも感じていたかっただけだ。


　だから言われた通りに振ふる舞まってきた。言われたことを忠実に実行する、その事に自分の価値を見いだしてきた。そうして皆みなを騙だましてきたのだ。それが決して良いことではないと知りながら、今の自分の居場所にしがみつくために、噓うそを重ねてきた。


　だが。本当にそれは自分の居場所なのだろうか。


　そして、もしこの〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉が目的を達成した時……果たしてそこに彼女の居場所は残っているのか。


　分からない。


　自分の居場所。自分の望み。それが何なのかさえ、分からない。ただレナードにその全すべてを求めてきた。自分の全存在の依い存ぞん。依存することで得られる安あん堵ど。


　だが……


「違ちがう。あの人はそんな……」


　最近は毎晩のように見る夢。


　仮面を取った彼の素す顔がお。それは何な故ぜか残ざん忍にん極きわまりない笑え顔がおで彼女を嘲ちよう笑しようしていた。


　そんなはずはない。これはただの夢だ。そう思う。だが、拾われて以来、一度もエルフィティーネはレナードの素顔を見ていない。それ故ゆえに、彼女は心のどこかでそれを否定しきれない自分に気付いていた。


　レナードに対して生まれ始めたほんの小さな疑ぎ惑わく。そこから広がる迷い。


　それを……ただエルフィティーネは恥はじた。








　翌朝も、パシフィカは泉にやってきた。


　昨夜の集会の後、ベルケンスの逃とう走そうが発覚し、念のためにとこの泉の近くにも警護役として武装した島民がいるのだが、エルフィティーネがパシフィカだけは通すようにと頼たのんでおいたのだ。島民達は多少なりとも訝いぶかしんだようだったが、〈廃はい棄き王おう女じよ〉の命令に異を唱える者は、いなかった。


　パシフィカとおしゃべりしながらの沐もく浴よくは、楽しかった。この自分とは色々な意味で異なる少女は、エルフィティーネの知らない世界をたくさん知っていた。伊だ達てに旅をしていないという事だろう。エルフィティーネもレナードに拾われてから、一年ほど旅をしてこの地に来たのだが、当時の彼女は、レナードの背後に隠かくれてばかりで、周囲を見み渡わたす余よ裕ゆうなど全くなかった。


　いや、今でも大差はない。彼女はレナードがいなければ、ただの気の弱い少女にすぎない。その事をエルフィティーネは自覚していた。


「あのさあ、エルフィ？」


　沐浴……というよりほとんど水遊びだったが……を終え、身体からだにまとわりつく水気を布で落としながら、パシフィカが尋たずねてくる。


　同じように身体を拭ふきながら、エルフィティーネは首を傾かしげた。


「はい？　何ですか？」


「こんな事聞いていいのかどうか分からないけど……エルフィって本当に〈廃棄王女〉？」


　心臓がいきなり収縮したような気がした。


「ど……どうして、そんな事を聞くの？」


「あ、ごめん、別に疑ってるとかじゃなくてさ、〈廃棄王女〉って確か、生まれた途と端たんに殺されたとか言われてるじゃない。だったら、どういう風に連れ出されたのか知らないけど、自分が王宮とかにいた頃の記き憶おくってないでしょ？」


「え、ええ」


「だったらさ、自分が〈廃棄王女〉だって、後から教えられたわけよね」


「そう……そうね」


「その時にさ、すんなり受け入れられた、それ？」


「そ……それは……」


　受け入れるも何も、自分は〈廃棄王女〉などではない。自分は単なる偽にせ者ものだ。


「……どうしてそんな事、聞くの？」


　もう一度エルフィティーネは同じ質問をした。


「うーん……実はね、私、捨て子なのよ」


　あっけらかんとした口調で、パシフィカは言った。


「……え？」


「大体さ、全然シャノン兄とかラクウェル姉とかと似てないでしょ、私。親がさ、こんな子いらない、とか言って棄すてちゃったらしくって。自分たちで産んどいて、無責任よね」


　まるで他人事のように言うパシフィカに、エルフィティーネは返すべき言葉がなかった。


「でさ、ちょっと前にさ、父さんが死んだ時に、おまえは実は捨て子だったんだ、って書いた遺書が出てきたんだけど、あんまり実感がわかなかったのよね」


「実感……？」


「だってさ、私は何だか当たり前みたいにシャノン兄やラクウェル姉と暮らしてきたからさ……まあ、本当の家族とは違ちがうんだろうな、なんて予感というか、確信というか、そういうものはあったのよ。でもなんか……改めてそう言われてもね、実感がわかなかった。それ以前に、なんていうか、それを認めるのって、あんまり良くないような気がしたのよ」


「どういう事？」


「私っていう人間が暮らしてきた時間っていうのがあるじゃない。それが全部偽物になっちゃう気がしてさ」


「…………」


「たった一言とか、たった一通の遺書で、変わっちゃうほど、私の過ごしてきた時間って安っぽいもんだったのかな、とか思うと、無む性しようにそれを認めるのが嫌いやだったのよね。でも、それってやっぱり、私のわがままなのかな、とか思ったりして。シャノン兄やラクウェル姉の、妹としての私と、捨て子の私と、本当の自分はどっちなのか……とかね。悩んでみたりしたわけ、一人前に」


　えへへ、とはにかんだように笑う眼前の少女を、エルフィティーネは呆ぼう然ぜんと見つめた。


　……強い。


　そう思った。


　同時に自分が何だか惨みじめなような気がしてきた。


　本当の自分はどこにいるのだろう。


　レナードのために自分を殺した。自分という人間を見限った。求められた事とはいえ、エルフィティーネとしてではなく〈廃はい棄き王おう女じよ〉として彼の役に立つ事を選んでしまった。


　私は何を望んでいたのだろう。


　ひょっとしたら何も望まなかったのではないか？


　ただレナードの背中にしがみつく事だけに執しゆう着ちやくして、自分の脚あしで立つ事すらしようとしなかったのではないか。自分で何かを望むことさえ、しなかったのではないのか。


　本当の自分などどこにもいないのではないか。そもそもそれを確立しようともしなかったのだから。その事について、つい最近まで、悩みさえしなかった。


「ど、どうしたの？」


　不意に、眼めに涙なみだをにじませたエルフィティーネに、慌あわててパシフィカが聞いてくる。


「な、何か私、酷ひどいこと言ったかな？　だったらごめん、悪気は……」
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「違ちがうの」


　エルフィティーネは首を振ふった。


「これは、私が勝手に……いいの……続けて」


　パシフィカは一いつ瞬しゆん困ったような表情を見せたが、それでも乞こわれるままに話を続けた。


「だから……もしエルフィがさ、今の自分を受け入れた時って、どんな風な気持ちだったのかな、と思って。それから、それを周りの人はどんな風に受け止めたのかな、とか……」


　無論、エルフィティーネは知らない……パシフィカが本物の〈廃棄王女〉である事も、彼女が命を狙ねらわれながら旅をしている事も、そして、いつかは自分が〈廃棄王女〉である事を受け入れた上で、自分の運命に立ち向かわねばならないと、考えている事も。


　兄のために。姉のために。自分を育ててくれた父ユーマと母キャロルのために。そして何よりも自分のために。


「パシフィカ……」


　エルフィティーネは知らない。知らないが、それでも何かこの目の前の少女が、必死に答えを探しているのは、分かった。そして、彼女の助けになるような答えを、自分が持っていない事が、ひどく情けないような気がした。


「私は……元々普ふ通つうじゃなかったから」


「普通じゃない？　ああ……あの時を読むってやつ？」


「ええ。でもガンヴァス様がおっしゃるほど、きちっとした能力じゃなくて……あんまりいい事じゃなくて、悪いこと……人が死んだりとか、誰かが怪け我がしたりとか……そういうのが特によく見えるの。たまに普通の事も見えたりするけど……何がどう見えるのかは、私にはどうにもならなくて……」


　言ってから、エルフィティーネは上うわ目め遣づかいにパシフィカを見た。


　怖こわかった。たった二度、二人っきりで喋しやべっただけのこの少女に嫌きらわれるのが、エルフィティーネはたまらない位に怖かった。


　多分……何も演じない自分を知っているのは、この少女だけだ。本当の、ただ臆おく病びようなだけの自分を知っているのは、この同じ金きん髪ぱつと碧へき眼がんの、同じ年頃の、けれど自分とは比べものにならない位に強い、少女だけだ。


　もし彼女に嫌われたら……何だか、自分という人間が消えてしまうような気がした。後に残るのは、ただ〈廃はい棄き王おう女じよ〉を演じる人形だけのような気がしたのだ。


「ああ、なんて言ったっけ……昔そういう力を持ってる人の事を、死んだ母さんが、言ってたよ……えーと、そうそう、確か、異能者ピキユリアンとか何とか」


　エルフィティーネは拍ひよう子し抜ぬけした。


　パシフィカの物もの腰ごしには、恐れも怯おびえも、蔑さげすみもない。ただ、珍めずらしいものを見たかのように感心しているだけだ。


「マウゼルでは〈魔の落とし子スパウン〉って呼んでるわ……」


　ごくごく少数だが……魔ま法ほうに頼たよらずに、魔法と同等、あるいは魔法以上の特とく殊しゆ現象を引き起こせる人間がいる。彼等の力の特とく徴ちようは、あくまでそれが身体的機能の一部であって、技能ではない……つまり、何らかの訓練や修行で身につけた力ではないという事だ。無論、その能力を訓練や修行などで高めることは、可能だが。


　故ゆえに彼等の力は伝授も模も倣ほうもできない。完全に本人だけの異常能力である。


　マウゼル教は、この異能者達を『魔の血を引く汚けがらわしい者』として嫌きらった。彼等の教えによれば、全すべての力は努力と信しん仰こうによって身に付くものであり、突とつ発ぱつ的てきに何の努力も必要とせずに発生する能力、しかも他人には真ま似ねの出来ない能力など、主なるマウゼルが与あたえるはずがない、というのだ。


　本音を言えば、そういった者達は、エルフィティーネの例を見るまでもなく、その超常能力故に、教祖や巫み女こに据すえられて異教を成長させる要因となる事があり、早さつ急きゆうにそういった憂うれいを絶つという思おも惑わくがあったようだ。


　もっとも、少数ながら、異能者を軍の諜ちよう報ほう部ぶや特とく務しゆ部隊で採用する動きが近年出てきており、マウゼル教上層部も軍や王室との関係であまり異能者を攻こう撃げきするような発言はしなくなってきているが。


「だから、周りから、私は嫌われたの。怖こわがられてたの。私が何か言ったら、自分の死を預言するんじゃないかって……」


「ふうん」


「そんな私だったから、ガンヴァス様に『おまえは〈廃棄王女〉という特別な存在なんだ』って言われたら、『ああ、そうなのかな』って思っちゃったの……この島の人たちも、〈廃棄王女〉としての私を受け入れてくれたわ。だから……」


　だから自分は〈廃棄王女〉になった。しかし……


「パシフィカは、怖くない？　私の事」


「うーん。預言の類たぐいはあんまり信じない事にしてるし」


　……完全に信じていたら、今すぐにでも首をくくらねばならない。


「確かに『おまえは明日死ぬ』とか言われたら、嫌いやだけど。でもそれはそれでやり残した事とか片づけられるし、便利かも」


「そ……そう？」


「大体さあ、普ふ通つうじゃないって言うなら、うちのシャノン兄とかラクウェル姉とかも相当なもんよ。強いのなんのって、はっきり言ってバケモン。そういう人いっぱい見てきたし……だから今いま更さら、『未来の事が見えたりするかもしれない』とか言われてもねえ……」


　この子は分かっているのだ。きっと。


　分かっているから、不器用ながらも、言葉を尽つくして自分を励はげましてくれているのだ。慰なぐさめてくれているのではない。励ましてくれているのだ。


　自分という人間を嫌きらいにならないで、と。


　きっと……この子も自分という人間の存在を呪のろった事があるのだ。そして彼女はそこから……自己嫌けん悪おの泥どろ沼ぬまから、生せい還かんしたのだ。


　だから励ましてくれる。手を差し伸のべるのでも道を示すのでもない。自分で生還できるように、声せい援えんを送ってくれているのだ。


「……ありがとう」


　強い。こんなにも強い人がいる。


　自分と同じような経験をしながらも、こんなにも戦おうとしている人がいる。


「わーこら、また泣くっ。ちょっと、私がいじめたみたいじゃない」


「違ちがうの、違うよ……」


　そう言いながら、エルフィティーネはそれでも涙なみだを流し続けた。


　パシフィカと知り合えた事が嬉うれしかった。こういう色々な意味での強さを持っている相手に出会えたのが、誇ほこらしかった。


　本当に、そう思ったのだ。




　第四章　仮面の聖者







　広大な空くう洞どうにエルフィティーネはいた。


〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉島の中央に位置する大空洞。そこには地下坑こう道どうの全すべてが繫つながっている。坑道のほとんどは資材搬はん入にゆう用ようのものであったが、中には幾いくつか、現場指し揮き監かん督とく用、あるいは作業補助のために設けられたテラスへと通じているものもある。エルフィティーネがいるのは、そういったテラスの一つだ。


　そして、彼女の前にはレナードが立って、完成間近の施し設せつを眺ながめている。


　マウゼル教に抗こうするための切り札を。


　それは言ってみれば巨きよ大だいな祭さい壇だん……いや、魔ま法ほう陣じんだった。


〈複相型立体魔法陣〉……レナードの言葉を借りると、そうなる。集会所の三倍にも達する空洞一いつ杯ぱいに、それは蜘く蛛もの巣のように張り巡めぐらされていた。


　ほぼ半球状の空間には、無数の柱が絡からみ合い、複雑怪かい奇きな紋もん様ようを構成している。資材を組んだのではない。それは坑道と同様の方法で、しかし遥はるかに綿密な計算と細心の注意の元に、岩がん塊かいを少しずつ抉えぐり抜ぬいて造られたものだ。


　さらに要所要所には、金属と木材で組まれた、奇き妙みような形の構造体が何十基と見受けられる。巨大な蜂はちの巣を思わせるそれらは、素す焼やきの陶とう器き管や金属部品で石柱に繫がれていた。


　石柱にも構造体にも、その表面には何やら文字とも図形ともつかないようなものがびっしりと彫ほり込んであり、異様な雰ふん囲い気きに拍はく車しやをかけている。規模も形も全く違ちがうが、そこにはレナードの部屋にある〈拡張器ブースター〉に似通った何かがあった。


　構造。紋様。配置。それらの一つ一つに意味があるのだという話だが、エルフィティーネにはさっぱり分からない。元々魔法工学と呼ばれる学問に基もとづいてこれらは組まれているそうだが、その魔法工学という分野自体が、今では廃すたれていて、魔導士達の間でさえ、その詳しよう細さいを知る者はごく少数だという。


　そんなものをどこで学んだのか、と尋たずねてもレナードは首を振ふって答えてくれなかった。


　ともすれば忘れがちになるが……彼は記き憶おく喪そう失しつなのだ。


　十二年以上前の記憶が、彼にはない。自分の素す性じようも何も分からないのだと、彼はよく仮面の奥おくで自じ嘲ちよう的に笑った。


「いよいよだ。いよいよ明後日、これは起動する」


　今、この空くう洞どうにいるのはレナードとエルフィティーネだけだ。


　ベルケンスの捜そう索さくと、最低限の警備を除いて、島民達たちは自分たちの家に戻もどって休養している。明後日の計画実行に備えて、心身共に休めておくようにレナードが命じたのだ。


　この魔法陣の起動には島民全体の協力が要いる。文字通り皆みなの心を一つにまとめて、戦うための設備なのだ。


「十年の歳さい月げつをかけてようやく完成したのだ……」


「これが、対マウゼル教の秘密兵器ってわけかい」


　不意に響ひびく声。だが驚おどろいたのはエルフィティーネだけだった。


　レナードは悠ゆう然ぜんと仮面を振ふり向かせて、テラスに通じている坑こう道どうの奥おくを見つめる。


　薄うすい燭しよく台だいの明かりに照らされて浮うかび上がる、大おお柄がらな男の姿。


「異教検察官……」


「しかし何だ、これは？」


　エルフィティーネのうめくような声は無視し、ベルケンスは言った。


「てっきり剣けんだの鎧よろいだのを大量生産してるのかと思いきや、わけのわからんものが組み上げてある。察するところ、魔ま法ほうの施し設せつなんだろうが」


「その通り」


　レナードはエルフィティーネを庇かばうように前に出ながら言った。


「これで大規模魔法の起動に必要な意識領域を確保する。たとえ彼等は魔導士でなくとも、八百人分も集めれば、充じゆう分ぶんだ。その意識領域に長距きよ離り戦略級攻こう性せい魔法の魔導式を展開する……文字通り我等の心を一つに束ね、迫害者を糾弾するのだよ」


　長距離戦略級攻性魔法。


　その言葉に、一いつ瞬しゆん、エルフィティーネは身を震ふるわせた。


　十数年前、ラインヴァン王国の隣となり、ギアット帝てい国こくの軍部が記述開発したとされる魔法だ。もっとも機密情報が漏もれたのか、単なる偶ぐう然ぜんか、時を同じくしてラインヴァンや他の国も同規模の魔法の開発に成功している。現在、その技術は四か国が保有していた。


　だが、これが使われたのは、過去に二度だけだ。一度は実験としてギアットが自領土内で反はん抗こう的だった地方領主の粛しゆく清せいに使用した時。もう一度は、ラインヴァンが魔導式の記述改良中の事故で起動させてしまった時である。


　それぞれ使われた魔導式は別種のもので、その効果も違ちがったと言われるが……いずれの場合も、その攻性魔法は『戦略級』の名に相応ふさわしく数十万人単位の死者を出した。その予想以上の威い力りよくに各国は安易な使用を控ひかえ、今ではマウゼル教上層部の提案で、各国に使用禁止条約が結ばれている。


　その資料は現在、どこの国でも最重要機密として封ふう印いんしており、軍部でも相応の地位にある人間でもなければ、それを閲えつ覧らんすることはできない。


　まして、その起動には通常、魔導士百人分以上の意識領域が必要とされている。


　普ふ通つうに考えれば、レナードの言っていることは、ただのほら話に過ぎないはずだが……


「……それでグレンデルを攻こう撃げきするわけか。なんだかんだ言っても、あんたらのやろうとしてるのは大量虐ぎやく殺さつだぜ」


「あらかじめ避ひ難なん勧かん告こくは出す。そのための密使も、もう出してある。だが死者は出なくても、マウゼル教の聖域たるグレンデル大聖堂の破は壊かいは、マウゼル教の信徒達に大きな衝しよう撃げきを与あたえるだろう」


「なにが死者は出なくても、だ。ちょいと脅おどされたからって、マウゼル教上層部が、そうですか、と聖地を逃にげ出すわけがねえだろうが。いや、それ以前に、一日や二日であの都市の人間全員が、逃げ出せるわけがねえ」


　ベルケンスの言葉は正しい。王都ザウエルには負けるが、マウゼル教の聖地グレンデルはラインヴァンでも屈くつ指しの大都市である。その人口はおよそ七十万。いざ避難するとなれば一日や二日でその作業が完かん了りようするはずはないし、そもそも下手な避難命令などが出れば、グレンデルは大混乱に陥おちいるだろう。


「逃げないのは彼等の勝手だ。頑がん迷めいに自分たちの間ま違ちがいを認めぬまま、死んで行くのも一つの自由だろう。だが、我等はそのような者達にまで遠えん慮りよする積もりはない。我等の主義主張は、彼等をも含ふくめた、尊い犠ぎ牲せいの上に……」


「……俺おれが言うと皆みなが笑うんだがよ」


　ベルケンスはレナードの言葉を遮さえぎって言った。


「暴力で語る言葉なんてのは、空むなしいぜ」


「仕方あるまい。我等の言葉は、君たちに届かない。ならば届くように、君たちの帯びる独善の鎧よろいに、風穴をあけなければなるまいよ……望む望まぬにかかわらず、な」


「ま、そりゃそうかもしれんがね」


　ベルケンスは肩かたをすくめて見せた。


「じゃあ聞くが、そうやって突つっ走ったあんたらの正義とやらに異を唱える者が出てきた時、あんたらはどうするんだ？　あんたらの正義に是ぜ正せいを求める者は必ず出てくるぞ。この世には人の数だけ正義があるんだからな。あんたらが糾きゆう弾だんされる側になる時が必ず来る。その時、あんたらはどうする？　話し合うのか？　異を唱えるものの声はあんたらに届くか？　いいや、暴力で無理を通すことを覚えた人間が、話し合いなどするもんか。実際に使わなくても同じこった。そうしてあんたらはいつか」


　ベルケンスはレナードの仮面を指さした。


「俺達マウゼル教の異教狩がりと同じ事をしている自分たちに気付くんだよ」


「そ……そんな事」


　エルフィティーネは思わず口を挟はさんだ。


「そんな事ありません！　そういう過あやまちを犯おかさないよう、私達はレナード様の教えを……」


「分かってねえな。それがすでに過ちなんだよ、お嬢じようちゃん。自分で考えてもいねえ理想なんざ、所しよ詮せん、借り物だ。じゃあ、聞くが、今ここで仮にそのガンヴァスの御おん大たいが『いや、実は僕ぼくが間ま違ちがってたよ、ごめんね』とか言ったら、どうする積もりだ、ええ？」


「そんな事……」


「ない、か？　熱心なマウゼル教信徒も同じように言うぜ。神官様は間違うはずなどない。私たちは日々、神官様の教えを護まもって、誠実に生きている。何らやましいところなどない……ってな」


「…………」


「何にしても、グレンデルを滅ほろぼすなんて話を聞いたら、こっちとしても黙だまってるわけにゃ、いかんわな。悪いがこの施し設せつ、ぶちこわしてからあんたを拘こう束そくする」


「それは無理だろう」


　レナードの声はあくまで涼すずしげだ。右手が悠ゆう然ぜんと挙がり、仮面の奥おくから呪じゆ文もんが滑すべり出る。


「炎ほのおの民たみよ・踊おどれ」


　連動式起動呪文バツチスペルにより高速起動した〈炎陣ムスペル〉がベルケンスに向けて炸さく裂れつする。だが、呪文の詠えい唱しようが終わる前に彼は床ゆかを蹴けり、レナードの方へと突とつ進しんしていた。


　レナードはエルフィティーネを横へと押おしやりながら、次の呪文を唱える。


「片脚あしにても戦せん陣じんに立つ者よ・戦死者の館やかたより出て疾はやく来たれ・今こそ黄たそ昏がれの時！」


　だが、ベルケンスは避よけずに、そのまま拳こぶしを構える。魔法の起動はともかく、レナードが照準動作に入る前にベルケンスは彼を殴なぐり倒たおす自信があった。


　突進の勢いを載のせた右の拳がレナードに向けて放たれる。腹にでも入れば悶絶間違いなしの強力な一打が、レナードの胸むな元もとに走り……




[image: ]


「…………！」


　ベルケンスは異様な手て応ごたえに、素す早ばやく拳を引き戻もどした。


「……ほう」


　さらに後方に跳ちよう躍やくして距きよ離りをとりながら、ベルケンスは改めてレナードを……青白い光に包まれた〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の指導者をにらむ。


「そういうのがあるとは聞いてたがな」


「ここでは〈武ト雷ー神ル〉のような、施設破は壊かいの恐おそれがある強力な攻こう性せい魔ま法ほうは、使えないと踏ふんだのだろう？　君の読みは間違っていない。惜おしむらくは、魔法に対する知識不足だな」


　そう言いながら、レナードは一歩前に出る。


　彼の体には、まるで半透とう明めいの鎧よろいのようなものが、まとわりついていた。まるで氷か硝子ガラスでできた装そう甲こう板ばんを、直接彼の体にくっつけているかのような姿である。それらはレナードの動く度たびに、しゃりしゃりと、まさしく硝子のような音をたてるが、滑なめらかに可動して彼の動きそのものは妨さまたげない。


　白兵戦用攻性魔法〈聖戦士エインヘリエル〉。


　攻性魔法に分類されるが、元々は戦せん闘とう補助の魔法として記述開発されたものだ。一時的にではあるが、魔導士の肉体に沿って動く特とく殊しゆな『場』を発生させる。この『場』は魔導士による内側からの動きには敏びん感かんに反応してその形態を変化させるが、外側からの力を受けた場合、鋼鉄さながらの強度を示し、その力を光や音に変へん換かんして逃にがす。


　つまり剣けんや槍やりといった武器による打だ撃げき、斬ざん撃げきは無論のこと、炎ほのおや衝しよう撃げき波はといった通常の攻性魔法も、この『場』……防ぼう御ぎよ装甲圏を突つき破る事はできない。


「いやいや。知ってるぜ、その魔法は」


　さすがにベルケンスも迂う闊かつには踏み込まずにレナードをにらむ。


「だが、それは確か、平均的な魔導士の意識容量じゃ、実用段階にまで強化できないってんで、軍でも随ずい分ぶんと前に開発が放ほう棄きされた魔法だろ？」


「博識だな。さすがは異教検察官だ。しかし……これがはったりに見えるかね？」


　レナードは素す早ばやく踏み込んで拳こぶしを放つ。


　無論、体術はベルケンスの方が数段上だ。彼は横へと移動して難なくその一撃をかわした。目標を外れたレナードの〈聖戦士〉の拳は、勢い余って壁かべの燭しよく台だいの一つに激げき突とつした。


　拳が鋭するどい光を発する。


　抵てい抗こうや反作用を全すべて光に換かえ、打撃の破は壊かい力りよくだけが物質に直接たたき込まれる。


　金属製の燭台は、大型の鉄てつ槌ついで叩たたかれたかのように、滅め茶ちや苦く茶ちやにひん曲がって吹ふっ飛んでいった。


「……」


　さしものベルケンスが思わず絶句するほどの破壊力である。


「さて、どうする？　ぐずぐずしていると、先の爆ばく音おんに気づいた者達も来るぞ」


「……ふむ」


　ベルケンスは懐ふところに手を滑すべり込ませると、レナードに向けて再び突とつ進しんする。


　身構えるレナードに向けて、疾はしる銀光。ベルケンスが懐から取り出して放った武器が、〈聖戦士〉の腕うでに激突して光る。体勢を崩くずし、自ら発する光に視界を一部遮さえぎられたレナードの頭上を、ベルケンスは巨きよ体たいに似合わぬ身軽さで飛び越こえた。


　テラスの外側へ。


　落ちる……と、思わず敵味方も忘れてエルフィティーネが悲鳴を上げかけるが、ベルケンスは素す早ばやく〈複相立体魔ま法ほう陣じん〉の構造体に片手をひっかけた。


　巨体に似合わぬ、どころか、猿さる顔負けの身の軽さである。


　呆あつ気けにとられるエルフィティーネとレナードの視線を振ふり切り、ひょいひょいと魔法陣を伝ってベルケンスは別のテラスへと移動し、そのまま坑こう道どうの奥おくへと消えた。


　見事な逃にげっぷりである。


「……行ってくれたか」


　地面に落ちているベルケンスの武器を拾い上げながら、レナードは〈聖戦士エインヘリエル〉を解除する。その武器は……三日月を二つ、組み合わせたような形をしていた。


「双そう月げつ刃じん……か」


　その口調に重い疲ひ労ろうの響ひびきを感じ取って、エルフィティーネは彼の側そばに駆かけ寄った。


「ガンヴァス様！」


「実を言うと、この魔法には、まだ幾いくつも欠点が残っていてね。かなり魔導士に無理を強しいるし、持続時間が極きよく端たんに短いのだよ。後三分ミニミも彼がこの場に留とどまっていたら、どうなっていた事か……」


　そう言ってよろめく彼の体を、エルフィティーネは支える。口をついて出る言葉は懇こん願がんの響きを帯びていた。


「どうかご自愛ください……ガンヴァス様に何かあったら、私、私……」


　そうなったら。


　エルフィティーネは狼ろう狽ばいする自分を冷ややかに見つめるもう一人の自分を意識していた。


　そうなったら自分はどうなるのか。


　文字通り繰あやつり師を失った人形のように、ただ舞ぶ台たいに落ちて動かなくなるだけだろうか。


　近づいてくる警備役達の声を聞きながら、エルフィティーネはそんな事を考えていた。








　翌日。


　レナードは島民達を集会所に集めると、異教検察官の脱だつ走そうを人々に告げ……そしてその妨ぼう害がいが予測されるとの理由により、計画の最終段階を予定より半日早める事を宣言した。








「魔ま法ほう、か」


　倉庫の壁かべにもたれかかりながら言うシャノンに、ラクウェルが頷うなずく。


「……多分。それも、もし私の想像通りだとしたら……」


　そこで言葉を濁にごす。滅めつ多たにない事である。シャノンと、そして傍かたわらで完全に聞き手専門に回っていたパシフィカも、怪け訝げんそうな表情で、カスール家長女の顔をのぞき込んだ。


「かなり……おぞましい事になると思うわ」


　シャノン達は現在、島に流れ着いた日と同じく、倉庫に閉じこめられていた。


　島民の若手数名が、強きよう硬こうに彼等の監かん禁きんを主張したのだ。異教検察官の仲間でないという証しよう拠こがない以上、この重要な日に彼等を好きに歩かせておくわけにはゆかない、と。


　筋は通っている。こうして一応は、素す直なおに倉庫に入ったシャノン達であったが……


「おぞましい？」


「直接その施し設せつを見ていないから、断言はできないけど……恐おそらくガンヴァスさんが行おうとしているのは、戦略級攻こう性せい魔法よ」


「戦略級……」


　言葉としてはシャノンも知っているが、それがどのようなものなのか、想像もつかない。彼が知っているのは、そういう魔法が存在するという事、そしてそれが、滅多なことでは使われない代しろ物ものだという事だ。


「私が知っている限りでは、過去に実際に使われたのはたった二度。ギアット帝てい国こくとラインヴァン王国がそれぞれ七年前と八年前に使用してるきり。それぞれ〈白き沈黙の風神イタクア〉と〈奈落ギンヌンガガプ〉という別の魔法で、効果は違ちがうのだけれど、あまりに威い力りよくが大きいから、マウゼル教上層部の提案で、各国に使用制限の条約が結ばれてるのよ」


「……どれくらいの威力なんだ？」


「理論上、破は壊かい力りよくの限界はないと言われてるわね。魔ま導どう士しの数や力量、施設の規模、精度なんかも絡からんでくるから一概には言えないけれど。でも〈白き沈黙の風神〉は気象そのものに干かん渉しようできたっていうし、〈奈落〉の破壊力も、多分、山や街の一つや二つは消し飛ばすでしょうね」


「…………」


　シャノンの脳のう裏りには、規模が大きすぎて、今ひとつその破壊力に対して具体的な想像がわいてこない。語っているラクウェル自身もそうだろう。


「でもその魔法は強力な分、意識領域も、相当な容量を必要とするから……最低でも、そうね、魔導士が百人は必要よ」


「魔導士なんてそうごろごろいないだろうが。〈ジェイド・サーキット〉とかならともかく……多分、ここにいる魔導士はレナードだけだぞ」


「そうね。だから代わりがいるのよ」


「……まさか」


　言われて彼の脳裏には一つの可能性が浮うかんだ。魔導士でない人間にも魔法を起動させることはできる。そして、不足する意識領域を確保する方法も。


　しかしそれは……


「私の想像が正しければ、レナードさんは、魔法陣か何かでここの人たちの意識を相そう互ごにより合わせして、起動に必要な意識容量を確保する積もりよ。でも……」


「そんな事したら、最悪、全員が廃はい人じんになるんじゃないのか？」


　魔導士としての素質のない者や、魔導士としての訓練……意識容量を確保して魔導式を起動させる訓練を受けていない人間に、強制的に魔導式を刷り込んで起動させると、どうなるか……最悪、自じ我が崩ほう壊かいを起こして、生ける屍しかばねになってしまう可能性があるのだ。


　シャノン自身も魔ま導どう士しではないが、仮想制せい御ぎよ意識の魔法をかけられて、一時的に魔法を使う事が出来る。


　だが、それにしても、仮エ想ミ制ユ御レ意ー識タの魔法をかけるのが超ちよう一級の魔導士のラクウェルであり、かけられるのが、常人の三倍以上の意識領域を確保するという才能に恵めぐまれた、シャノンならではの事だ。


　何の訓練も受けず、才能もない人間に、そんな魔法を施ほどこせば、制御用の意識と本来の自我意識が溶とけ合って、区別が付かなくなる。それでどうなるかと言えば本人次し第だいだが、良くても情じよう緒ちよ障害、最悪、人格破は壊かいの後に廃はい人じん、という未来が待っている。そして確率からいうと後者の可能性が、圧あつ倒とう的に高い。


「馬ば鹿かな……マウゼル教に対する兵器として、自分たちの意識を使うつもりか？」


「恐おそらく。ここの人たちが、危険性を正しく理解しているとは思えないけれど」


「……やめさせないと！」


　それまで黙だまって話を聞いていたパシフィカが叫さけぶように言った。


「そんなの……やめさせないと！」


〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の人間だけではない。そんな破壊力の魔法を本当に起動させれば、絶対に死人が出る。グレンデルやその周辺地域には、マウゼル信徒以外の人間だって何十万人と住んでいるのだ。


「それに……」


　パシフィカは握にぎり拳こぶしを作って言った。


「そんなことしたら、あの子は本当に〈廃はい棄き王おう女じよ〉になっちゃう……」


「……言って聞くような連中じゃなさそうだがな」


「その事なんだがよ」


　不意に野太い声が割り込んでくる。


　扉とびらの開く音と共に入ってきた人ひと影かげを見て、パシフィカが声を上げた。


「ベルケンスのおっちゃん！」


「おっちゃんはやめろって。これでもまだ二十代なんだよ」


　無ぶ精しようヒゲの生えた顎あごを右手でさすりながらベルケンスが言う。その左腕うでは、見張りらしき若者の首に回され、悲鳴の一つも出ないほどに締しめ上げていた。若者は喘ぜん息そくのような息を切れ切れに吐はきながら、怒いかりと恐きよう怖ふの混じった瞳ひとみで大おお柄がらの異教検察官を見つめていた。


「……そろそろ来る頃ころだとは思ってたよ」


　シャノンが面めん倒どうくさそうに言った。


「なら話が早い。その戦略級攻こう性せい魔ま法ほうってのの起動を止めたい。手伝ってくれねえか？」


「……なんで俺達がそんな面倒くさいことせにゃならんのだ」


　シャノンの言葉に驚おどろいたのはむしろパシフィカだった。物問いたげな眼めで口を開きかけるパシフィカを、しかし何を思ってか、ラクウェルが押おしとどめる。


「もう知ってるかどうか知らないが、とある事情から俺達はマウゼル教に追われてる身だ。〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の計画が成功して、マウゼル教やこの国が混乱すれば、その分、俺達の逃とう亡ぼう生活も楽になる。むしろ俺達としては、連中に協力こそすれ、それを止める理由はないな」


「……おめえ、本気で言ってるのか？」


　シャノンはその問いには答えず、ただ無責任に肩かたを竦すくめた。


「……しかしあんたも仕事熱心だな。こんな時に行動を起こせば、本気でここの連中に殺されるぞ。そこまでして、あんたはマウゼル教の側に立つっていう理由が分からん。落ちこぼれたって言ってたよな。なのに何で命がけで職務を遂すい行こうする？」


「そんな事を聞いてどうするよ？」


「いいから聞かせてくれよ。気が変わるかもしれんぞ？」


　ベルケンスはじっとシャノンをにらむ。


　びくりとパシフィカは身を震ふるわせた。強きよう烈れつな殺気……いや、怒ど気きか。それがシャノンとベルケンスの間から流れてくる。この二人がまともにぶつかればどちらかが死ぬ……パシフィカにさえ、そう確信させるほどの強烈な気配だった。


「……難しい事を聞くな」


　先にそれを消したのはベルケンスだった。肩の力を抜ぬいて、苦く笑しようする。


「俺が何から落ちこぼれたと思う？」


「……想像はついてるが、あんたの口から聞きたい」


「〈粛清使パージヤース〉だよ」


　驚おどろいたのはパシフィカだけで、シャノンもラクウェルも特に表情を変えない。首を絞しめられている若者はそれどころではない。


「〈粛清使〉ってのが、実際にどういう連中かは知ってるか？」


「……ああ。会った事がある」


「結局、俺は『皆みなと同じ』になれなかったんだよ。自分を棄すてきれなかった。それまで生きてきたベルケンス・タンホグリオって人格を棄てて、『信しん仰こうにより人を越こえた群体生物』になる事ができなかった」


「まあ、確かにあんたは個性的だからな」


　皮肉でも何でもなく、素す直なおにシャノンはそう言った。


「個性ってのを憎にくんだ時期もあったよ。この身体からだにこの顔だからな。誰だれもが怖こわがって近寄りゃしねえ。仲良くしようとすりゃあ、気味悪がられる。親でさえ俺を怖がってご機き嫌げんを伺うかがう始末だ。なんかもう、どうしていいか分からなくなってな。俺は二は十た歳ちの時に家を出て、マウゼル教の門を叩たたいたんだ。万ばん民みんに対する慈じ愛あいを説くマウゼル教なら、俺を外れ者にしないんじゃないかってな」


「…………」


「だがよ、結局どんな言葉を並べてみても、人間ってのは自分たちを規格化しちまう部分がある。それが一いつ般ぱん常識か、教義に対する信仰か、その違ちがいがあるだけだ。自分たちを画一化して、まとまって、で、まとまらない者を恐おそれ、憎む。どこまで行ってもその繰くり返しだ。だから、俺はその極きよく致ちとも言うべき、〈粛清使〉になる事を拒こばんだ。あれだけ自分の個性が嫌いやだったのに、結局俺は、個性を棄てきれなかったんだ」


　ベルケンスは肩かたを竦すくめて見せた。


「俺は、俺だ。他の誰でもねえ。ベルケンス・タンホグリオって世界にただ一人の人間だ。俺が自分でそう決めたんだよ」


「おっちゃん……」


　パシフィカの複雑な表情に、軽く微笑ほほえんでから、ベルケンスは続けた。


「けどなあ。だからって望んで規格化されたい人間の希望まで否定するのは、やっぱ俺としては忍しのびないんだよ。自分で生きてきてよく分かるが、個性を全面に出して生きて行くってのはそりゃーつらいもんだ。出る杭くいは打たれるからな。だから、個性を持たないで生きて行く人間ってのを、責めるわけにはいかねえ。そういう、ある意味で『弱い』連中が寄り添そって生きて行く価値観ってのも、この世には必要なんだよ。時にそれが大きくなりすぎて、別の弱者を踏ふみつけたりしちまうが……」


「それは……」


　言葉を挟はさもうとするパシフィカを掌てのひらで制し、ベルケンスは続ける。


「それでも、俺はそういう『弱い』連中の園そのを守りてえんだよ。誰もが強いわけじゃねえんだ。いや、強くたって、弱気になるときもある。立ち止まりたい時だってある。救いがほしい時だってある。誰かに『おまえは大だい丈じよう夫ぶだ』って言ってほしい時もある。だから俺は、マウゼル教に限らず、宗教ってのは必要だと思う。いつまでもそこで、与あたえられた安心だけを喰くって生きてちゃ、いけねえけどな」


　ベルケンスはとうとう白目をむいて気絶した若者を、離はなして、言葉を続けた。


「だから、俺はマウゼル教の信徒たちを護まもる立場にいる。それと同時に、俺はこの〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉の連中みたいなのが、俺達マウゼル教の人間と同じ間ま違ちがいを……弱い人間が、同じ弱い人間を踏みつけるような、意味のない過あやまちを犯おかそうとしているのを、どうしても見み逃のがせねえんだよ」


「……もういい」


　シャノンは言って立ち上がった。


「俺には、あんたの言う事が全部正しいとは思えない」


「……そうか」


　ベルケンスはため息をついた。


　そうだ、人間は分かり合えない。別の生き物だから。別の時に、別の場所で生まれ、別の人生を送ってきた者達が、心の底から完全に理解し合えるわけがない。だから、人は他人を心のどこかで恐おそれる。神や救世主という、共通概がい念ねんを創つくり上げて、そこにすがる事で、互たがいに理解しきったような気になりたがる。


「だが、あんたの気持ちは分かるよ」


　だが、自分の頭で考え、理解して歩み寄る努力はできる。永遠に溝みぞは埋うまらなくても、それを無限に小さくするための努力が、人にはできる。


　だから……


「行こう……彼等が踏ふみつける者になってしまわない内に」








　暗くら闇やみで誰かが笑っている。


　卑いやしくて、残ざん忍にんな笑いだ。誰が笑っているのだろう。聞いたことのある声。それこそ聞きすぎて、改めて耳にしても、誰のものか分からなくなっているような……


「月と星の紋もん章しようを抱いだき・汝なんじ等ら・野を制す獣けものとなれり」


　呪じゆ文もんを唱える声。レナードはふと不思議に思う。


　誰だ。この島には自分以外に魔導士はいないはずだ。しかもこれは……聞いたことのない呪文だ。何だろう。うまくものが考えられない。思考が細部から漏もれ落ちてゆく。


　悠ゆう然ぜんと伸のびる手。ああ、自分の手だ。自分の手が扉とびらを指さしている。


「行け。見つけ次し第だい、あの異教検察官を殺せ。あの姉兄妹もだ。邪じや魔まする可能性のある者は全部殺せ。それが無理なら、儀ぎ式しきが終わるまで、この洞どう窟くつに近づけるな」


　立ち上がって行くのは、島民達だ。一人、二人……合計十人。


　どうして彼等は、あんなに虚うつろな顔をしているのだろう。あれではまるで、人形ではないか。具合でも悪いのだろうか……


「ふ、ふひひひ……ひはははははっ！」


　笑っている。おかしくてたまらないといった様子で笑っている。


　誰が……？


「ガ……ガンヴァス様？」


　ああ。エルフィティーネ。来てくれたのか。実は、困っているのだよ。誰かが私の頭の中で笑うのだ。笑って、勝手に体を動かして、勝手にしゃべって……


「どうしたんだい、エルフィティーネ？」


　困こん惑わくと、そして淡あわい恐きよう怖ふの表情を浮うかべながら後ずさるエルフィティーネを見て、レナードは少し哀かなしかった。無論、彼女のそんな行動の原因が、自分の浮かべている表情だと、レナードは気付いていない。


　自分自身の浮かべる、卑いやしくて酷こく薄はくなその笑え顔がおに。


「ガンヴァス様……ですよね？　あ、あの、か、仮面は……」


「ああ。あれはもう要いらない。もう用済みだからねえ……」


　そう言う自分の声を、レナードはひどく遠くに聞いていた。


「今のは……今のは何なんですか？　皆みな、こ……壊こわれたみたいな……顔で……」


「彼等には強くなってもらったのだよ。マウゼル教の神官や、あの三人が邪じや魔ましに来るおそれがあるのでな、ちょっと魔ま法ほうをかけて強くしてやったのさ。ははははは。ちょっと強くしすぎて、元に戻もどれないだろうけどね」


「……え？」


　ああ。私は何を言っているのだろう。なんて酷ひどい話だ。信じてくれ、エルフィティーネ、私は君を怖こわがらせる積もりなどないのだ。私は……


「〈狂戦士バルセルク〉といってねえ、素す敵てきな魔法さ。かけられた人間の頭の中で起動し、その人間を超ちよう人じんにしてくれる。超人になれる代わりに、魔導式が自じ我がと溶とけ合って、もう解除できないけどねえ。死ぬまで戦う文字通りの〈狂戦士〉というわけさ」


「ど、どうしてそんな……」


「決まってるだろ。君たちお馬ば鹿かさんたちの葬そう式しきを、邪じや魔まさせないようにだよ」








　警備役の島民を倒たおして坑こう道どうに入ることそのものは、さして難しくはなかった。


　そもそもほとんどの島民が、もう地下の魔ま法ほう陣じんの中に組み込まれた大型の〈拡張器ブースター〉の中で、決行の時を待っている。外部に残っているのは、四、五十人余りの人間だけだ。手て薄うすにもなろうというものである。


「で、具体的にどうするんだ？」


　坑道を歩きながらシャノンが前を行くベルケンスに尋たずねる。隊列としては、ベルケンス、シャノンとパシフィカ、そしてラクウェルという順である。


「おねーちゃんに魔法を解除してもらうとか、できねえかな？」


「可能だとは思いますが……魔法陣や、人々の意識に刷り込まれる魔導式を調べてみない事には……時間が必要ですよ」


「ふむ……面めん倒どうなもんだな。ぱぱっとぶちこわすってのも手だが……」


「下手に大規模の攻こう性せい魔法を使えば、死傷者が出ます」


「確かに、面倒くさいな……」


　シャノンが頭を搔かきながら言った。


「とはいえ、それしか手はないだろうし。すこしの間なら、俺達で解除作業中のラクウェルを守れるだろう」


「ま、ここの連中はほとんど素人しろうとだからな」


　言いながら、ふとベルケンスは足を止めた。


「とりあえず、あそこで位置を確かく認にんしよう」


　シャノン達は坑道の先にあったテラスの一つに出た。広さは民家の小部屋程度だ。人の気配がないのは確認済みだが、他のテラスなどから目もく撃げきされないよう、一同は背を低くしてその際きわにたどり着くと、大空くう洞どうに設置された、その奇き怪かいな構造物を見る。


「なんかすごいね……こんなのを地下に造ってたんだ」　パシフィカはそう言って感心してから……ふと姉の表情に深刻なものが浮うかんでいるのに気付いた。


「どうしたの、ラクウェル姉……」


「違ちがうわ……これは」


「ん？　何がだ？」


　尋たずねてくるベルケンス。ラクウェルは懐ふところから紙し片へんを一枚取り出す。母の覚え書きを抜ばつ粋すいして写したものだ。


「これは確かに戦略級攻性魔法の複相型立体魔ま法ほう陣じんだけど……長距きよ離り照準用の式を示す構造体がどこにもないわ。これじゃ……魔法の効果はどこでもない、ここに来る」


　続くラクウェルの言葉に、シャノン達は顔色を変えた。


「これは、自じ爆ばく用の魔導式よ」








「じ……自爆？」


「そうさ」


　レナードは暗い笑え顔がおで言った。


　そこにエルフィティーネの憧あこがれた聖者の姿はない。ただ残ざん忍にんで歪ゆがんだ喜き悦えつに身を焦こがす、異常人格者がいるだけだった。


「あの大規模な魔法は、自爆用のものさ。馬ば鹿かどもを皆みな殺ごろしにするためのね」


「……な、何を……何をおっしゃるんですか……」


　分かっている。よく分かる。簡単な事だ。毎夜それを夢に見ていたのだから。


　だが、心がそれを理解するのを拒きよ否ひしていた。


「そもそもこの〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉計画をはじめたのは、軍の諜ちよう報ほう部ぶとマウゼル教の渉しよう外がい局きよくだ。王国やマウゼル教に反はん抗こうする意志のある者、その傾けい向こうのある者達を集めて、隔かく離りし、その後、まとめて処分するためのな。はははは。要するに、おまえ達は、十年もかけて、自分たちの墓はか穴あなを掘ってたんだよ」


「そんな……噓うそよ」


　エルフィティーネはよろめきながら言った。


「噓うそよおっ！」


「噓じゃない。俺は元々、王国軍の人間でな。ちいと調子に乗って、趣しゆ味みがばれちまって、投とう獄ごくされてたのさあ」


　げらげらと笑いながらレナードが言う。


「魔ま法ほうを学ぶとな、いろいろと試ためしてみたい事が増えてくるんだよ。たとえば強制的に起動不能な魔導式を、他人の脳に刷り込んでみたりとかな。ひゃはははは。面おも白しろいぜえ？　そりゃあもう、つんと澄すましてた女が、涎よだれ垂たれ流して、虫みたいに地を這はい回る姿見てるとさあ、俺って興奮しちゃって。ひゃははは！　それが軍にばれて死し刑けい確定さ。でもその前に、情報部のルガールっておっさんが俺に素す敵てきな提案をしてくれたのさ」


　エルフィティーネは両手で耳を塞ふさぐ。聞きたくなかった。これ以上聞きたくはなかったが……しかしレナードはやめるつもりはなさそうだった。


「どうせならもっと大規模にしてみないかってな。素晴らしい話だったよ。なんせ一挙に数百人だぜ、数百人！　普ふ通つうの魔導士なら一生かかっても拝おがめないような、戦略級の魔導式も見せてくれた。こいつはもう感謝感激、大興奮ってやつだあな！　ひゃはは。俺は思ったね。そうそう、俺はこういうのがしたかったんだよおってさ」


　レナードはそこで、一いつ瞬しゆんだけ表情を引き締しめて、言った。


「やはり男なら自分の夢を追い求めたいではないか。そうだろう、エルフィティーネ？」


　そして次の瞬間、くしゃ、とその顔が歪ゆがむ。


「なあんつってなあ！　うひゃひゃ！　でも俺様、こんなんだから、ちょっと凡ぼん俗ぞく共にゃあこの高こう尚しようさが理解できねえかもしれねえってんで、仕し掛かけを施ほどこしてもらったんだよ。仮想人格さ、仮ペ想ル人ソ格ナ。偽造した人格で、理想の指導者ってのを、演じてたのさあ」


「そんな……」


「そういや、惚ほれてたろ、エルフィちゃんよお。俺に惚れてたんだろ？　このレナード様によお」


　どうして……


　レナードの下品な声をどこか遠くに聞きながら、エルフィティーネは自問した。


　どうしてこんな事になったのだろう。……私は何のために〈廃はい棄き王おう女じよ〉の役割を無理矢理演じてきたのか。私は何のために……


　じりじりとエルフィティーネに寄ってゆくレナード。逃にげなくては、と意識のどこかで思うのだが、エルフィティーネの意識の大半は、その衝しよう撃げきと絶望に硬こう直ちよくしていた。


「いいぜ。抱だいてやるよお。馬ば鹿か共がぶっとぶのと一いつ緒しよに、俺達も天国に行こうぜえ！」


　レナードが笑いながら近づいてくる。だがエルフィティーネはただ呆ぼう然ぜんと迫せまってくる異常者の手を見つめるだけだった。今の彼女にはその手から逃のがれる力も気力も、ない。


　そして。


　次の瞬間、レナードの腕うでに、ぞぶりと異様な音をたてて、突つき刺ささったものがある。


　三日月を二つ組み合わせたような、奇き妙みような武器。


「こ、これはああっ……？」


　愕がく然ぜんと自分の腕に突き刺さった凶きよう器きを見ながら、レナードは叫さけんだ。


　慌あわててそれを抜ぬいて捨てるレナードの肩かた越ごしに、エルフィティーネは、部屋に入ってくるベルケンスとシャノンの姿を見た。その後ろにはラクウェルとパシフィカの姿もある。


「よく響ひびく声で無茶な事を言うこと言うこと……馬鹿はてめえだ、レナード・ガンヴァス。変質者野や郎ろうが、他人様を馬鹿呼ばわりするなんざ、十億年早い」


「き、貴様……!?」


　レナードは歯ぎしりしながら、数歩、後ずさる。


「よく聞け、異教検察官！　いいか、俺は軍とマウゼル教の……」


　狼ろう狽ばいの表情を見せるレナードを冷たく見み据すえて、ベルケンスは言った。


「自分も一いつ緒しよに吹ふっ飛ばされるって時に、軍もマウゼル教もあるかい、アホが。大体、何年前の話をしてやがる。とっくの昔に、てめえにその馬鹿げた作戦を授さずけたマウゼル教第二渉外局局長は死んだよ。失しつ脚きやくした挙げ句に、首つってな。もうてめえの事なんざ誰も覚えてねえ。でなかったら、俺が派は遣けんされてくるわけがねえだろが」


「な……何い？」


「思い出したように本ほん性しようだしやがって。てめえはずっともう一人の影かげで寝ねてりゃ良かったんだよ！」


　無造作に歩み寄ったベルケンスは右の拳こぶしをレナードの腹に打ち込んだ。


「ぐげっ……！」


　冗じよう談だんのように軽々と吹ふっ飛ぶレナード。その体は部屋の奥おくの〈拡張器ブースター〉に激げき突とつし、六基ある円えん筒とうの蓋ふたが幾いくつか、音をたてて外れた。その中身は露あらわになり……


「キュフォン？　クオート？」


　悲鳴のような声でエルフィティーネは彼等の名を呼んだ。


　物体のように地に転がる少年と、少女。


　口は半ば開いて涎よだれを垂たれ流し、意志さえ溶とけた虚うつろな瞳ひとみが、空中を見つめている。姉弟共に、生きているが……もう立って歩く事も、しゃべる事もできまい。恐おそらくもう人間としての意識などかけらも残っていないだろう。


「自分の意識容量を広げるために、通信系魔法を使って接続してあったのね」


　ラクウェルの静かな声が、温度の下がった部屋に流れる。


「魔法か薬で廃はい人じんにしておいて……白紙化フオーマツタイズしておいて、その意識を乗っ取り、通信系の魔法で断続的に自分につなげる……そうする事で、探査妨ぼう害がい用の魔ま法ほうを常じよう駐ちゆう起き動どうするための容量を確保したのでしょう？　妨害の魔法も、〈魔天狼フエンリル〉もそうやって、起動させたのね。


　恐おそらく、島の外に出ているという人々の話も噓うそでしょう。このやり方だと、乗っ取られた人間は、生理機能にも障害が出るから、栄養剤ざいを投とう与よしても、保もって一月程度。だから、この十年間、そうやって何百人もの人々を、使い棄すててきたのでしょう？」


「へ……へへ……ねーちゃん。俺よりも詳くわしいじゃん？　相当な通とみたぜえ？」


　打たれた腹を押おさえながら、壁かべ際ぎわを這はうようにして移動するレナード。ベルケンスはあえてそれを追わず、転がったままの物言わぬ少女の側そばに膝ひざをついた。


　ごつい手が、虚こ空くうを見つめたままの乾かわいた瞳ひとみを、そっと閉じさせる。


　そして。


「……レナード・ガンヴァス。てめえは、殺バラす」


　底冷えのする声がそう宣言した。


　シャノン達でさえも、一瞬、殺意を覚えたほどだ。この男を許せるのは、それこそ聖人君子だけだろう。だが……


「やめて！」


　レナードを庇かばうように、その両手を広げて飛び出したのは、エルフィティーネだった。
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「違ちがうの！　ガンヴァス様は、そんな人じゃないの！　これはきっと、催さい眠みん術か何かであんな酷ひどいことをするように命じられてて……」


「……どけ」


「嫌いや！　ガンヴァス様を、殺さないで！」


　……その時、


　複数の気配が近づいてくる。


　シャノンやベルケンスが気付くのが遅れたのは、それらがあまりにも薄うすく、しかも人間のそれとは異質な気配だったからだ。


　眉まゆをひそめつつ、シャノンは刀に手を掛かけて振ふり向いた。


「部屋の中に入れ、ラクウェル、パシフィカ、何か……！」


　ベルケンスさえも気を逸そらしたその瞬しゆん間かん……レナードはそれを待っていたのだろう。エルフィティーネに飛びかかると、懐ふところから取り出した、小さなナイフをエルフィティーネの首筋に押おしつけた。


「こっち来んなよ！　こいつの喉のどが血を噴ふくぜ、ぴゅっぴゅー。ぎゃははは！」


　レナードの笑い声に重なって、異音が響ひびく。


　シャノンの体が、部屋の戸口から、中へと吹ふっ飛んだのは次の瞬間であった。


「シャノン兄っ？」


　パシフィカの悲鳴混じりの声を散らすようにして、数人の男達が部屋の中に入ってくる。


　表情のない、人形のような男達が。


　いずれも、どこか何か床ゆかの上のキュフォンやクオートに通じるものがあった。こちらは自分から動き、襲おそってくるが、その動きに人間としての意志がまったく感じられない。最も早はや光を宿すことのない眼めは、硝子ガラス玉よりも虚うつろだった。


「おまえ達の相手は、そいつらだよ、俺の作ったイカす奴やつらさあ！」


　壁かべを背に、戸口へと移動しながら、レナードがげらげらと笑う。そちらへと飛びかかろうとしたベルケンスの動きをエルフィティーネの首に押し当てたナイフで制し、レナードはそのまま部屋を出てしまった。


「せいぜいがんばってくれやあ！」








　特殊攻こう性せい魔法〈狂戦士バルセルク〉。


　それは、人間を別の生き物に……戦せん闘とう用生物に、作り変える。


　通信系魔法コミニユケータによって魔導士から被ひ法ほう者の脳に圧あつ縮しゆく状態で刷り込まれた魔導式は、被法者の意識領域を使って自己を解かい凍とう、さらに別の魔法を起動させるのだ。


　人間の肉体に本来ならばかかっているはずの制限が取り払はらわれ、被法者は肉体そのものの安全性を無視した段階まで力を出せる。その上に……








「こいつらっ？」


　ベルケンスが驚きよう愕がくの表情で腕うでを引く。


　彼が殴なぐった島民の頰ほおの感かん触しよくが変わったのだ。肉の感触が消え、何か異様な堅かたさをもった何かへと、その皮ひ膚ふが変化して行く。


「生なま半はん可かな攻こう撃げきを仕し掛かけても無む駄だです！」


　ラクウェルの声に、ベルケンスは二撃目をたたき込むのを止めて、後方に跳とんだ。


「なんだこれは？」


「〈狂戦士〉は攻撃を受ければ受けるほど、その攻撃に対する反射行動として肉体を変化させます。殴られれば殴られた部分を硬こう化かさせ、あるいはその皮膚の下に緩かん衝しよう用の体液を充じゆう塡てんし……斬られれば、鱗うろこや棘とげのようなものを生成して刃はの侵しん入にゆうを阻はばみます……敵の攻撃に合わせて進化……いえ、特とく殊しゆ化する生物に、人間を変質させるのが、〈狂戦士〉です」


　シャノンを助け起こしながらラクウェルが言う。


「ちょっと待て、そんな急激に、しかも無計画に変化させて、肉体が保もつのか？」


「保ちません」


　ラクウェルははっきりと……酷こく薄はくとも思える冷静さで断定した。


「元にも戻もどりません。被ひ法ほう者は、完全な使い捨てです。起動させた時点で、肉体制せい御ぎよに必要最小限の容量を残して、人格は残らず破は壊かいされます。だから、この魔ま法ほうは記述開発されたと同時に、使用を禁じられ、魔導式は封ふう印いんされたと聞きます。建前上は、ですが」


　恐おそらく、レナードは諜ちよう報ほう部ぶのルガール中佐からその魔導式を教えられたのだろう。


　シャノンも何とか刀を持ち直し、妹と姉を護まもって、ベルケンスの横に並ぶ。


「力は強いわ、変形するわ……面めん倒どうくせえ奴やつらだな」


「同感だ」


　つかみかかってくる腕うでを、シャノンの刀が、ベルケンスの双そう月げつ刃じんが迎むかえ撃うった。


　共に素す早ばやく的確な動きで〈狂戦士バルセルク〉たちの攻撃をさばき、致ち命めい傷しようにならない程度の反撃を加える。共に動きは正確無比、恐らく、普ふ通つうの人間相手であったなら、勝負はあっという間についていただろう。


　だが……〈狂戦士〉相手では、状じよう況きようは悪化するだけだった。


　殴られた部分が、甲こう羅らのように硬質化してゆく。


　斬られた部分が、すぐさま治ち癒ゆし、そして棘とげのようなものを伸ばし始める。


　みちり、みちりと音をたて、〈狂戦士〉の肉体は、昆虫が変態するかのように、急速に別の生物へと変質しつつあった。


　その異常な治癒能力と耐久性の前では、生半可な打撃や斬撃では役に立たない。いや、役に立たないどころか、相手を成長させるだけだ。〈狂戦士〉の脳髄に定着した魔導式は相手の攻撃を分析し、事前に登録されていた情報を元に、自己改良を続ける。


　拳にはその打撃を防ぐ固さを。刃にはその侵入を拒む棘を。そして敵の攻撃を受け流す早さと、技に対する学習を……


「どうすればいい？」


　つかみかかってくる異形の腕うでを刀で弾はじきながら、シャノンは尋たずねた。


「〈狂戦士〉に関しては、私も実際に起動しているのは初めて見たわ……母さんの書しよ棚だなにあった文ぶん献けんが確かなら……止める方法はないの」


　一瞬、ラクウェルは顔を伏ふせてから、言った。


「手に負えないほどに特とく殊しゆ化かする前に、完全に生命活動そのものを停止させる以外には」


「……殺すしか、ないのか」


「ないわ」


　簡単明めい瞭りようで、それ故ゆえに動かし難がたい結論。シャノンは一つ深呼吸してから、言った。


「ラクウェル、パシフィカと一いつ緒しよに脱だつ出しゆつしろ。ここは俺達が引きつける。その間にガンヴァスを押おさえるか、魔導式を解除してくれ」


「引きつけるって、シャノン兄……！」


　パシフィカの言葉に覆おおい被かぶせるように、シャノンは怒ど鳴なる。


「早く！　ガンヴァスがあの魔法を起動したら、俺達も皆みな、終わりだぞ！」


「……分かったわ」


　ラクウェルは有う無むを言わさずパシフィカを抱だき上げると、テラスの端はしに駆かけ寄る。


「ちょっと、ラクウェル姉、まさか……」


　腰こしの後ろの小物入れから取り出した細い金属紐ワイヤーをテラスの端はしに固定するやいなや、ラクウェルは躊躇ためらいもみせずに、その身を空中に躍おどらせた。


　ばさりと黒い外がい套とうが空気をはらんで広がる。


「ちょっと待……にゅああああああああっ！」


　しゅるしゅると、ラクウェルの革かわ手て袋ぶくろが金属紐をこする音と共にパシフィカの悲鳴が遠ざかっていった。


「……見かけによらず、派手だな」


「……魔ま法ほうを使ってないだけ地味だよ」


〈狂戦士バルセルク〉達の攻こう撃げきをさばきながらも、一いつ瞬しゆん、毒気を抜ぬかれたような表情で言うベルケンスに、素っ気なくシャノンが応じる。


「で、どうするよ、おい。殺すしか方法がねえって話だが……」


　実際……〈狂戦士〉達は人型の輪りん郭かくに人間としての過去を残しているものの、もはや、人間とは思えないような代しろ物ものになり果てていた。全身を甲こう羅らで覆おおわれた者や、絶たえず粘ねん液えきを全身の棘とげから分ぶん泌ぴつさせているような何かを、人間とは呼ぶまい。中ちゆう途と半はん端ぱに攻撃をさばく内にも、どんどん変化した彼等は、最も早はや、シャノンの刀やベルケンスの双そう月げつ刃じんではどうにもならない防ぼう御ぎよ力りよくを獲かく得とくしていた。


「……面めん倒どうくさい。逃にげよう」


「……って、おい？」


　シャノンの提案にベルケンスが目をむく。


「俺達は、時間を稼かせげばいい。こいつらの対処法は後で考えよう」


「……殺すのは忍しのびないか」


「偽ぎ善ぜんだけどな」


　肩かたを竦すくめながらシャノンは刀を手近な相手に突つき込み、その勢いを殺さずに戸口の外へと飛び出す。ベルケンスも同様にして体当たりで〈狂戦士〉の一体を吹ふっ飛ばし、地下坑こう道どうへと出た。


「そういう偽善を言う奴やつは、嫌きらいじゃねえよ、俺は」


　坑道の左右に分かれるシャノンとベルケンス。部屋の中から彼等を追って、残りの〈狂戦士〉たちも次々と出てくる。


「なあ。事が終わったら一度、酒でも飲もうや」


「悪いが一か月前から禁酒中だ」


「あ、そ」


　ベルケンスは肩かたを竦すくめて言ってから、坑道の右方向へと駆かけ出して行く。五体の〈狂戦士〉が彼の後を追う。野太い声だけが岩にはねかえりながら響いてきた。


「ま……とにかく後でまた会おうや」


「会えたらな」


　言いながら、シャノンは四体の〈狂戦士〉を引きつけて左へと走る……








　着地と同時に金属紐ワイヤーを破は棄きし、ラクウェルは抱かかえていたパシフィカを降ろした。


「うにゃあ……死ぬかと思った……」


「あの高さ程度じゃ、普ふ通つうに飛び降りても死なないわよ。両膝ひざは砕くだけるでしょうけど」


　息を乱した様子もなく、ラクウェルは、巨きよ大だいな蜂はちの巣を思わせる構造体の一つに歩み寄り、その一部に手をかける。金具を外すと、巣穴の一つに相当する部分の蓋ふたが開き、中から金属と木材で組まれた棺かん桶おけのようなものが滑すべり出てきた。


「さて……」


　ラクウェルは棺桶のような容器を開き、中に入っていた中年女性を引っぱり出して、床ゆかに横たえる。


　眼球運動の速度、呼吸、その他から、まだ彼等は意識を空白化されていないとラクウェルは判断した。恐おそらく浅い眠ねむりの中で夢を観みている状態だ。人格を消された人間は夢を観ない。夢を観るための主体すらない。


　どうやら薬でも投とう与よされているのか、女性は一向に目覚める気配はなかった。


「ど、どうするの、ラクウェル姉？」


「これは、伝声管と、血液と同じ塩分濃のう度どの水を詰つめた筒つつを介かいして中央の増ぞう幅ふく器きに繫つながってるわ。これは生命としての波動を擬ぎ似じ的に……」


「ごめん。簡潔に要約して」


「つまりね、島の人たちをそれぞれ細胞と見なして、この魔法陣は一個の脳として稼か働どうするように作られているのよ。こうしておけば、いちいち通信魔法をかけなくても、催眠暗示と簡単な薬物投与だけで、広い共同意識空間を構築できるの。特にここの人たちは同じ目的のために集まっているから」


「はあ……？　共同……何？？」


「そして、予あらかじめ人々の頭に、圧縮した魔導式を刷り込んでおいて、起動命令と共に一気に解かい凍とう、実行する……でもその経路を逆に辿たどれば、中枢部分の魔導式が、どこにあるのか、誰の頭の中に圧あつ縮しゆく保存されているのか、探し出す事も、理論上は……」


「えーと。もしもし？」


「要するに、ここからさかのぼって、設備の中ちゆう枢すう部分に置かれている魔導式を破は壊かいする事もできるのよ」


「あ、なるほど」


　頷うなずくパシフィカ。最後の部分だけは彼女にも分かった。


「それでね、パシフィカ。悪いけどあなたにも手伝ってもらいたいの」


「な、何を？」


「私を護まもって」


「うん分かった　……って、何？　私が？　ラクウェル姉を？」


　他ほかに何を言われてもこれほどは驚おどろかなかったろう。戦せん闘とう力りよくに関してはパシフィカと兄や姉には、大人と子供どころか、天地ほどの開きがある。逆はあってもパシフィカが姉を護るなど、冗じよう談だんにもならない。


「あなたに戦闘用の魔法をかけるわ。私はこの魔導式を解体できるかやってみるけれど……その間、私はほとんど動けないのよ」


　そう言ってラクウェルがパシフィカの背後を指さす。


　林のように乱立する構造体の間を、夢遊病者のような足取りでこちらに歩いてくる人ひと影かげがある。その意志のない動きを見れば、それが〈狂戦士バルセルク〉に侵おかされた人間であるのはパシフィカにも分かった。あの部屋に殺さつ到とうした九体以外にも、まだいたらしい。


「あなたは魔法用に意識領域を確保する訓練を受けていないから、式は私の頭の中で起動します。でも、そうなると、パシフィカ、あなたにかける魔法は、あなたの歩ほ幅はばで大体、十歩も私から離はなれれば効力が消えるのよ」


　つまり……パシフィカは、姉から数歩しか離れられず、しかし〈狂戦士〉の猛もう攻こうは防がねばならないのだ。それがどれだけ無茶な注文かは、パシフィカにも分かる。


　だが……無茶ならいつもの事である。いつもいつも兄や姉は自分のために無茶をしてくれているのだ。それがたまたま今回は逆になっただけのこと。


　疑問も躊ちゆう躇ちよもパシフィカの心には入り込む余地はない。


「うん！　まかしといて！」


　むしろ嬉うれしげに胸を張ってパシフィカは言った。








「でえい、もう、やってられるか、こんな悠ゆう長ちような事！」


　ベルケンスは追ってくる〈狂戦士〉に向き直った。


　追われては逃にげ、振ふり切ってしまわないように、走る速さを落とし、相手が追いついてきたら、軽く二、三度、相手の攻こう撃げきをさばき、そしてまた逃げる。中ちゆう途と半はん端ぱと言えば、とことん中途半端な戦い方である。こういうある種の受動的な戦い方は、ベルケンスの性しように合わない。


「普ふ通つうの人間に使うと、殺しちまうんで遠えん慮りよしてたが……！」


　そう言ってベルケンスは呼吸を切り替かえた。


　右手を脇わきに引いて構え、その手首を左腕うでで押おさえるようにして握にぎる。


　特とく殊しゆな呼吸をしながら自分の肉体の内圧を高めて行く。同時に自分の肉体に対する絶対の信しん頼らい感を自己暗示で重ねる。それは相そう互ごに影えい響きようを及およぼしあって、一つの大きな力に収しゆう束そくしてゆく。
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　神官服は破れ、盛り上がる筋肉。そこまではいい。だが……その色さえ変化しようとは。


　いや、違ちがう。


　皮ひ膚ふの色が変わったのではない。呼吸法と思考制せい御ぎよにより擬ぎ似じ的な物質にまで高められた闘とう気きが、陽炎かげろうのようにベルケンスの身体からだを包み、周囲の光線を乱反射させているのだ。


〈粛清使パージヤース〉としての訓練中に彼が独自に開眼した破は壊かいの技術。


　彼はそれを仮に〈ガントレット〉と呼んでいる。


　全身を包む闘気を絞しぼり込み、右手に流し込む。力の充じゆう満まんに従って、大きくふるえ出す右手を、左手で押さえ……


「恨うらむなよっ！」


　飛びかかってくる〈狂戦士バルセルク〉に、ベルケンスの拳こぶしが突つき刺ささった。


　甲かつ冑ちゆう並に強化されたその表皮が打撃を受け止める……打撃だけは。


　次の瞬しゆん間かん、〈狂戦士〉の体たい細さい胞ぼうの何割かが一いつ斉せいに死し滅めつした。


　即そく座ざに脳内の魔導式は反射行動として自己修復および、対応変化を行おうとするのだが……それが停とまる。


　焼かれたのか、叩たたかれたのか、斬きられたのか、それとも押しつぶされたのか。それが分からない。そのどれでもありそうで、どれでもない。〈狂戦士〉の機能を司つかさどる魔導式も、動物としての本能も、その攻こう撃げきを理解できなかった。


　途中過程がない。ただ結果としての死滅だけが現れる。


　純じゆん粋すいな破壊の意志。闘気に載のせて送り込まれたそれが、〈狂戦士〉の肉体を破壊したのだ。意志なき戦闘人形には、その破壊の『意志』が理解できなかったのかもしれない。


　打たれた〈狂戦士〉はその動きを停め、床ゆかに倒たおれた。


「一応、効くみてえだな」


　ベルケンスは乾かわききっていた唇くちびるをなめてから、改めて構える。


　だが。


「……何だ？」


〈狂戦士〉達の動きが、一斉に停まっていた。








〈狂戦士〉達の動きが停まる。


　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめるシャノンの前で、〈狂戦士〉達はいきなり朱しゆ色いろに染まった。


「…………!?」


〈狂戦士〉達の全身から水蒸気のように噴ふき出るのは……血だ。


　最も早はや、人間の肉体とはいえないような、奇き怪かいな変へん貌ぼうを遂とげた男達が、次々と自らが生み出した血の泥濘ぬかるみに倒れ込む。それだけでは終わらず、彼等の肉体は、次々に崩ほう壊かいし、最終的には粘ねん液えき質しつの、泥どろのようなものだけが残った。


「……そうか……」


　限界だ。治ち癒ゆ再生といっても、元々の肉体は有限なのだから、その能力には限りがある。まして耐たい久きゆう限界を越こえて酷こく使しされた体は、遂ついに、自身を維い持じすることさえ出来なくなったのだろう。


　未完成の魔ま法ほう。使い捨て。


　そんな言葉がシャノンの脳のう裏りを過よぎった。








「……天なるマウゼルよ」


　ベルケンスは倒れ伏ふす〈狂戦士バルセルク〉達を見つめながら、指を動かして聖印をきった。


「我等と信しん仰こうを異にする者達なれど、どうか、彼等の魂たましいに安らぎを与あたえ給え」


　まるで、その言葉に安あん堵どしたかのように……〈狂戦士〉達は次々と崩くずれ、そしてもはや形さえ保てないのか……次々と溶とけていった。








　レナードはテラスから永年の『努力』の成果である魔ま法ほう陣じんを眺ながめた。


　彼の部屋とは別のテラスだ。形としては同じだが、空くう洞どうを見下ろす位置はずっと高く、そして広い。ここなら余よ裕ゆうを持って、魔法陣全体が見み渡わたせる。どこからでも起動はできるが、やはり十年の歳さい月げつをかけた傑けつ作さくを作動させるには、相応ふさわしい場というものがあると、彼は考えていた。


　既すでに島民達はそれぞれの〈拡張器ブースター〉の中に入って、レナードの命令を待っている。後は通信魔法を使って起動命令を送るだけで、連れん鎖さ的に魔導式が組み上がり、戦略級攻こう性せい魔法は、自動起動するのだ。


「戻もどって……」


　彼の足あし下もとでは、石の床ゆかに座すわり込んだエルフィティーネが、しゃくり上げながらそうつぶやき続けていた。


「お願いです、ガンヴァス様……元の優やさしいガンヴァス様に戻って下さい……」


「お馬鹿さん」


　レナードはにやにやと笑いながら、言った。


「未だわからないのかい？　君たちの見ていたのはただの仮面だよ、か、め、ん。偽物。どこにもいない人間に、君らは踊らされてただけ。ひへへ。本物のレナード・ガンヴァスはこの俺様なの。分かったかい、お馬鹿さん？」


　レナードはエルフィティーネの服に手をかけた。一気に引き裂さくべく、力を込める。


「さあて、エルフィ？　お、と、なの時間だよお。せっかくだから、この島がぶっとぶまでの短い間に、いいコトしようかあ？」


　だが……彼の手は、動かなかった。


　何かは分からないが、この残ざん虐ぎやく無む道どうの男の脳のう裏りを、悲鳴のようなものが過よぎったのだ。


　それが、レナードの手を、止めたのである。


「ガンヴァス様……？」


　呆ぼう然ぜんとした表情で少女が自分を見つめている。自分の双そう眸ぼうから頰ほおにかけてを。


「へ？　な、何だ？　何で俺は……」


　……泣いている？


　最高にぶっとんだ気分。興奮しまくり。快感。すぐにでもイっちまいそうな気分。


　なのに……なんで俺は泣いている？


「あんたは仮面を付け続けるべきだったな」


　坑こう道どうの奥おくから静かに声が流れてきた。


　薄暗い闇をかき分けるようにして、露あらわになる長身の影。


　近づいてくるシャノンの、その断固たる歩調を、レナードは恐れた。


「貴様、もう？　〈狂戦士バルセルク〉は……」


　うめくようなレナードの問いは無視し、シャノンは歩きながら続けた。


「誰だって仮面はかぶる。本当の自分を隠かくす。辛つらいときだってあるし、哀かなしいときだって仮面をかぶる。だがそれが悪いんじゃない。たとえ、仮面だって、望まれ、自らも望んで付け続ければ、それは本当の自分の顔になる」


「シャノンさん……」


　だが、レナードの目からは涙なみだが流れ続ける。


「来るな、来るとこのガキを……」


「どうするんだ？」


　どうにもできない。彼の身体からだは、ぴくりとも動かなかった。


「今や、おまえが偽にせ者ものだ」


「だ、黙だまれええええええっ！……え？　ええ？　お、……おあ？　俺は……どうしたですか？　俺ってば、何をしてるですかあ？」


　レナードは……レナードの身体は、彼の意志を離はなれて、勝手に動き出していた。いや、違ちがう。正確に言えば……本当の仮面、聖者レナードの意志に従って、動き始めていた。


　レナードはゆっくりとエルフィティーネから手を離すと、シャノンの方へと歩いて行く。


「なんだ、なんだ、俺の身体……」


　困こん惑わくの言葉の中に、重なるようにして、別の言葉が混じる。同じ口が、同じ声が、全く違う言葉を紡つむぎ出す……


「私を、殺せ、シャノン君」「な、何いってんだてめえ！」


　レナードは両手を広げて、シャノンの前に立った。


「今なら、この殺人狂きようを倒たおせる。所しよ詮せん、仮面にすぎなかった私だが……」「やめろ、てめえ、俺えええええ？　てめえ、俺様、何考えてやがるううう？」


　祈いのりにも似た声でレナードが叫ぶ。


「私が再びこの男の意識の中に没ぼつする前に、殺せ！　シャノン君！」


「ガンヴァス様！」


　悲痛なエルフィティーネの声。


　シャノンは黙って刀を抜ぬきはなった。








「うっ……！」


　とてつもなく重い一いち撃げきを受けて、パシフィカはうめいた。


　今彼女の小こ柄がらな身体は、青白く光る膜まくのようなものに包まれている。それは自由自在に彼女の動きに合わせて動き、彼女への攻こう撃げきを受け止め、あるいは彼女からの攻撃を増ぞう幅ふくして送り出す。


　特殊攻こう性せい魔法〈聖戦士エインヘリエル〉である。


　だが、正確に言うと、パシフィカの身体を覆おおっているその『鎧よろいの場』は、本来の〈聖戦士〉ではない。ラクウェルが独自に改良……いや、調整をかけたものだ。起動に必要な意識領域はかなり減っているが、元々の〈聖戦士〉よりは随ずい分ぶんとその性能は落ちる。無論、それでも通信系魔ま法ほうと重複起動ダブルタスクできるのは、並の魔導士の三倍にも及およぶ意識領域を確保できるラクウェルだからこそ、だが。


「ラクウェル姉……」


　ちらりと振ふり返るが、ラクウェルは〈拡張器〉に片手を当てたままの姿勢で、ぴくりとも動かない。恐おそらく全神経を通信系魔法に集中しているのだろう。レナードの起動命令が送られてくる前に、何とかこの巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんの中ちゆう枢すうを破は壊かいしないと、この島にいる人間全員が死し滅めつする。


　パシフィカは改めて眼前の敵に向けて構えた。


　彼女とて、亡なき父に基本的な護身体術は習っている。まともに闘たたかうにはあまりに基本的すぎる技術だし、中ちゆう途と半はん端ぱな技術はむしろ危険とシャノンが言う事もあって、普ふ段だんはパシフィカが自分で闘う事はない。何より、彼女は兄と違ちがって、こういった事には才能がないのだ。それこそ、ちょっとでも本格的に格かく闘とう術を学んだ人間相手では、手も足も出ない。


　だが、それが今は何とか彼女を支えていた。


　相手は非常に強力だが、もはや、命令を自動的に遂すい行こうする肉の人形にすぎない。不完全な〈聖戦士〉と生かじりの護身体術で、何とかその攻こう撃げきをさばけるのは、そのためだ。


　だが、相手は、もはや人間と呼べるようなものではない。眼前の敵に合わせて特とく殊しゆ化かしてゆく戦闘生物である。


　無論、そんな事をしたら汎はん用よう性はなくなる……別の戦い方をする敵にはまるで役に立たない……が、使い捨ての駒こまにそのような心配は無用だ。むしろその反面として〈狂戦士バルセルク〉は、目の前の敵に対してだけは、攻撃を受ける度たびに、無限に強くなってゆく。自動反射としてその相手の攻撃の速さ、強さ、角度を覚え込み、あるいは自身の肉体をそれに合わせて特殊化させ……そしていつしか絶対の天敵として完成するのだ。


　実際、最初はまだ余よ裕ゆうのあったパシフィカだが、〈狂戦士〉の攻撃を受け止め、あるいは流す割合が減り、次し第だいにその身体からだを張って姉を護まもる割合が増えてきている。


「うくッ……」


　何度目かの重い打撃が、パシフィカの顔に炸さく裂れつする。生身ならば脳を搔かき出されているような一撃を、衝しよう撃げきのみに押おさえ込んだのはひとえに〈聖戦士エインヘリエル〉の防ぼう御ぎよ場の力だが……それでも容量軽減のためにいくつかの機能を簡略化されたラクウェル版の〈聖戦士〉は、万全の防御力とは言い難がたい。


　パシフィカはぐらりと仰あお向むけに倒たおれかけ……しかし下半身の力を総動員して、体勢を立て直した。


「こんのおっ！」


　パシフィカは痛みを強ごう引いんに無視して、相手の腕うでをつかみ、ひねる。


　偶ぐう然ぜんにも関節の脆もろい方向にひねったのか……〈狂戦士〉の腕は、あっさりと二の腕の真ん中当たりで折れた。


　既すでに自じ我が意識などなくても痛みは感じるのか、〈狂戦士〉は身体を引く。


「どんなもんよ……って、ええ？」


　驚きよう愕がくの声を発するパシフィカの目の前で、〈狂戦士〉の折れた腕が、折れた部分を関節として、動き始めた。もう一つ、肘ひじができたようなものである。


「うわっ……気色悪う……」


　最も早はや、その動きは人間の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつしている。ちょっとかじったくらいの護身術でさばけるような相手ではなかった。


「……どうすりゃいいのよ、こんなの！」








「黙れええっ！」


　レナードは絶叫した。


　精神力を総動員して自分の中に生まれたもう一つの意識を押さえ込みにかかる。


『聖者』のレナードも必死に抵抗はしていたが、まだ本来の人格が全力で加えてくる抑圧をはねのけるほどの力はなかった。


　レナードはもう一人の自分を渾身の精神力で押さえつけながら、呪文を詠唱した。


　通信系魔ま法ほう〈幻奏歌ガルドル〉起動。〈拡張器ブースター〉に接続。


　意識領域強制接合。


　他人の意識を侵しん食しよくして強引に広げられた意識領域の中に、魔導式が展開する。個人用を想定して開発されながら、要求される機能性能を付ふ与よした結果、膨ふくれ上がった魔導式は、平均的な個人の意識領域では展開できず、完成間近にして記述開発を放ほう棄きされた魔法。


　……〈聖戦士エインヘリエル〉。


「ひ、ひへへ、ひへへへへ……」


　レナードはもう一度、無理矢理、持ち上がろうとするもう一人の自分を抑おさえ込み、目の前で刀を構えるシャノンをにらみつけた。


「死ねっ！」


　青白い光に包まれた拳こぶしが走る。


　素す早ばやく身をそらして避さけたシャノンの髪かみをかすって、一いち撃げきは抜けた。


　技わざも何もない、素拳の一撃だ。だが、勢い余ったそれは、すぐ側そばの岩がん壁ぺきにめり込んで、亀き裂れつを走らせた。まともに食らえば、一撃で骨を砕くだかれるだろう。


「ひゃはは。どうだい、この力。今、ちぎり殺してやるよ。ひゃははは！」


　叫さけびながらレナードはシャノンに向けて突とつ進しんする。


　素早くそれをかわしつつ、放たれるシャノンの一撃。その気になれば鋼鎧さえ叩たたき割る彼の刃はは、しかし激しい音と光を散らして跳はね返った。


　相手の攻撃力を光と音に昇しよう華かして受け流す、〈聖戦士〉の防ぼう御ぎよ装そう甲こう圏けんである。


「効かねえなあっ！」


　横殴なぐりの拳。本来なら牽けん制せい以上の意味合いのない裏拳だが、それは殺人的な速さで空を裂さき、シャノンの額をかすめた。引きちぎられ、舞まい散ちる黒くろ髪かみの断片。


「ははあっ！　どうした、剣けん士しくん！　素手の相手に手も足もでねえかあっ？」


　気をよくして畳たたみかけるように拳を繰くり出すレナード。完全版の〈聖戦士〉には使用者の動きを加速する機能さえある。乱れ打たれる拳は残像の尾おを引きながら、シャノンに向けて殺さつ到とうする。


　余りの速さに空気が抉えぐられ、生まれた真空が刃となってシャノンに襲おそいかかる。


「……ッ！」


　だが同時に外がい套とうを跳ね上げて空気をかき乱し、それを逸そらすシャノン。


　双そう方ほうが位置を入れ替かえ、必殺の刃と拳こぶしが乱れ舞う。


　閃せん光こうと異音がテラスに満ちるが、決着はつかない。だがこの場合、果たして、〈聖戦士〉の機能に驚きよう愕がくすべきか、それとも生身でその攻こう撃げきをさばくシャノンを恐おそれるべきか。


　もっとも……シャノンの刀はレナードの装甲圏に阻はばまれてしまう。これでは彼に勝ち目はない。数度の短く、しかし高密度の攻こう防ぼうを経へて、シャノンとレナードは、互たがいに一いつ旦たん距きよ離りをとった。


「へ、へへへ……」


　息を切らしながらも、にやりと笑うレナード。


　彼の眼めは、シャノンの頰ほおに走る朱しゆ線せんから、紅あかい滴しずくがこぼれ落ちるのを認めていた。


「……確かに大したものだな」


　だがシャノンの声はひたすら物もの憂うげだった。


　恐きよう怖ふも焦あせりもない。むしろ普ふ段だんよりも、その黒い瞳ひとみは冷たい光を宿していた。


　一いつ瞬しゆん、レナードの背筋を悪お寒かんが走る。


　本物の殺気……いや、絞しぼり込まれた闘とう気きを、彼は初めて感じたのだ。


「だが、自じ慢まんするほどじゃないな」


　言ってシャノンは刀を構えた。


　右手を左肩の上へと引いて、左掌は押し込もうとするかのような形で、柄頭の後ろに当てる。いつもの構え方ではない。水平に構えられた刀の切っ先は、真っ直ぐにレナードの胸むな元もとを向いていた。


　刺し突とつの型らしい。だがそれだけではいくら勢いを付けようと、〈聖戦士エインヘリエル〉の装そう甲こう圏けんを突つき破ることはできない。それはシャノンも分かっているだろうが……


「ほ、ほざくなっ！」


　レナードが突進したのは、むしろ本能的に生じた恐怖からだった。


　この時、ベルケンスが側そばにいたら、驚おどろいたかもしれない。瞬間的に膨ふくれ上がったシャノンの闘気は、〈ガントレット〉のそれと、酷こく似じしていたからだ。


　刃ではない。切っ先ではない。貫つらぬくのは意志であり気き迫はく。


　ただ一点、無限に絞り込まれた一点に、突破の意志を込めて闘気を収束する。


「っ……！」


　裂れつ帛ぱくの気合いと共に突つき出される刀。


　切っ先の激突を受けて、装甲圏が発光……しない！


　装甲圏の機能発動も許さぬ速さと鋭するどさで突き込まれた刀の一いち撃げきは、レナードの右肩かたを深々と突き刺した。


「げえええっ!?」


　痛みよりも、驚きよう愕がくの悲鳴を上げるレナード。血を噴ふきながらも、後退して己おのれの体から刀身を抜ぬく彼を、シャノンはゆっくりとした歩調で追う。


「で？　あんたの芸はそれで終わりか？」


「ひ、ひいいいいっ……！」


　恐怖に歪ゆがむレナードの顔。彼はもう一度、エルフィティーネを人質に取ろうと、体を動かすが……それが再び、停とまった。


　恐怖と痛みに緩ゆるんだ圧あつ迫ぱくをはねのけ、もう一人のレナードが顔をだしたのだ。


「み……見事だ、シャノンくん……」


「て、てめえ、また……！」


「この男に……私にはもう手はない。君の勝ちだ。このままとどめを……」


　交こう互ごに入れ替かわる人格。レナードは〈聖戦士エインヘリエル〉を解除し、両手を広げてシャノンの前に立った。


　だが。


「やめてえっ！」


　シャノンにすがりつくエルフィティーネ。


「ガンヴァス様を殺さないでっ……！」


「聞き分けのない事を言うな、エルフィティーネ」


　そう言ったのは当のレナードだった。


「私を、殺人狂きようのレナードではなく、君の知っているレナードとして死なせてくれ。いくら私自身が知らなかった事とはいえ、私は何人もの島民達を……私を信じてついてきてくれた人々を、殺している。もう、後戻もどりはできないよ」


「でもっ……！」


「シャノンくん、早く……」


「断る」


　シャノンは冷たい声で言った。


　刀を構えはしているが、彼の黒い眼めには殺気がない。


「後戻りできないなら、先へ進め。その馬ば鹿かの目指した方向じゃない。あんたの目指した方向へ、だ。きれい事で、償つぐなう努力を放ほう棄きするな。表か裏かなんて観みる者によって入れ替わったりするんだ。あんたが表じゃないと、誰が言った？　少なくともこの子にとっての、いや、この島の連中にとっての本当のレナード・ガンヴァスはあんただろう」


「私は……私は……！」


　よろめくレナード。


　一瞬の間に殺人狂と聖者の顔が何度も交錯する。互いに肉体の覇権をかけて闘う相反する意識と意識。聖と邪の食い合い。あるいはそれは、彼だけの戦いではなく、程度の差こそあれ、人間という生き物が宿命的に行う戦いであったかもしれない。


　だが。


　やがて顔の上に広がった表情は、殺人狂のそれであった。


「ふざけやがって、てめえ……レナード・ガンヴァスは俺だあっ！　てめえに乗っ取られるくらいなら、さっさと……」


（……いかん！）


　エルフィティーネを突つき放し、シャノンは駆かけ出す。


　だが一いつ瞬しゆん速く、レナードの身体からだは、虚こ空くうに舞まっていた。


「ひゃははははっ！　全すべての存在よ・大いなる奈な落らくに還かえれっ！……さあ、起動しろ俺の最高傑けつ作さく！　戦略級攻こう性せい魔ま法ほう〈奈落ギンヌンガガプ〉！」


　連動式呪文バツチスペル、起動。


　そして破は滅めつは始まった。








　落下して行く感覚。その感覚の中でレナードは思った。


（死ぬなあ。ひゃは。ま、いいか）


　いくら殺しても、満たされない殺人の衝しよう動どう。


　それが不思議と収まっていた。自分を殺すという究極の殺人で、彼の欲求は一気に昇しよう華かされてしまったのかもしれない。


　……怖こわかった。


　その時、初めてレナードは悟さとった。


　自分は怖かったのだ。どうしようもなく怖かったのだ。他人が。自分以外の存在が。決して理解しきれない自分とは違ちがう誰かが。この世界に生きる全すべての人間が、とてもとても怖かったのだ。


　世界が怖かった。自分以外は全て敵だった。訳の分からない何かだった。だから、少しでも敵が減るように、殺し続けていたかった。殺し続けることで、敵を少しずつでも減らすことで、彼は仮かり初そめの安心を得ていた。だが……


（やっぱ死ぬってな、こういう感じなんだなあ……）


　世界と決別するなら方法は二つだ。


　世界を滅ほろぼすか……それとも自分が滅びるか。


（もっと早くこうしてりゃ良かったかなあ……）


　そうして、殺人狂きようのレナードは不思議な安心感と共に目を閉じた。


　人は……死を受け入れたときに死ぬ。自分が死んだと認めた瞬しゆん間かんに、その人生は終わる。


　短い短い浮ふ遊ゆうの感覚。そして、衝しよう撃げき。


　殺人狂魔ま導どう士しレナード・ガンヴァスは、こうして死んだ。








　島を轟ごう音おんが包む。


　何かが……強大で純じゆん粋すいな力が、猛もう烈れつな速さで膨ふくれ上がって行く。それは魔導士としての感覚のない者にさえ、はっきりと分かるほどのものだった。


「ええい、どこだ、ラクウェル、パシフィカ！」


　茫ぼう然ぜん自じ失しつのエルフィティーネを抱かかえて走りながらシャノンは叫さけんだ。


　今から島を脱だつ出しゆつしても間に合うまい。全すべてはラクウェルが魔法の起動をくい止められるかどうかにかかっている。少なくとも、レナードの起動命令が発せられてから今まで、魔法が起動しようとする気配はあるが、まだ起動しきっていないようだ。恐おそらく、ラクウェルが何らかの手を打っているのだろう。


　だが、不完全ながらもシャノンの持つ魔導士としての感覚が告げている。これはあくまで一時凌しのぎだ。その証しよう拠こに、島の鳴動は収まるどころかどんどん大きくなって行く。


　洞どう窟くつ中の魔ま法ほう陣じんがきしみをあげている。


　既すでに、あちこちで石柱に亀き裂れつが生じ始めていた。亀裂から剝はく離りした小石も、時折降ってくる。もし魔法が完全に起動しなかったとしても、このまま島の鳴動が大きくなれば、シャノン達は島民と共にこの空洞内に生き埋うめだ。
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　ラクウェルの側そばに行って、可能なら手助けをする……今のシャノンが思いつく手は、もうその程度しかない。


　広大なこの洞窟内、しかも轟音の中でラクウェルたちの気配を探さぐるのは骨が折れたが、それでもさして時間を要さずに、シャノンは彼女たちの気配を捕ほ捉そくした。


　奇き跡せきか、偶ぐう然ぜんか、あるいは絆きずなか。何にしてもまだ運は自分を見放していない。


　だが、彼女たちの姿を視し認にんしたと同時に、〈狂戦士バルセルク〉らしき人ひと影かげも認めて、シャノンは小さく舌打ちした。闘たたかっているのはパシフィカだ。


　どうやら改良版の〈聖戦士エインヘリエル〉をラクウェルにかけてもらっているようだが、所しよ詮せん、戦いそのものに素人しろうとであるパシフィカでは、戦せん闘とう生物相手の戦いは、分が悪い。


「パシフィカ！」


　シャノンにも焦あせりがあったのだろう。エルフィティーネを抱かかえていた事も災わざわいした。


　遂ついに崩くずれ始めた石柱の砕は片へん……その中でも一ひと際きわ大きい幾いくつかが、シャノンの上に落下する。咄とつ嗟さにエルフィティーネを庇かばいつつ横に跳とんだシャノンであったが、かわしきれなかった石の一つが、彼の背をかすめ気味に打つ……


「ぐっ……」


　のどの奥おくで短い苦鳴を発しながら、シャノンは転てん倒とうした。








　シャノンの転倒と共に岩の床ゆかに投げ出されながら……しかし、エルフィティーネはただ、呆ぼう然ぜんとしていた。


　レナード・ガンヴァス。優やさしかった仮面の聖者。エルフィティーネに生きる意味と希望を与あたえてくれた人。最愛の……人。


　だが彼女の大好きだったレナードは偽にせ者ものだった。


　自分の足あし下もとが崩れて行く感覚。自分を支える全すべてが無意味の海に沈しずんで行く。自分はもう何をしていいのか分からない。何を演じていいのかも分からない。


　もう疲つかれた。レナードも死んだ。自分も終わろう。


　そう思い、眼めを閉じる……そんな彼女の耳に、鋭するどい悲鳴が突つき刺ささる。


「パシフィカ……？」


　眼を開いてそちらを見ると、そこには〈狂戦士バルセルク〉にその身体からだをつかまれたパシフィカの姿があった。エルフィティーネも観みた事のある魔ま法ほうで、身体を覆おおっているが、完全にその握あく力りよくを相そう殺さいできないのか、その顔は苦痛に歪ゆがんでいる。


「離はなせっ、この……うう」


　しかし……パシフィカは闘たたかっていた。


　力など全然ない小こ娘むすめ。それが、闘っていた。姉の力を借りて、ではあっても。彼女には何よりも闘う意志があった。


　自分で闘う意志が。


　私は……闘ったろうか？　一度でも闘ったことがあったろうか。


　彼女のように。あの人のように。自分の意志で……


「エルフィティーネ！」


　こちらに気付いたらしい。パシフィカが叫さけんだ。


「来たら駄だ目めよ、こいつ……うくっ！」


　さらに〈狂戦士〉が彼女の身体を締しめ付ける。傍かたわらのラクウェルは何かに集中しているらしく、凍こおり付いたようにぴくりとも動かない。シャノンは打ち所が悪かったのか、朦もう朧ろうとした表情で、苦く悶もんしたままだ。


　今、動けるのはエルフィティーネだけだった。


　……もう、どうでもいい。もう、終わろう。


　エルフィティーネはその様を観みながら思った。


　終わるんだ。でも……


「パシフィカ……！」


　エルフィティーネはパシフィカの方へと駆かけ出す。


　でも、それは闘ってからだ。


　あの人もそうした。自分の中の敵と闘った。


　だから自分も闘ってから、あの人のところにいく。そうでないと……あの人に笑われる。


　エルフィティーネは全身で〈狂戦士〉に体当たりした。








　どこでもない世界。


　反マウゼル教の意志、エルフィティーネの言葉、共同生活……そういったものが育はぐくんだ共感を核に、薬物投与と催眠暗示で組み上げられた共同意識空間。規格化された何百人もの人間の意識を部品として、魔法陣がつなぐ、純粋な精神の世界。


　意識世界の情景を実際の視覚と比べるのはあまり意味がないが、それでもあえて喩たとえるならば、それはまるで荒涼たる砂漠のようだった。


　今、起動命令を待つ人々は夢さえも見ない深い眠りの中にいる。思考や感情は一時的に凍結されているのだ。これがキュフォンやクオートのように、完全に意識を白紙化されてしまえば、そもそも荒涼たる砂漠どころか、完全な虚無になってしまっていたはずだ。


　まだ、救える。


　完全な起動さえ阻止すれば、彼等の身体も精神も救えるのだ。


　ラクウェルは通信系魔法で共同意識の中に自分の意識を投入する。


　途端に、人々の意識にさざ波が走った。


　異物への反発。ラクウェルの意識は、この共同意識の空間では異物なのだ。


　押し寄せてくる否定の波。拒否の感情をのせて荒れる風。


（……ちょっと、ごめんなさいね）


　ラクウェルはそれらの圧力に耐えながら、つぶさにその意識世界を調べ始めた。


　戦略級攻性魔法の魔導式。


　恐らくそれは、パズルの断片のように分割され、それぞれが各人の意識の中に、圧縮状態で予め保存されているはずだ。さしずめ砂漠の地中に眠る種子と言ったところか。普段は、それは魔導式として機能しないので、精神に溶け込むこともなく、刷り込まれている本人さえ気付いていないだろう。


　だが、起動命令が送られれば、それらは一斉に自己解凍し、動き出す。


　互いに欠損部分を補いながら相互補完的に巨大な魔導式を組み上げるだろう。


　いちいちそれらを探し出して消している時間はない。一部を破壊しても、遅かれ早かれ同時起動している予備の魔導式が、欠損部分を補ってしまう。


　狙うのは中枢部分。


　制御中枢にあたる部分を押さえて逆操作してやれば、全魔導式に自滅命令を送ることもできるはずだ。だが……


（始まった……！）


　突如として共同意識が鳴動を始める。


　あちこちに圧縮保存されていた魔導式が、一斉に自己解凍を始めたのだ。


　それは荒野に、無数の植物が発芽し、そして花開くような情景だった。幾何学模様の花弁が開き、互いに触れ合い、大きな花になり、それらが集まって、巨大な花園を組み上げていく。だが……この花園に咲くのは、地獄を顕けん現げんさせる、毒の花だ。


（……これで保てばいいけど）


　ラクウェルは起動妨害用の魔導式〈妖精遊戯アーブルヘイム〉をばらまいた。


　無数の花が一瞬、震える。毒でも撒まかれたかのように、花の群の生長が停まった。


　だが、それとて時間稼ぎに過ぎない。花園は……〈奈落〉の魔導式はあまりに巨大で、ラクウェルはあまりに矮わい小しようだった。


　どこまで保つか定かではない。その間に中枢を見つけだし、逆操作できるかどうか。


　賭かけだ。それも決して勝率は高くない。


（こういう時、祈いのる神様がいないって、不便よね）


　この期ごに及およんでそんな事を考えながら、ラクウェルは調査を続けた。








「パシフィカっ！」


　非力なはずの少女は、渾こん身しんの力を込めて、〈狂戦士バルセルク〉に体当たりした。


　全身がきしむような痛みにうめくエルフィティーネ。さすがの〈狂戦士〉も、体勢を崩くずす。彼女は元々、攻こう撃げき対象に入っていなかったために、警けい戒かいしていなかったのだ。


〈狂戦士〉の腕うでが、パシフィカから離はなれる。


　エルフィティーネは〈狂戦士〉ともつれあうようにして倒たおれた。


「エルフィ……！」


　悲鳴のような、パシフィカの声。


〈狂戦士〉は自分を攻撃してきたエルフィティーネを新たに攻撃対象に加えた。


　立ち上がりながら、目下、一番近い場所にいる彼女に向かって拳こぶしを振ふり上げる。


　限界までその筋力を引き上げられている〈狂戦士〉の一撃は、易やす々やすと彼女の首をへし折るだろう。彼女には避さけるだけの素す早ばやさも、そして気力も、もうない。


　……私、闘たたかったですよね。


　エルフィティーネは……迫せまり来る拳をひどく静かな気持ちで見ていた。


　私……自分の意志で、闘ったですよね。誰に言われたからでも、誰のためでもなくて……自分で決めて、望んで、そして闘いましたよね。


「……よくやった！」


　その声と共に、閃ひらめく銀光。


　拳は彼女に届く前に、斬きり飛ばされてはるか遠くに転がった。


　まだ回復しきってはいないのか、シャノンは脂あぶら汗あせを垂たらしながら、刀を構えなおした。


〈狂戦士〉の斬り飛ばされた腕の断面から、刃は物もののような突とつ起きが伸のびてくる。それで刀と斬り合おうというのだろうか。シャノンは素早く一歩踏ふみ込み……


「……!?」


　不意に、島の鳴動がやんだ。


　ラクウェルが解除に成功したのだろう。


　シャノンの表情が安あん堵どで一いつ瞬しゆん、緩ゆるむ。だが心なき〈狂戦士バルセルク〉は何の感かん慨がいもなく突起を振ふるった。反射的に刀で受けるシャノンだが、不自然な体勢のため、そして背中に残る苦痛に技わざへの集中が乱され、彼はその力の全すべてを受け流せなかった。


　転てん倒とうしたシャノンの上に、〈狂戦士〉がのしかかる。


「シャノン兄っ！」


　飛び出すパシフィカ。だが、彼女を護まもるべき青白い鎧よろいは、ある一歩を境に消しよう滅めつした。


「…………！」


　十歩の効果圏けん内ないを抜ぬけたのだ。こうなれば、彼女にはもう敵の攻こう撃げきを防ぐ手段はない。


　だが。パシフィカはシャノンの上に体を投げ出すようにして〈狂戦士〉と兄の間に割って入った。決死覚かく悟ごの行動と言うよりも、それはほとんど反射的な行動だった。


〈狂戦士〉の突起が少女を貫つらぬく様を想像し、エルフィティーネは思わず眼めを閉じる。


　絶望的な一瞬。


「我わが敵を覆おおい尽つくすは・霜しもの女王！」


　そして呪じゆ文もん詠えい唱しようの声が高らかに響ひびく。


　魔導式の高速起動。


　ぴい、と空気が鳴いた。急激に低下した気温に空気があげる悲鳴だ。


　白いきらめきが〈狂戦士〉を包むように舞った。


　雪と……そして霜。


　増ぞう殖しよくする霜が〈狂戦士〉の身体からだを覆い尽くす。即そく座ざに始まった反射適応も、しかし低温にさらされ、代謝速度が落ちた事で、その攻撃に対応しきる前に、停とまった。


　ごとん、と大きな氷の塊かたまりとなって〈狂戦士〉は岩の床ゆかに転がる。


「……ちょっと危なかったわね」


　……それでもどこかのんびりした口調で、ラクウェルが言った。




　終章







「……お世話になりました」


　船着き場に立って、取り巻きの島民達数十名と共に、エルフィティーネは一礼した。


〈奈落ギンヌンガガプ〉の騒そう動どうから三日目。


〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉は、すでに復興作業を開始していた。


　無論、一時的な混乱はあった。〈奈落〉の影えい響きようで地上の建物にも数多くの被ひ害がいが出ていたが、それ以上に島民達にとって大きな衝しよう撃げきとなったのは、十年間彼等を導いてきたレナードの死であった。


　エルフィティーネが強力な指導力を発はつ揮きして皆みなをまとめなければ、しばらくは混乱状態が続いていたかもしれない。


　エルフィティーネは島民達を集め、レナード他、二十数名の島民の死を告げた。そして今回の戦略級攻こう性せい魔ま法ほうが失敗に終わった事、そのせいで多くの人命が失われ、島の施し設せつにも大きな被害が出た事をも告げ、今後はこのような危険な方法ではなく、もっと別の方法を模も索さくする事を宣言したのだ。


　無論、不満や異論はあった。


　だが、エルフィティーネは、たった一言でそれらを封ふうじてしまったのである。


「復ふく讐しゆうに逸はやる私達が、レナードを殺してしまったかもしれないのです」


　確かにレナードは無用の争いを好まない人物だった。


　自分たちが、その復讐心をレナードに仮か託たくする事で、彼を追い込んでいたのだと、彼等も薄うす々うす気付いていたのかもしれない。


「こちらへ来る事があれば、また寄ってください……島民全員で、歓かん迎げいします」


　シャノン達はエルフィティーネの手配で修理された〈イノックス号〉に乗って、島を離はなれる事になった。動力は馬車の馬達たちを使えば何とかなる事も確かく認にん済みだ。


「あんまり何もしなかったようにも思うけどねえ」


　船の上で笑いながらパシフィカが言う。


　事態の真相は伏ふせられたままだ。表向きは事故で暴走した魔ま法ほうを、エルフィティーネがシャノン達の協力の下もとに止めた、という事になっている。


「そんな事は、ありません」


　きっぱりとエルフィティーネは言った。


　島民達の手前、彼女は〈廃棄王女〉の仮面をかぶっている。だが今は随ずい分ぶんと自然な感じがした。


　それが彼女が自ら作り、かぶった仮面だからだ。彼女自身が望み、彼女の意志でかぶる仮面。そうして人は自分をより良い方向へと変えて行く事もできる。かぶりつづける理想の仮面が、いつか自分のものになるように。


　いつか、自分の足で、彼の目指した処ところにたどり着けるように。


「……お元気で」


「エルフィもね」


　その言葉と共に船が船着き場を離れた。
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　外輪の水を搔かく音を響ひびかせながら、〈イノックス号〉は〈冒瀆者達の庭ブラスフエマーズ・ガーデン〉と名付けられた島を離れて行く。どんどん小さくなって行くエルフィティーネ達に手を振ふっているパシフィカのすぐ足下……物もの陰かげに隠れていたベルケンスが、やはり同じようにして隠れていた人物に声をかける。


「……で、あんた、どうするよ？」


　折れた腕うでに添そえ木を当てた、レナードに。


　身を投げたレナードを、たまたまその下のテラスにいたベルケンスが手を伸のばして、引っかけたのだ。その時の衝しよう撃げきでレナードは腕を折ったが、それでも他は健康体である。


　一度は殺す気になったレナードを、咄とつ嗟さの事とはいえ、どうして助けたのかは、ベルケンスにも分からない。分からないが……それで良かったようだ。


「俺おれ達と島を出てしまって、いいのか？」


「ひょっとしたら、私の中にはまだあの殺人狂きようがいるかもしれんのだ」


　レナードは、疲ひ労ろうの色の張り付いた表情で言った。


「私が、彼に勝って、本当のレナード・ガンヴァスになれたと確信できるまで……仮面ではなく本当の自己を確立できるまで、彼等の元へは戻もどれんよ」


「……勝てる積もりか？」


「分からないが、努力してみる価値はあるだろう。そうだな、シャノンくん？」


　いきなり話を振られて、シャノンは居心地悪そうに身じろぎした。改めて同意を求められると、さすがに恥はずかしいものだ。


「……しかしそれよりも問題はあんただろ」


　シャノンはベルケンスを指さす。


「あんたがこの島の事を報告したら、彼等は、おしまいだ」


「俺は物忘れがひどくてな。高級酒を一本ほど飲むと、記き憶おくがとんじまう事があるんだよ」


「……分かった。ウェスト・モスバーグについたら、おごろう」


　苦く笑しようしてレナードが言う。


「まあ、万一見つかっても、平和的な手段をとってる限り、普通の村と区別するのは難しいしな。十年前じゃあるまいし、軍もうちの渉外局も強硬な事はできんだろうさ」


　ベルケンスが肩をすくめて言った。


　シャノンは後頭部を搔かきながら、その場を離はなれて船せん尾びへと歩いた。


〈ブラスフェマーズ・ガーデン〉はもう、随ずい分ぶん小さくなっている。馬達も久しぶりの仕事に、張り切っているらしかった。


「……で、おめえたちはどうすんだ？」


　ベルケンスが歩み寄ってきて、尋たずねる。


「あんたにゃ関係ないだろ」


　素っ気ないシャノンの一言に、ベルケンスは頰ほおを搔きながら言った。


「気になるじゃねえか。本物の〈廃はい棄き王おう女じよ〉の行く末の方もな」


「……いつから気付いてた？」


「確信したのは、今だ」


　シャノンと並んで島を見つめながら、ベルケンスが言う。


「……俺達を、殺すか？」


　船の白い航こう跡せきに視線を落としつつ、シャノンは静かに尋ねた。


　一いつ瞬しゆん、躊躇ためらうような表情が異教検察官の顔を過よぎる。だが次の瞬間、彼は肩かたを竦すくめて首を振ふった。


「……言ったろうが。俺は物忘れが激しいんだよ」


「……妙みような神官だよ、あんたは」


「てめえに言われたかねえや。しかしなんつうか……いい女になるぜ、おめえの妹はよ」


　ベルケンスは、ちらりとすぐ側そばに立っているパシフィカを見るが、手を振るのに夢中で、シャノン達の会話には注意を払はらっていないらしい。


「大事にしてやんな。あんな小こ娘むすめ、滅めつ多たにおらんぜ。大したガキだわ」


「言われなくてもそうするよ。大事なお姫ひめ様だからな」


「なるほど」


　ベルケンスが笑う。


　つられて笑いながら、シャノンはもう一度、妹を眺ながめる。


『世界を破は滅めつさせる猛もう毒どく』……託たく宣せんにそう語られた少女は、ただただ無む邪じや気きにその手を振り続けていた。




（終幕）







　あとがき







　某月某日。この日本という国中に広げられた膨ぼう大だいな電話回線を通じて交わされる会話の中で、一つの必然が現実として具体化しようとしていた。


「どーも、[image: ]です」


「あ、どもどもＴで～す」


「……あのですね書き下ろし……上下刊にできませんか？」


「……駄だ目めです」（きっぱりこ）


「じゃあ、せめて原稿、４００枚に……」


「……駄目です」


「いや、なんかどんどん話が……変わって来ちゃって……」


「……駄目です」


「書くべき事が増えて……」


「……駄目です」


「……ぶるぐとらむ・ぶるぐとらん・いあ・はすたあっ！」


「……駄目です」


「ああ、邪神召喚さえもだめなのかッ？」


「……駄目です。ついでに言うと締切も一ヶ月早まります」


「そ、そうなんですか？」


「三巻は、非常に高度な政治的配慮と超法規的処置により、九月刊行に決定しました」


「のおう。神よ。仏よ。太平洋の底で寝ぼけてる邪神よ。私が何をしたというのだッ！」


「……とにかく、駄目で～す」





　……などと虚きよ構こうと現実の境界がやたらめったらに曖あい昧まいな会話はおいといて。





　というわけで、どーも[image: ]であります。


　いやー、苦しんだ。


　それが正直なところです。なんか最初はもっと馬鹿な話になる予定だったんですが。書いてるうちにどんどん変わってきて。


　友人のキッシー嵐山いわく……


「苦しんだ作品というものは傑作か、どーしよーもない駄作になるかのどっちかだ」


　……そうです。はてさてこの三巻は、どっちになってる事やら。苦労した分、愛着もあるこの話ですが、無論、判断するのは私ではなくて、読者の方々です。





　ちなみに今回……ある意味迂う闊かつな事を書くと非常にやばい宗教ネタでありますが、宗教というものに対してのシャノンやベルケンスの考えと、私の考えは、必ずしも一致していない事を記しておきます。念のため。





　さてさて。この３巻に出てくる主要キャラの二人、ベルケンスとエルフィティーネですが、この二人はそれぞれ、[image: ]一郎公認ホームページ『うごうご[image: ]くん』上で行われた『キャラネーム・コンペティション（当時の名前はちょっと違ったけど）』によってファンの方々に投稿していただいた名前候補から選定したものを使用させていただきました。


　ベルケンスが、かしむんさん。エルフィティーネが、岡田大輔さん。


　お二方、どうもありがとうございました。そして惜しくも選外となった方々、ごめんなさいね。そしてやっぱりありがとうございます。ベルケンスとエルフィティーネが、それぞれどういうキャラになったか、見てやってください。


　同様に次点というか、いい名前だけども登場人物の雰囲気に合わなかったとかインパクトがもうちょっと、とかいう理由で選外になったものは、折せつ角かくだからという事で、他のキャラに流用してたりもします。


　具体的にはキュフォンとクオート。名前提供者はそれぞれ八頭介さんと横関さん。他に同コンペで、さる２さんにいただいたキダーフという名前がありまして、こっちの名前のついたキャラは、連載の方に登場してます。単行本としては次巻。


　この企画、結構好評だったようです。もっとも、あんまりしょっちゅうこのキャラネームコンペをやると「[image: ]の奴、名前考えるの面倒くさがってんじゃねえのか？」とか思われそうなんで控えますが（笑）。……まあ、また思い出したようにやるかもしれません。その際には、よろしく。


　ただしこのキャラネームコンペに限らず、「うごうご[image: ]くん」の企画は、ホームページ管理人と私・[image: ]一郎が独自に考えて行った企画であり、富士見書房は立案、運営その他に関わっておりません。間違っても編集部宛に、ホームページに関する意見や要望を送ったり、問い合わせなど、なさらぬよう。





　……でもって。[image: ]作品のあとがきの掟おきて、『さんくすでございます』シリーズ。


　キャラコンペの企画、運営に尽じん力りよくいただいた草野ぐりま嬢。


　遅れまくった締切に加え、このような公私混同ド混同な企画を許してくださった、富士見書房の担当編集者、Ｔ嬢。


　話の展開に詰まるたんびに意見をくれたキッシー嵐山氏。


　そして毎度毎度魅力的な（特におやぢが……）キャラを描いて下さる安曇雪伸氏。


　さらにさらに、ファンレターを下さった方々。返事、返事、返事……書きたいんだけど……ああああああ（錯乱）。


　さらにさらにさらに、ホームページに来て下さった方々。


　さらに×４、この本を手にとって読んでくれたあなた！


　皆のお陰かげで、なんとか失業せずに[image: ]は小説屋やってます。





　ではでは、また。





１９９９／８／１０


Ｍａｃｈｉｎｅ：パナソニック・レッツノート AL-N2


ＢＧＭ：「Acid Rain」（by Liquid Tension Experiment）




スクラップド・プリンセス３


異い端たん者しや達たちに捧ささぐ鎮ちん魂こん歌か





[image: ]さかき　一いち郎ろう
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